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　地
震
が
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
た
九
州
。そ
こ
を
熊
本
地
震
が
襲
っ
た
。

４
月
14
日
の
震
度
７
に
続
き
16
日
も
震
度
７
。
震
度
５
弱
以
上
だ
け
で
５
月

末
ま
で
に
18
回
。
今
も
余
震
が
続
く
異
例
づ
く
め
の
震
災
だ
。
九
州
は
台
風

や
豪
雨
災
害
は
経
験
す
る
が
、
意
表
を
つ
い
た
大
地
震
に
は
備
え
が
十
分
だ

っ
た
は
ず
も
な
い
。「
道
の
駅
」
は
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
食
料
や
水
を
供

給
し
、
施
設
を
開
放
。「
防
災
拠
点
」
と
し
て
復
旧
・
復
興
の
一
翼
を
担
い

公
共
性
・
公
益
性
を
再
認
識
さ
せ
た
。
支
え
た
の
は
日
ご
ろ
の
道
の
駅
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
連
携
の
輪
の
広
が
り
だ
。
熊
本
地
震
を
巡
る
道
の
駅
の

活
動
を
特
集
す
る
。 

（
２
〜
５
面
に
関
連
記
事
）

　災
害
時
に
は
ま
ず
食
料
や
水
の
確
保

が
重
要
。
コ
ン
ビ
ニ
は
全
国
ほ
ぼ
共
通

の
商
品
構
成
で
輸
送
に
問
題
が
生
じ
る

と
供
給
が
止
ま
る
。
道
の
駅
は
生
鮮
食

品
を
含
め
て
地
場
産
品
中
心
だ
か
ら
、

商
品
供
給
が
滞
る
こ
と
は
少
な
い
。
食

堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
の
で
、
炊
き

出
し
も
対
応
で
き
る
。
今
回
も
多
く
の

道
の
駅
に
「
ど
う
せ
売
れ
な
い
か
ら
役

立
て
て
」
と
、
生
産
者
が
野
菜
を
持
っ

て
き
た
。

　道
の
駅
の
公
共
性
・
公
益
性
は
ト
イ

レ
や
休
憩
施
設
、
食
料
の
確
保
や
提
供

の
他
に
も
、
地
域
の
情
報
拠
点
な
の
で

災
害
情
報
や
行
政
の
情
報
が
得
や
す

く
、
全
国
の
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
様
々
な
支
援
が
受
け
や
す
い
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の

動
き
は
機
敏
だ
っ
た
。
道
の
駅
が
防
災

拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
以
来
定
期
的

に
会
合
を
開
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備

え
を
協
議
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
地
震

発
生
直
後
か
ら
関
係
道
の
駅
に
「
何
が

で
き
る
か
。
何
が
必
要
か
」
な
ど
を
緊

急
調
査
し
た
。

　一
日
も
早
い
営
業
再
開
の
た
め
、
道

の
駅
同
士
が
商
品
を
融
通
し
合
い
、
通

販
で
協
力
す
る
な
ど
の
道
筋
を
つ
け

た
。
全
国
か
ら
の
支
援
物
資
を
被
災
者

に
届
け
る
作
業
に
も
協
力
。
そ
れ
が
出

来
た
の
は
、
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
徐
々
に
結
ば
れ
、
連
携
の
輪
が
少
し

広がる連携の輪
熊本地震…その時道の駅は

熊
本
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
熊
本
城
も
石
垣
が
崩
れ
る
な
ど
大
き
く
被
災
。
市
電
が
走
る
光
景
は
一
見
平
和
だ
が
、
よ
く
見
る
と
天

守
閣
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
は
既
に
な
い
（
4
月
22
日
）

特集　熊本地震…その時道の駅は １～５面
国土学トークセッション ８～９面
日本風景街道　 10 ～ 11 面
列島保全への課題 ６面
道の駅診断 12 面
読者の声／パズル／プレゼント 14 ～ 15 面

第48号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

ず
つ
広
が
っ
た
か
ら
だ
。

　避
難
者
の
車
中
泊
が
多
い
の
も
特

徴
。
余
震
が
続
く
中
で
壊
れ
か
け
た
家

に
は
帰
れ
な
い
、
と
い
う
苦
渋
の
選
択

だ
。
道
の
駅
の
駐
車
場
に
は
、
車
中
泊

の
避
難
者
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　熊
本
地
震
か
ら
間
も
な
く
２
カ
月
が

経
つ
今
、
家
を
失
っ
た
住
民
の
関
心
は

仮
設
住
宅
の
建
設
と
入
居
問
題
だ
。
現

地
で
は
何
よ
り
用
地
が
足
り
な
い
。

　同
連
絡
会
は
余
地
の
あ
る
駐
車
場
を

持
つ
道
の
駅
に
「
２
次
避
難
所
に
提
供

で
き
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
、
呼
応
す

る
駅
も
出
て
き
た
。
道
の
駅
が
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
補
完
す
る
地
域
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

担
う
公
的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し

て
い
る
。

防
災
拠
点 

復
旧
・
復
興
の
一
翼
を
担
う

常陸大宮
遠藤修平駅長

　今年３月にオープンしたばかりのピ

茨城県常陸大宮市岩崎 717-1
国道 118 号　TEL.0295-58-5038

カピカ道の駅です。清流久慈川沿いにある広々と
した敷地の一部が親水公園として整備され、展望
室から眺める周辺の里山パノラマ風景には心を癒
され和まされます。特産の「えごま」や洋野菜を
使った料理の地域ブランド化を目指しています。

良寛の里わしま
山田勝駅長

　今も多くの人々に慕われている「良寛

新潟県長岡市島崎 5713-2
国道 116 号　TEL.0258-41-8110

さんの心」を感じることのできる道の駅です。良寛
の遺墨のほか、ロダンや高村光太郎などの作品が展
示されている美術館、江戸時代の民家を移築した地
域交流センターなどがあり、一押しのガンジー牛ソ
フトクリームは行列のできる人気商品です。

なち
寺本眞一駅長

　世界遺産に登録された那智の滝や熊野

和歌山県那智勝浦町浜ノ宮 361-2
国道 42 号　TEL. 0735-52-9201

古道への拠点。朱色と白の社殿風建物が目を引く
駅内の世界遺産情報センターで、熊野那智大社、
那智の火祭りの映像などを紹介しています。那智
湾を一望する温泉施設もあり、物産店には毎朝地
元の新鮮な野菜やお刺身、お寿司が並びます。
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／都道府県／市町村

平成28年度 山地災害防止キャンペーン平成28年度 山地災害防止キャンペーン
期 間

主 催
5月20日（金） 6月30日（木）平 成

28年

協  賛 (一社)日本治山治水協会

■ 山地災害防止写真コンクール最優秀賞作品  宮本  満則 （熊本県熊本市）

養
お
う  

山
の
異
変
に  

気
づ
く
目
を

山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品

　
脇
川 

一
也（
愛
知
県
岩
倉
市
）

16

阿寒丹頂の里
蝦名大也駅長

　阿寒国立公園入口にあり、丹頂観察ができ

北海道釧路市阿寒町上阿寒 23線 38
国道 240 号　TEL.0154-66-2331

る阿寒国際ツルセンターや道の駅エリアには、宿泊、温
泉、キャンプ場などの施設があります。今春3月の道
東自動車道阿寒ＩＣ開通前にオープンした特産品販売所
「阿寒マルシェ」には、阿寒の美味しい肉や野菜をはじ
め釧路の魚介類、お菓子などを取り揃えています。

かわもと
小島進駅長

　〝野菜王国〟とも称される深谷市の新

埼玉県深谷市長在家 1279-2　　
国道 140 号　TEL.048-583-3369

鮮な野菜が数多く出荷され、地元の皆様に愛され
る道の駅でございます。特産の深谷ねぎを使用し
た深谷ねぎメンチや、地元産きのこのつけ汁で食
べる手打ちうどんなど、地元食材を活かした食事
処もございますので、ぜひお越しください。

胎内
吉田和夫駅長

　山小屋風の小さな道の駅ですが、胎内

新潟県胎内市下赤谷 387-1
県道 53 号　TEL.0254-47-2723

高原の水で出したコーヒーと暖かな火のゆれる薪
ストーブ、飯豊連峰の山々や爽やかな風を運ぶ胎
内川の眺望でおくつろぎ下さい。アルパカが人気
の小動物園やバーベキュー広場、天然温泉の温浴
施設はご家族で楽しめます。
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平成28年度 山地災害防止キャンペーン平成28年度 山地災害防止キャンペーン
期 間

主 催
5月20日（金） 6月30日（木）平 成

28年

協  賛 (一社)日本治山治水協会

■ 山地災害防止写真コンクール最優秀賞作品  宮本  満則 （熊本県熊本市）
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　４
月
14
、
16
日
、
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
潟
県
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
で
道
の
駅

が
防
災
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
避
難
場
所
や
自
衛

隊
等
の
前
線
基
地
と
し
て
防
災
機
能

を
発
揮
し
た
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
熊
本
地
震
で
も
、
道
の
駅
の

駅
長
や
駅
員
さ
ん
ら
が
、
自
ら
被
災

し
な
が
ら
も
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
対
応
に
当
た
ら

れ
、
防
災
拠
点
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
道
の

駅
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　熊

本
地
震
で
は
余
震
が
続
く
中
、
被
災
地
や
周
辺

の
道
の
駅
で
、
余
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
を
恐
れ
て

車
中
泊
さ
れ
る
多
く
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
被
災
地
・
被
災
者
支
援
に
対
し
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　滋
賀
県
に
あ
る
道
の
駅
の
駅
長
は
自
ら
ワ
ゴ
ン
車

を
運
転
し
、
水
や
米
等
の
支
援
物
資
を
被
災
し
た
道

の
駅
に
届
け
、
来
客
が
減
少
し
た
道
の
駅
の
物
産
を

大
量
に
購
入
し
、
自
ら
の
駅
で
販
売
す
る
な
ど
道
の

駅
同
士
の
支
援
が
顕
著
で
し
た
。
九
州
・
沖
縄
「
道

の
駅
」
連
絡
会
に
は
、
全
国
の
道
の
駅
か
ら
災
害
支

援
金
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
に

お
応
え
す
る
た
め
道
の
駅
の
支
援
金
口
座
を
設
け
ま

し
た
。
支
援
金
は
道
の
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
復
興

の
資
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
も
、各
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
道

の
駅
」
連
絡
会
に
支
援
金
や
募
金
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
道
の
駅
を
支
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
被
災
し
た
道

の
駅
の
物
産
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
購

入
が
道
の
駅
や
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
に
つ
な
が

り
ま
す
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
地
方
を
創
生
す
る
道
の
駅
を
、
皆
様

と
共
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

　角
湯
克
典

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。７
月
31
日(

日)

必
着
。発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：ＵＲ都市機構
 http://www.ur-net.go.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

クロスワード人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　似
た
り
寄
っ
た
り

２

　フ
ー
ド
、
ド
リ
ン
ク
は
コ
レ
に
乗
せ
て
運
び
ま
す

３

　あ
ら
、
珍
し
い

４

　止
れ
！

５

　一
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

８

　⇔
不
利

９

　タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

11

　上
に
着
る

13

　み
ん
な
、
集
ま
れ
ー
！

14

　モ
ー

15

　未
成
年
は
吸
っ
ち
ゃ
ダ
メ

16

　要
す
る
に
カ
ン
パ

18

　○
○
○
煎
じ
、
ブ
ー
ム
に
乗
っ
か
っ
ち
ゃ
お
う
！

20

　観
察
日
記
の
主
役

21

　生
き
て
い
れ
ば
公
平
に
取
る
も
の
で
す

23

　「よ
ー
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
、
コ
レ
を
入
れ
る

25

　○
○
○
両
論

26

　花
火
に
た
っ
ぷ
り
使
い
ま
す

28

　○
○
色
は
紫
っ
ぽ
い
青
色
を
し
て
い
ま
す

１　いつも愛読、ありがとうございま
す
５　○○整然
６　ギリシア神話の神は地図となる
７　果汁１００パーセントのドリンク
です
10　タワーのことです
12　ピタッとクローズ
15　○○○本願、人任せ
17　団塊の世代くらいの方かな？
19　がんばれー！
22　親機がないと、使えません
24　お金持ちさん
27　将棋でいう「歩」のような存在
29　５月生まれ？の女の子
30　 東 京 は ２ ０ ２ ０ 年 の コ レ に 向
かって走り続けてる

　ウ
ル
グ
ア
イ
の
前
大
統
領
、
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
が
こ
の
４
月
12

日
に
来
日
し
、
京
都
や
広
島
を
訪
問
す
る
と
共
に
、
東
京
外
国
語
大

学
で
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　そ
の
講
演
も
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
信
条
を
率
直
に
語
る
感
動
的
な
も
の

で
し
た
。

　ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
は
、
世
界
で
最
も
貧
し
い
大
統
領
と
し
て
世

界
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
故
、
貧
し
い
の
か
。
そ
れ
は
大
統
領

と
し
て
の
給
与
の
９
割
を
貧
し
い
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
寄
付

し
、
大
統
領
公
邸
に
は
住
ま
ず
、
自
分
の
小
さ
な
農
場
で
月
に
１
０

０
０
㌦
（
10
万
円
く
ら
い
）
で
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
２
年
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」
で
し
た
。
こ
の
会
議
で
、ホ
セ
・

ム
ヒ
カ
大
統
領
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　「私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
本
当
の
危
機
と
は
、
水
不
足
と
か
環

境
の
悪
化
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
真
の
原
因
は
、
わ
た
し
た
ち

が
目
指
し
て
き
た
幸
福
の
中
身
に
あ
り
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
私
た
ち
自
身
の
生
き
方
な
の
で
す
」
と
。

　「現
代
の
人
聞
は
、
市
場
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
、
あ
く
な
き

欲
望
を
追
い
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
本
当
に
幸
せ
な
の

で
し
ょ
う
か
。
も
し
地
球
の
全
て
の
人
聞
が
、
西
洋
で
実
現
さ
れ
た

よ
う
な
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
た
ら
、
い
か
な
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
発
展
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、

幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。
幸
せ
の
根
源
は
、
こ
の
地

上
の
愛
な
の
で
す
」
と
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
大
統
領
は
ス
ピ
ー
チ
を
結
ん

だ
の
で
す
。

　本
書
は
、
そ
の
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
ま
す
。
絵
本
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
書
籍
と
一
緒
に
読

め
ば
一
層
、
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
る
で
し
ょ
う
。�

�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

47 号の正解は
「ジュウテンミチノエキ」

絵本「世界で一番
貧しい大統領の
スピーチ」

くさばよしみ・編　中川学・画
汐文社

ホセ・ムヒカの言葉

佐藤美由紀
双葉社

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢＣ
順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念
品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②郵便番号・
住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った
記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075 東京都千代田
区三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。７月 31 日 ( 日 ) 必着。
発送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以外の目
的には使用しません。

　
危
機
の
原
因
は
私
た
ち
の
中
に
あ
る

★
新
た
な
団
地
の
魅
力
を
提
案
す
る

本
『
団
地
を
楽
し
む
教
科
書

　
暮
ら

し
と
。』
を
10
人
に
。

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
新
た
な
視
点
の

住
宅
を
提
案
す
る
東
京
Ｒ
不
動
産
と

共
同
編
集
・
制
作
し
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
書
籍
化
。
グ
リ

ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
地
ラ
イ

フ
7
風
景
を
写
真
中
心
に
描
い
て

い
る
。

提供：（株）クエスト
 

★
プ
ロ
の
味
を
手
軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然
だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・
保
存
料
無
添
加
で
、

鹿
児
島
か
つ
お
節
、
羅
臼
昆
布
、
大

分
椎
茸
な
ど
国
産
素
材
６
種
原
料
か

ら
直
接
抽
出
し
、
ホ
テ
ル
や
病
院
の

料
理
人
も
愛
用
す
る
。

アグリパーク竜王
寺田哲也駅長

　平成 8 年に体験交流型農業公園とし

滋賀県竜王町山之上 6526
国道 477 号　TEL.0748-57-1311

て開園し、昨年道の駅として登録されました。い
ちご、さくらんぼ、ぶどう、梨といった季節ご
との果樹狩りを楽しんで頂ける他、近江牛のバー
ベキューや地元果樹を使ったジェラートが好評で
す。今年「重点道の駅」としても認定されました。

てっくいランド大成
高橋貞光駅長

　奇岩が立ち並び夕日の美しい日本海

北海道せたな町大成区平浜 375
国道 229 号　TEL.01398-4-6561

に面しており、目の前が海水浴場。夏は駐車場で
水着に着替え、駅に備えたコインシャワーを利用
するお客様でにぎわいます。「てっくい」はヒラ
メのこと。海産物の加工品も販売しています。大
成の見所は常駐の観光案内人にご相談ください。

季楽里あさひ
堀江隆夫駅長

　千葉県九十九里浜の北東部、農業・水

千葉県旭市イの 5238
市道旭１級 59号線　TEL.0479-62-0888

産業が盛んな地域に位置し、新鮮な魚をはじめ四
季の野菜・花のお買い物と、バイキングレストラ
ンでの食事が楽しめます。また、畜産も盛んな地
域ですので、春・夏は手ぶらで来訪されても、す
べて地元食材のＢＢＱを味わえます。
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公共施設の面目躍如
　熊
本
地
震
で
は
被
災
地
周
辺
の
道
の
駅
も
少
な
か
ら
ぬ
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
駅
自
体
も

混
乱
し
た
が
、
安
全
で
頼
れ
る
と
こ
ろ
と
、
続
々
集
ま
る
被
災
者
ら
の
姿
に
奮
起
。
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
教
訓
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
が
食
料
や
飲
み
水
、
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
な
ど
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
存
分
に
防
災
機
能
を
発
揮
し

た
。
一
方
で
、
観
光
客
が
激
減
す
る
な
ど
打
撃
は
広
が
っ
て
お
り
、
復
旧
復
興
、
地
域
の
再

活
性
化
は
課
題
が
山
積
。
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
の
奮
闘
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
道

の
駅
同
士
の
支
援
・
連
携
を
お
伝
え
す
る
。

従
業
員
の
自
宅
も
被
災

　九
州
自
動
車
道
熊
本
Ｉ
Ｃ
か
ら

東
へ
13
㌔
ほ
ど
に
あ
る
熊
本
県
大

津
町
の
道
の
駅
「
大
津
」。
4
月

16
日
深
夜
、
震
度
７
の
「
本
震
」

不
通
で
出
勤
で
き
ず
、
数
日
は
店

内
の
片
付
け
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。　町

の
避
難
所
は
近
く
に
開
設
さ

れ
た
も
の
の
、
余
震
を
恐
れ
て
車

中
泊
す
る
避
難
者
が
続
々
と
集
ま

食
事
1000
食
を
提
供

駐
車
場
解
放
、
簡
易
ト
イ
レ
設
置

り
、
１
０
０
台
収
容
の
駐
車
場
は

連
日
満
杯
。
断
水
し
て
い
る
の
に

ト
イ
レ
は
次
々
に
使
わ
れ
て
後
始

末
も
追
い
つ
か
な
い
。
ス
タ
ッ
フ

が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
と
知
っ
た

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
か

ら
18
日
夜
、
簡
易
ト
イ
レ
６
基
が

届
き
、
一
息
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
翌
19
日
昼
、
何
と
か
断
水
が

解
除
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
使

え
る
と
分
か
っ
て
営
業
を
再
開
で

き
た
。
満
足
な
食
事
も
摂
れ
な
い

で
い
る
被
災
者
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
放
。
肉
野
菜
炒
め
を
載
せ
た
温

か
い
ご
飯
に
豚
汁
の
セ
ッ
ト
を
１

た
と
き
は
お
互
い
様
の
社
風
が
根

付
い
て
い
る
の
で
す
。
前
日
も
被

害
が
多
か
っ
た
熊
本
市
内
の
市
場

に
グ
ル
ー
プ
で
炊
き
出
し
を
し
ま

し
た
」
と
い
う
。

豚
汁
２
０
０
人
分

　農
産
物
生
産
者
の
清
田
勝
雄
さ

ん
の
紹
介
で
、
福
岡
市
内
で
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
株
式
会

社
ス
マ
ー
ト
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

佐
藤
貴
志
男
取
締
役
（
44
）
ら
８

社
12
人
か
ら
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
１

３
０
枚
、
飲
料
水
２
㍑
ボ
ト
ル
２

０
０
０
本
、
離
乳
食
、
お
む
つ
な

ど
の
支
援
品
が
配
ら
れ
、
同
日
夕

に
は
豚
汁
２
０
０
人
分
も
ふ
る
ま

わ
れ
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
「
代
表
取
締
役
を

し
て
い
る
妻
が
福
島
出
身
で
、
東

日
本
大
震
災
で
多
く
の
友
人
が
被

災
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
度
は
何

と
か
力
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

大好評だった炊き出し（道の駅 ｢大津 ｣で）

地震発生以降、駐車場は昼夜を問わずほぼ満車（道の駅 ｢大津 ｣で）

支援物資の配布を待つ被災者たち（道の駅 ｢大津 ｣で）

２

で
主
要
施
設
の
物
産
館
は
棚
が
軒

並
み
倒
れ
て
壊
れ
、
瓶
類
な
ど
商

品
が
散
乱
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
一

部
建
物
も
損
壊
し
た
。
停
電
、
断

水
の
う
え
15
人
の
従
業
員
も
半
数

が
自
宅
が
被
災
し
、
周
辺
道
路
の

０
０
０
食
も
無
料
で
炊
き
出
し
し

て
大
喜
び
さ
れ
、
公
共
施
設
と
し

て
の
面
目
を
保
て
た
。

　上
野
賢
一
駅
長
（
56
）
は
「
私

は
一
刻
も
早
く
平
常
営
業
し
震
災

被
害
や
減
収
を
取
り
戻
さ
な
け
れ

ば
と
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

出
店
い
た
だ
い
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
の
責
任
者
か
ら
、『
ま
ず
は
避

難
者
へ
の
炊
き
出
し
を
し
ま
し
ょ

う
』
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ
と
気
づ
い

た
の
で
す
。
野
菜
類
の
出
品
農
家

さ
ん
ら
か
ら
も
『
販
売
で
き
な
い

状
態
な
の
で
、
被
災
者
の
人
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
次
々
に
協
力
申
し
出
が
あ
り
、

皆
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　特
産
の
「
あ
か
牛
」
料
理
が
看

板
の
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
か
よ

か
」
の
松
浦
健
店
長
（
30
）
も
「
数

年
前
に
グ
ル
ー
プ
の
店
が
水
害
で

被
災
し
た
際
、
い
ろ
い
ろ
支
援
を

受
け
て
再
開
で
き
て
以
来
、
困
っ

道の駅「大津」

さくらの郷
山崎友子駅長

　「合戦場のしだれ桜」や国指定天然記

福島県二本松市東新殿平石田 12-2
国道 349 号　TEL.0243-68-4770

念物「杉沢の大杉」など多くの名木、観光資源に
恵まれた駅です。笑顔でのおもてなしをモットー
に、食堂では新鮮地野菜中心の手作りメニューを
味わっていただきます。手打ちうどんや天ざるそ
ば、週末限定の石窯焼きピザは絶品です。

あさひかわ
西川将人駅長

　ご当地グルメや旭川ラーメンなど旭

北海道旭川市神楽４条 6-1-12
国道 237 号　TEL.0166-61-2283

川の食を満喫できるフードコートやパン工房、北
北海道の名産品を揃えたショップがあり、食事や
休憩、お土産の購入、大展示場でのイベントなど
年間80万人が訪れる道の駅です。ＪＲ旭川駅の
南側、北海道の中心部にあり観光にも便利です。

フレッシュあさご
池野雅視駅長

　兵庫県の中心部、但馬地域の玄関口に

兵庫県朝来市岩津 96
国道 312 号　TEL.079-670-4120

あり、国道経由とともに播但連絡道のサービスエ
リアも兼ねている道の駅です。8㍍の天井とガラ
ス張りの店内では、特産の「岩津ねぎ」やその加
工品が人気です。「生野銀山」や雲海で人気の「竹
田城跡」まで15分の便利さです。
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ネットワークで連携

東京・神田の復興支援市でも応援役を務める
の道の駅「せせらぎの里こうら」平田駅長

震災後も外国人観光客の案内、相談を続けてきた道の駅「阿蘇」

きたかわべ
大橋良一駅長

　首都圏のオアシス渡良瀬遊水地に面し、

埼玉県加須市小野袋 1737
主要地方道佐野・古河線　TEL.0280-61-2299

四季折々のコントラストを描き出す大パノラマが
皆様をお迎えします。レンタル自転車などスポーツ・
レクリエーションも楽しんでください。肥沃な大地
の生み出す農産物や自慢のコシヒカリを直販し、絶
品手打ちそばが農村レストランの人気です。

龍神
久保正博店長

　日本三美人の湯「龍神温泉」や清流日

和歌山県田辺市龍神村龍神 170-3
国道 371 号　TEL.0739-79-0567

高川が近く、山と川に囲まれています。地域の木
材をふんだんに使った施設は、樹齢350年以上と
いわれる栂（ツガ）の大柱がシンボルです。地域
的に野菜類はありませんが、まな板や寿司型、丸
木椅子など木工品を中心に販売しております。

ふたつい
秋林菜穂子事務局長

　桜や紅葉の名所きみまち阪県立自然

秋田県能代市二ツ井町小繋中島 109-10
国道７号　TEL.0185-73-5075

公園に隣接し、世界自然遺産白神山地の入り口と
して道路情報や観光情報などを提供します。年間
多彩なイベントを繰り広げ、地元の農産物や山菜、
加工品等を販売中。物産館のレストランでは地鶏
を使用した「きみまち鍋」が好評です。

滋賀「せせらぎの里こうら」駅長

道の駅「あそ望の郷くぎの」道の駅「旭志」

道の駅「阿蘇」

　道
の
駅
「
大
津
」
に
平
田
泰
浩

さ
ん
（
40
）
が
車
で
姿
を
見
せ
た

の
は
震
度
７
の
前
震
か
ら
１
週
間

も
経
た
な
い
４
月
22
日
だ
っ
た
。

平
田
さ
ん
は
、
は
る
か
遠
い
滋
賀

県
甲
良
町
に
あ
る
道
の
駅
「
せ
せ

ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
」
の
駅
長
だ
。

米
３
０
０
㌔
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、水
、

オ
ム
ツ
な
ど
を
マ
イ
カ
ー
で
運
ん

で
き
て
く
れ
た
の
だ
。

　震
源
地
の
益
城
町
に
中
学
時
代

ま
で
暮
ら
し
、
実
家
に
は
今
も
93

歳
の
祖
母
が
住
む
。
そ
の
実
家
が

崩
壊
し
、
祖
母
は
何
と
か
親
戚
の

家
に
逃
れ
た
。
２
年
前
ま
で
大
分

県
竹
田
市
の
道
の
駅
「
竹
田
」
で

14
年
間
店
長
を
勤
め
た
縁
を
頼
り

に
、
ふ
る
さ
と
再
生
に
で
き
る
限

り
尽
力
し
た
い
と
大
分
、
熊
本
、

滋
賀
、
福
島
県
内
の
道
の
駅
仲
間

　大
規
模
土
砂
崩
れ
が
近
く
で
起
き
た
南
阿
蘇
村
の
道
の

駅
「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」
も
観
光
客
は
激
減
し
た
が
、

広
い
敷
地
が
あ
る
た
め
避
難
者
が
大
勢
集
ま
り
、
３
０
０

台
収
容
の
駐
車
場
は
終
日
空
き
も
な
い
状
態
で
、
自
衛
隊

の
救
援
部
隊
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　停
電
や
断
水
被
害
は
あ
っ
た
が
、
敷
地
内
に
毎
分
２
㌧

も
の
お
い
し
い
湧
き
水
が
あ
る
。
指
定
管
理
者
が
温
泉
宿

泊
施
設
や
そ
ば
道
場
、
あ
か
牛
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
経
営

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
村
が
す
ぐ
発
電
機
も
用
意
し
て

く
れ
た
た
め
、
16
日
か
ら
1
週
間
に
渡
り
７
４
０
０
食
も

の
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

　隣
接
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
チ
ェ
ー
ン
の
モ
ン
ベ
ル
南

阿
蘇
店
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で
も
手

が
け
た
支
援
活
動
に
参
加
。
被
災
直
後
か
ら
50
張
り
の
大

小
テ
ン
ト
を
駅
敷
地
内
に
設
け
た
ほ
か
、
無
料
貸
し
出
し

に
も
応
じ
て
お
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
充
実
し
た
支
援
が

展
開
で
き
た
。

　「非
常
時
だ
か
ら
夢
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
を
大
切

に
し
て
暮
ら
す
地
域
の
人
々
、
魅
せ
ら
れ
て
訪
れ
て
く
だ
さ

る
方
々
が
心
か
ら
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
得
る
も
の
感
じ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
山
部
武
志
支
配
人
。

　大
津
町
の
隣
り
、
菊
池
市
に
あ
る
道
の
駅
「
旭
志
」
で

も
炊
き
出
し
は
行
わ
れ
た
。
本
震
の
際
に
物
産
館
内
の
商

品
類
が
散
乱
す
る
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
停
電
と
断

水
・
濁
り
水
も
あ
っ
て
ま
る
２
日
間
閉
店
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
17
日
に
は
、
柔
ら
か
く
風
味
が
よ
い
特
産
ブ
ラ

ン
ド
の
「
旭
志
牛
」
３
０
０
㌔
分
の
焼
き
肉
を
避
難
者
ら

に
ふ
る
ま
っ
た
。

　梅
本
和
宏
支
配
人
も
「
停
電
が
解
消
し
て
も
水
の
出
が

悪
く
、
出
て
も
濁
っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た
が
、
こ
う
い

う
と
き
こ
そ
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
で
お
役
に
立
ち

た
い
と
頑
張
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
満
足
な
も
の
は

食
べ
て
な
い
の
で
本
当
に
あ
り
が
た
い
、
と
喜
ば
れ
た
の

が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
。

　と
は
い
え
、
繁
忙
期
の
Ｇ
Ｗ
期
間
中
も
利
用
客
が
激
減

し
た
道
の
駅
の
責
任
者
た
ち
は
、
こ
ん
な
状
態
が
続
い
た

ら
大
変
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
阿
蘇
大
橋
崩
壊
な
ど
主

要
観
光
拠
点
の
阿
蘇
山
周
辺
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
道
の
駅

「
大
津
」「
阿
蘇
」「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」
な
ど
を
含
む

旅
館
、
飲
食
店
、
売
店
な
ど
観
光
関
連
施
設
は
、
い
つ
も

な
ら
最
繁
忙
期
の
Ｇ
Ｗ
も
4
分
の
1
か
ら
多
く
て
も
半
分

程
度
の
立
ち
寄
り
客
し
か
な
い
。

　「阿
蘇
」
も
本
震
で
店
内
が
メ

チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
り
、
停
電
と
断

水
で
20
日
ま
で
営
業
で
き
ず
に
い

た
。
14
日
の
前
震
で
は
大
き
な
被

害
が
な
く
、
店
内
の
食
料
、
飲
料

類
は
益
城
町
救
援
に
運
ん
で
い
た

の
が
多
少
の
慰
め
だ
っ
た
。
下
城

卓
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
平
田
さ

ん
の
救
援
物
資
も
沖
縄
の
道
の
駅

「
ぎ
の
ざ
」
か
ら
の
飲
み
水
な
ど

も
、
近
く
の
総
合
病
院
と
小
学
校

に
集
中
し
て
い
る
避
難
者
に
届
け

た
。　下

城
さ
ん
は
「
観
光
客
を
中
心

に
呼
び
か
け
「
竹
田
」
に
送
っ
て

も
ら
っ
た
救
援
物
資
を
運
ん
だ
。

　そ
れ
ま
で
数
日
間
は
益
城
町
の

避
難
所
支
援
に
奔
走
し
た
が
、
そ

の
日
は
阿
蘇
市
内
の
道
の
駅
「
阿

蘇
」
に
も
救
援
物
資
を
届
け
た
。

　平
田
さ
ん
は
５
月
以
降「
大
津
」

を
は
じ
め
熊
本
、
大
分
県
内
道
の

駅
の
人
気
商
品
を
自
分
の
「
こ
う

ら
」
に
送
っ
て
も
ら
い
販
売
。
同

時
に
、
滋
賀
県
内
４
カ
所
の
道
の

駅
や
Ｊ
Ａ
と
勤
務
先
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
本
社
が
あ
る
東
京･

神
田
の
超
高
層
ビ
ル
で
、
熊
本
地

震
復
興
支
援
市
も
開
催
し
た
。
危

機
感
か
ら
、
道
の
駅
の
連
携
に
よ

っ
て
支
援
の
輪
を
広
げ
活
路
を
開

け
な
い
か
、
と
い
う
期
待
に
か
け

て
い
る
。

に
年
間
約
１
７
０
万
人
も
の
利

用
が
あ
る
道
の
駅
と
し
て
観
光･

道
路
交
通
情
報
の
発
信
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
営
業
再
開
後
も

観
光
客
は
半
減
以
下
で
す
が
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
発
信
強
化
で
ア
ク
セ
ス
が
大
幅

に
増
え
ま
し
た
。
阿
蘇
は
国
際
的

な
観
光
地
な
の
で
、
う
ち
の
案
内

所
は
米
、
仏
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ

常
駐
が
看
板
で
す
が
、
案
内
所
も

ど
う
に
か
続
け
ら
れ
、
外
国
人
観

光
客
に
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

ふ
る
さ
と
再
生
に
尽
力

充
実
の
防
災
拠
点
に

外
国
人
観
光
客
を
案
内

３
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◆お便り募集

☆
熊
本
へ
行
き
た
い

　道
の
駅
は
人
々
が
交
流
で
き
る

場
で
あ
り
、
情
報
発
信
基
地
で
あ

り
、
災
害
時
に
は
多
く
の
方
々
が

避
難
で
き
る
拠
点
で
も
あ
り
ま

す
。
阿
蘇
や
湯
布
院
等
私
も
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
所
が
被
災
し
、
と

て
も
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
久
し
ぶ

り
に
道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
た
い
、

ぜ
ひ
ま
た
九
州
へ
行
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
石
川
県
能
美
市

　パ
ン
製

造
業
女
性
・
64
歳
）

☆
熊
本
に
観
光
客
を

　熊
本
が
震
災
に
あ
い
、
悲
し
い

で
す
。
み
ん
な
大
変
で
す
。
道
の

駅
な
ど
が
防
災
拠
点
に
な
る
こ

と
、
歓
迎
し
ま
す
。「
ル
ー
ト
プ

レ
ス
」
も
熊
本
地
震
の
特
集
を
し

て
、
観
光
客
を
増
や
す
よ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
し
て
く
だ
さ
い
。（
熊

本
市

　会
社
員
男
性
・
52
歳
）

☆
ま
さ
に
一
期
一
会

　

｢

一
期
一
会｣

が
私
の
好
き
な

言
葉
で
す
が
、
近
く
の
道
の
駅｢

こ
も
ち｣

で
先
日
出
会
っ
た
年

配
の
ご
婦
人
は
ま
さ
に
、
こ
の
言

葉
通
り
の
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

え
る
方
で
し
た
。
私
の
妻
が
ト
イ

レ
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
落
と
し
て
し

ま
い
、
私
が
探
し
に
行
く
わ
け
に

も
い
か
ず
お
ろ
お
ろ
し
て
い
た
と

き
、｢

私
が
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う

｣

と
見
ず
知
ら
ず
の
私
た
ち
を
助

け
て
く
だ
さ
り
見
つ
け
ら
れ
た
の

で
す
。
お
名
前
も
う
か
が
わ
ず
に

別
れ
て
し
ま
い
失
礼
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。(

群
馬
県
渋
川
市

　公
務
員

男
性
・
44
歳)

☆
嬉
し
い
ふ
れ
あ
い

　昨
年
秋
田
県
内
の
道
の
駅
め
ぐ

り
を
し
た
際
、｢

天
王｣

の
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
秋
田
県
道
の
駅
マ
ッ
プ

に
マ
ー
カ
ー
を
入
れ
な
が
ら
丁
寧

に
ル
ー
ト
案
内
を
し
て
く
だ
さ

り
、
効
率
よ
く
回
る
こ
と
が
で
き

て
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
も
あ
ち
こ
ち
の
道
の
駅

で
、
忘
れ
物
を
送
っ
て
く
れ
た
、

次
に
訪
れ
た
と
き
顔
を
覚
え
て
い

て
く
れ
た
、
特
産
品
の
味
見
を
さ

せ
て
く
れ
た
…
な
ど
い
ろ
い
ろ
ふ

れ
あ
い
の
思
い
出
が
あ
り
、
道
の

駅
め
ぐ
り
は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
各
ペ
ー
ジ
の

駅
長
さ
ん
紹
介
、
役
立
っ
て
い
ま

す
よ
。（
岩
手
県
久
慈
市

　主
婦
・

74
歳)

☆
親
切
案
内
に
感
謝

　Ｇ
Ｗ
の
お
出
か
け
中
、
会
津
、

新
潟
へ
足
を
伸
ば
し
て
帰
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
間
違
っ
て
関
越

ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
群
馬
県
に

入
っ
て
し
ま
い
、あ
わ
て
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
の
駅｢

昭
和
村｣

の
駅
長
さ
ん
が
親
切
に
道
を
教
え

て
く
れ
、無
事
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。（
福
島
県
相
馬
市

　主
婦
・
55
歳
）

☆
道
の
駅
で
食
学
習

　道
の
駅
で
新
鮮
な
野
菜
や
食
べ

物
を
買
う
こ
と
が
妻
の
趣
味
で
す

の
で
、
週
末
は
家
族
で
あ
ち
こ
ち

道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

行
く
こ
と
も
な
く
道
の
駅
ば
か
り

で
つ
ま
ら
な
い
、
と
言
っ
て
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
食
べ
物
に

く
わ
し
く
、
食
通
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）。
い
い
社
会
勉
強
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。（
愛
知
県
日
進

市

　公
務
員
男
性
・
47
歳
）

☆
大
勢
の
生
き
が
い

　47
号
の
特
集
『
道
の
駅
が
高
齢

者
の
生
き
が
い
に
』
を
読
み
ま
し

た
。小
さ
な
子
を
持
つ
親
と
し
て
、

口
に
入
れ
る
食
べ
物
に
は
い
つ
も

気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
に

は
安
心
の
で
き
る
新
鮮
な
野
菜
が

た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
買
い
手
だ
け
で
な
く
、
売

り
手
に
も
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

る
と
知
り
、
ま
す
ま
す
道
の
駅
が

大
切
な
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

（
静
岡
県
富
士
市

　
　主
婦
・
28

歳
）

☆
地
域
に
良
い
循
環

　自
分
に
と
っ
て
道
の
駅
は
こ
れ

ま
で
、
長
い
旅
の
途
中
の
寄
り
道

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、『
道
の
駅
が
高
齢
者

の
生
き
が
い
』の
記
事
を
読
ん
で
、

道
の
駅
が
地
域
に
と
っ
て
多
大
な

「
良
い
循
環
」
を
も
た
ら
し
て
い

る
ん
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。「
重

点
道
の
駅
」
38
カ
所
が
選
定
さ
れ

た
そ
う
で
す
が
、
日
本
に
は
様
々

な
形
の
道
の
駅
が
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
も
っ
と

増
や
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。（
京

都
市

　ア
ル
バ
イ
ト
男
性
・
23
歳
）

☆
命
は
１
反
の
田
！

　13
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
の
中
で
農

地
保
全
」
の
記
事
に
、「
自
分
は

1
反
の
田
ん
ぼ
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
」「
自
分
の
命
は
1
反

の
田
ん
ぼ
と
直
結
し
て
い
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
通
り
だ
と
共
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
、
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。「
道
」
と
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
記
事
、
読
み
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
願
い
し

ま
す
。（
千
葉
県
習
志
野
市

　会

社
員
男
性
・
38
歳
）

☆
農
地
を
守
る
意
義

　祖
父
の
作
っ
た
田
ん
ぼ
を
、
そ

の
後
、
親
戚
の
人
が
継
い
で
耕
し

て
い
ま
す
。
私
は
食
べ
歩
き
が
好

き
な
だ
け
で
す
が
、「
命
は
１
反

の
田
ん
ぼ
と
直
結
」
の
記
事
を
読

み
、
私
た
ち
は
農
地
を
何
と
か

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
、
と
わ
か
り
ま
し
た
。（
岐

阜
県
関
市

　学
生
女
性
・
17
歳
）

☆
道
の
駅
の
豆
利
用
？

　今
年
は
『
国
際
マ
メ
年
』
な
の

で
、
各
地
の
道
の
駅
で
豆
を
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
、
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
調
査
し

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
興
味
深
い
で
す
。
私
も
大
豆

を
育
て
、
自
家
用
の
味
噌
も
作
っ

て
い
ま
す
。
道
の
駅
が
豆
を
ど
の

よ
う
な
商
品
に
し
て
い
る
か
、
そ

の
地
方
の
豆
の
品
種
、
特
徴
、
加

工
法
、
レ
シ
ピ
な
ど
を
発
信
し
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
日

本
中
で
、ど
れ
ほ
ど
の
豆
が
生
産
、

消
費
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　皆
さ
ん
、
米
、
豆
は
日
本

人
に
と
っ
て
最
強
の
食
糧
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
三
重
県
松
坂
市

　主
婦
・
67
歳
）

☆
桜
の
街
素
敵
で
す

　は
じ
め
て
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」

を
読
み
ま
し
た
。
家
で
読
ん
で
い

る
新
聞
と
違
い
、
地
域
に
密
着
し

た
記
事
が
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
11
ペ
ー
ジ
の
筑
波
山
周

辺
の
人
た
ち
が
長
年
桜
を
植
え
て

地
域
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
話
、

素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
商
業
施

設
が
変
え
て
い
く
街
も
良
い
の
で

す
が
、
自
然
が
変
え
て
い
く
街
は

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
し
ょ
う

ね
。（
広
島
県
福
山
市

　会
社
員

女
性
・
24
歳
）

☆
犬
と
ネ
コ
を
連
れ

　今
の
時
代
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
。犬
と
ネ
コ
を
連
れ
、車
で
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
が

な
か
っ
た
ら
、
家
で
す
っ
と
過
ご

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
命
あ
る
限

り
、
道
の
駅
め
ぐ
り
や
め
せ
ん
。

（
三
重
県
四
日
市
市

　無
職
女
性
。

64
歳
）

☆
災
害
記
憶
大
切
に

6
ペ
ー
ジ
の
「
碑
の
記
憶
」
を
読

み
、
過
去
の
災
害
に
学
ぶ
事
が
大

事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
、
5

年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
様
子
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
自
然
の
す
さ
ま

じ
い
猛
威
に
驚
き
恐
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。（
宮
崎
市

　

会
社
員
男
性
・
57
歳
）

☆
政
治
家
必
読
で
す

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
で
「
北
星

学
園
余
市
高
校
の
存
続
」
訴
え
を

読
ん
だ
た
く
さ
ん
の
読
者
が
共
感

し
応
援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
の

大
切
な
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
。

自
分
達
が
暮
ら
す
町
の
た
め
に
全

財
産
を
投
げ
打
っ
て
で
も
尽
く
す

と
い
う
「
道
の
駅
文
庫
」
で
取
り

上
げ
た
『
無
私
の
日
本
人
』
も
、

ど
こ
か
の
国
の
政
治
家
に
ぜ
ひ
読

ま
せ
た
い
。（
札
幌
市

　主
婦
・

70
歳
）
　

見
渡
せ
ば

　春カ
ス
ガ日
の
野
辺
に

　霞
カ
ス
ミ

立
ち

　咲
き
匂ニ

ホ

へ
る
は

　桜
花

か
も

　（巻
十
・
一
八
七
二
番
）

　
　ず
っ
と
見
渡
す
と
春
日
野
に
霞
が
一
面
に
立
ち
、
ほ
ん
の
り

　
　と
咲
い
て
い
る
の
は
桜
の
花
だ
ナ
ァ
。

　作
者
不
詳
だ
が
、
一
望
し
て
全
山
・
全
野
が
、
霞
と
桜
花
で
朦も

う

　
　桜
の
花
は
、
い
ま
だ
に
花
の
盛

り
を
過
ぎ
て
い
な
い
。
だ
が
、
花
を

見
る
人
の
心
が
花
に
恋
焦
れ
て
い
る

の
で
、「
今
こ
そ
散
る
絶
好
の
時
だ
」

と
、心
得
て
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　花
見
を
す
る
人
の
心
を
斟し

ん

酌し
ゃ
く
し
て

の
桜
花
を
詠
う
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

春ハ
ル

雨サ
メ

は

　甚イ
タ

く
な
降
り
そ

　桜
花

　い
ま
だ
見
な
く
に

　散
ら
ま

く
惜
し
も

　（巻
十
・
一
八
七
〇
番
）

　
　春
雨
よ
、
激
し
く
降
る
な
！
私
が
桜
の
花
を
み
な
い
で
散
る

　
　の
は
、
惜
し
く
残
念
だ
か
ら
ナ
ァ
。

　花
見
に
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
く
し
て
、〝
春
雨
〟
に
訴
え
る
歌
だ
。

　万
葉
人
の
自
然
へ
の
関
与
は
、
対
象
貫か

ん

入に
ゅ
う
で
あ
る
。
こ
の
想
い

が
、
桜
の
木
を
山
野
か
ら
自
邸
へ
移
植
し
、
時
代
と
共
に
〝
桜
愛

好
家
民
族
〟
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　特
に
為
政
者
の
参さ

ん

与よ

は
見
逃
せ

な
い
。
嵯
峨
帝
が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う
に
移
植
（
弘
仁
三
年
）。
醍
醐
帝
の
花
見
。

秀
吉
の
数
回
に
わ
た
る
花
見
。
江
戸
期
の
歴
代
将
軍
が
、
桜
を
育

成
・
保
護
し
て
〝
桜
の
名
所
づ
く
り
〟
に
努
力
し
た
結
果
、
花
見

が
春
の
風
俗
と
な
っ
た
。
更
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
登
場
だ
。

　桜
前
線
北
上
で
、〝
列
島
を
縦
断
す
る
花
見
〟
の
素
地
は
、
既

に
「
万
葉
集
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
万
葉
研
究
家
）

〝
桜
花
見
〟
風
俗
の
発
祥
は
…

朧ろ
う

と
幻
想
的
な
春
の
遠
景
美
を
詠う

た

う
。

　桜
は
自
然
自
生
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

鴬ウ
グ
ヒ
スの

　木コ

伝ヅ
タ

ふ
梅
の

　う
つ
ろ
へ
ば

　桜
の
花
の

時
か
待
た
け
む

　（巻
十
・
一
八
五
四
番
）

　
　鴬
が
枝
伝
い
し
て
い
た
梅
が
散
る
と
、
桜
の
花
が
「
自
分
の

　
　咲
く
時
だ
」
と
、
出
番
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
と

　
　も
美
し
い
開
花
だ
！

　そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
の
早
晩
と
桜
の
花
の
気き

概が
い

を
詠
う
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

桜サ
ク
ラ

花バ
ナ

　時
は
過
ぎ
ね
ど

　見
る
人
の

　恋
の
盛サ

カ

り
を

　今
し
散

る
ら
ん

　（巻
十
・
一
八
五
八
番
）

赤来高原
難波孝憲駅長

　広島県との県境に位置し、レンガ造

島根県飯南町下赤名 880-3
国道 54 号　TEL.0854-76-2007

りの洋館を思わせるおしゃれな道の駅です。天然
酵母や地元素材を使ったこだわり自家製パンが大
人気で、イートインスペースを設け、お召し上が
りできます。専属の女性スタッフが赤名湿地性植
物群落などの観光・道案内も行なっております。

ばとう
福島泰夫駅長

　那珂川沿いの小高い丘に位置し、日

栃木県那珂川町北向田181-2
国道293号　TEL.0287-9-5711

光・那須連山を一望できます。「遊びにおいでよ！
田舎が一番」をキャッチフレーズに小砂焼などの
伝統工芸品、手作りのハムやジェラートなどを販
売しています。いのしし丼、特大かきあげそば・
うどん、生クリーム大福は特におススメ。

白樺の里やまがた
栁久保チエ子駅長

　白樺林31万本の平庭高原のふもとに

岩手県久慈市山形町川井 8-12-1
国道 281 号　TEL.0194-72-3131

位置し、「珍獣ガタゴン」の巨大卵が目印。春は
山菜、秋は松茸等地元の農林産物、民芸品、木工
品等々が販売され、食ではＮＨＫ朝ドラで有名に
なった郷土食まめぶ汁や、短角牛のハンバーグ、
ほうれん草ラーメン等を味わうことが出来ます。
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　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
農
園
は
、

普
墺
戦
争
時
の
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の

飢
餓
対
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
市

民
農
園
は
都
市
住
民
の
趣
味
と
し

て
の
位
置
づ
け
し
か
な
い
。

　ド
イ
ツ
で
は
毎
年
、
各
州
で
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
展
示
会
と
し

て
ブ
ン
デ
ス
ガ
ル
テ
ン
シ
ョ
ー
が

開
か
れ
、
市
民
農
園
の
位
置
づ
け

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
東
シ
ナ

海
や
南
シ
ナ
海
の
シ
ー
レ
ー
ン
が

確
保
出
来
な
い
場
合
に
つ
い
て
、

石
油
の
問
題
だ
け
が
議
論
さ
れ
て

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
　今回は、本紙が創刊以来追求してきた「道の駅」と「防災」につい

て、再度ご意見をお伺いします。

Ｑｌ．現在、「道の駅」は道路利用者や近隣地域に対して下記のよう

な機能を備えていますが、知っていた項目の番号を全て選んで下さい。

①休憩施設機能（24 時間開場、無料駐車場／トイレ、バリアフリー等）

②道路情報（経路）及び隣接「道の駅」の情報提供

③近隣地域の観光情報提供（周辺の文化や歴史、名物を含む）

④緊急医療情報提供（近隣の医療施設紹介）

⑤災害時の避難及び復旧活動拠点

⑥地域との連携機能（地域活性化活動拠点と地域間の交流促進）

⑦地域の優れた景観を損なうことのないよう十分に配慮して設置

⑧その他利用者の利便に供する情報

Ｑ２．「Ｑｌ」の中であなたが最も重要だと思う機能は何番ですか（１

つだけ選択）

Ｑ３．「道の駅」が持つべき災害時の避難設備／機能はどれが必要と

思いますか（重要なもの３つまで）

①備蓄食料／飲料の配給②簡易宿泊設備（避難テント）

③被災情報の発信（帰路／避難交通ルート情報）

④帰宅難民車両および運転者受け入れ⑤応急処置医療品

⑥自家発電設備⑦簡易入浴設備

⑧インターネット設備⑨その他（ ）

Ｑ４．あなたは罹災を想定して車に常備している防災用品があります

か（いくつでも）

①飲料／菓子類②照明器具（懐中電灯） ③携帯電話用充電器④道路地

図帳⑤携帯型トイレ⑥携帯ガスコンロ⑦毛布等防寒具⑧カーラジオ以

外積んでいない⑨その他（ ）

Ｑ５．本紙はどこで入手されましたか。

Ｑ１：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ２：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ３：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　　　⑨（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　　　⑨（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ５：　　a ） 　　　　県　　　　b）（駅名）　　　　　　　　

フリガナ　：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

郵便番号〒：

ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は７月 31 日（日）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

外
労
働
者
無
く
し
て
農
業
は
成
立

し
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
農
業
が
労
働
集
約
型
で
あ
る

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
海
外
労
働

者
の
雇
用
は
日
本
の
農
地
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

農
地
と
労
働
力
必
要

　こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
シ

リ
ア
難
民
問
題
、
北
朝
鮮
問
題
、

シ
ナ
海
問
題
等
、
全
て
の
問
題
解

決
に
は
農
地
の
確
保
と
食
料
生
産

労
働
力
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
の

だ
。
単
に
平
和
安
全
法
反
対
を
唱

え
る
の
で
は
な
く
、
平
和
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
、
日
本
の
国

土
と
し
て
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に

楽しみやコミュニケーションを提供する空間に

テスラモーターズ　ジャパン
広報　土肥亜都子

　電
気
自
動
車
に
乗
る
よ
う
に
な
っ

て
、
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
く
な

り
、
道
の
駅
は
ぐ
っ
と
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
電
気
自
動
車
の
充

電
が
な
け
れ
ば
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う

な
町
に
も
、
道
の
駅
を
見
つ
け
る

と
、
充
電
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
て

買
い
物
し
た
り
、
食
堂
で
名
物
料
理

を
食
べ
た
り
し
て
、
予
定
外
の
感
動

や
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　私
が
乗
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ

の
テ
ス
ラ
社
製
の
モ
デ
ル
Ｓ
と
い
う

電
気
自
動
車
で
、
満
充
電
に
す
る
と

５
０
０
㌔
以
上
走
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
気
自
動
車
と
い
う
と
長
距
離

を
走
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
た
情
報

で
す
。
上
手
に
運
転
す
れ
ば
、
長
距

離
を
走
り
、
騒
音
や
震
動
が
な
く
、

自
動
運
転
機
能
も
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
実
は
長
距
離
運
転
に
向
い
て
い

る
ク
ル
マ
な
の
で
す
。

　電
気
自
動
車
で
の
旅
は
、
電
車
＋

レ
ン
タ
カ
ー
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
と
い

う
、
荷
物
を
持
っ
て
色
ん
な
こ
と
に

並
ん
だ
り
、
乗
り
降
り
し
た
り
と
い

う
旅
の
面
倒
や
、
高
い
ガ
ソ
リ
ン

代
へ
の
不
快
感
か
ら
、
一
気
に
解

放
し
て
く
れ
ま
す
。
道
の
駅
へ
の

寄
り
道
と
い
う
新
し
い
楽
し
み
を

教
え
て
く
れ
た
の
も
電
気
自
動
車

で
す
。
道
の
駅
が
な
か
っ
た
ら
、

電
気
自
動
車
の
旅
が
こ
ん
な
に
楽

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、〝
個
人
〟
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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器
が
積
極
的
に
設
置
さ
れ
、
道
の

駅
が
「
立
ち
寄
る
場
所
」
の
利
便

性
だ
け
で
な
く
「
時
間
を
過
ご
す

場
所
」
と
し
て
の
楽
し
み
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く

れ
る
空
間
に
な
っ
て
い
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

す
る
の
か
の
議
論
は
避
け
て
通
れ

な
い
。

　安
く
て
美
味
し
い
食
糧
を
海
外

か
ら
買
え
る
時
は
良
い
が
、
い
つ

ま
で
も
買
え
る
状
況
が
続
く
と
は

限
ら
な
い
。
徳
川
幕
府
が
３
０
０

年
間
持
続
し
た
の
は
２
５
０
万
町

歩
の
農
地
と
２
５
０
０
万
人
の
日

本
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　農
業
問
題
を
食
糧
と
い
う
商
品

と
し
て
見
て
い
る
日
本
人
。
農
地

を
国
土
と
し
て
見
て
、
日
本
人
の

生
命
と
の
関
係
性
を
認
識
で
き
る

よ
う
な
意
識
転
換
を
し
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
。

農
地
は
日
本
人
の
命
に
関
係

い
る
が
、
第
２
次
大
戦
時
の
ロ
ン

ド
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
で

食
糧
船
が
撃
沈
さ
れ
、
一
時
は
餓

死
寸
前
で
あ
っ
た
と
い
う
。
経
済

封
鎖
は
島
国
を
対
象
に
し
た
戦
略

と
し
て
は
非
常
に
有
効
な
の
だ
。

　難
民
問
題
も
単
に
難
民
の
食
糧

問
題
で
は
無
い
。
日
本
の
少
子
高

齢
化
問
題
は
第
１
次
産
業
の
労
働

力
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
既
に
一

部
の
地
域
で
は
研
修
生
と
い
う
名

の
海
外
労
働
者
が
多
く
働
い
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
り
、
欧
米
で
は
海

！

大山恵みの里
橋田博彰マネージャー

　山陰の霊峰大山（だいせん）のふもと、

鳥取県大山町名和 951-6
山陰道名和ＩＣ隣接　TEL.0859-54-6030

大山町の海側中心部に位置します。「大山の食の
恵み」の発信基地として、売店・食堂とも地産品
にこだわった品揃えです。朝採れ新鮮野菜やご当
地定食、オリジナルバーガー、紅茶ソフトなど、
ここだけの味をお楽しみください。

土佐さめうら
和田啓士駅長

　四国の水瓶「早明浦ダム」近くの里

高知県土佐町田井 448-2
国道 439 号　TEL.0887-82-1680

山に囲まれた道の駅です。人気お土産は地蜂のハ
チミツ、棚田米、地酒桂月。毎年５月「新緑の市」、
11 月「紅葉の市」で地場産品を特売し、現在は「手
ぶらでバーベキュー」を開催中で、土佐あかうし
メニューも好評です。

きらら 289
森幸祐駅長

　尾瀬国立公園隣接地域で、駅内に大

福島県南会津町山口橋尻１
国道 289 号　TEL.0241-71-1289

浴場、サウナ、ジャグジー、気泡浴、源泉風呂、
露天風呂などを備えています。直売所では、糖度
たっぷりで有名な「南郷トマト」など地野菜のほ
か、南郷トマトのドレッシングやジュース、ドラ
イカレーなどの加工品も取り揃えています。

し
く
思
え
な

か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。　電

気
自
動

車
の
普
及
に

伴
い
、
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
増
え

ま
す
。
全
国

の
道
の
駅

で
、
電
気
自

動
車
の
充
電
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わきのさわ
酒井一雄駅長

　下北半島国定公園内にあって鯛島、

青森県むつ市脇野沢七引 201-5
国道 338 号（海峡ライン） TEL.0175-44-3252

仏ヶ浦、恐山、大間崎などの景勝地が近く、隣接
する「野猿公苑」で北限のニホンザルも見学でき
ます。食堂では特産品の焼き干しイワシを使用し
たラーメンが人気。ガラス玉細工の体験メニュー
もあり、憩いの場として親しまれています。

オアシスなんもく
今井英夫駅長

　清流南牧川沿いにあり、美しい自然にか

群馬県南牧村千原 3-1
主要地方道下仁田上野線　TEL.0274-87-3350

こまれた道の駅です。夏になると南牧川は、川遊び
を楽しむ多くの観光客で賑わいます。南牧村で多く
みられる石垣造りの段々畑で育った新鮮農産物や加
工品を販売しておりますが、すべて生産者の名前が
記載され、県外の皆様からも信頼できると好評です。

ゆうひパーク三隅
石田孝之駅長

　島根県で４番目に開業した駅。日本

島根県浜田市三隅町折居 220-1
国道 9 号　TEL.0855-322880

海を一望できるレストランがあり、名の通り夕日
の美しさは格別です。日本海沿いを走る山陰本線
が広場から眺められ、絶好のカメラポイントとし
て撮鉄ファンが多く訪れています。イカ飯がおス
スメで、地酒や地元銘菓も取り揃えております。

グランパワーヒノクニ

道の駅「くにさき」道の駅「きくすい」

「空の駅」も連携

　全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る

熊
本
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
に
は

人
気
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」

が
で
き
る
限
り
駆
け
つ
け
て
い

る
が
、
大
津
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
演
じ
る
ご
当
地
ヒ

ー
ロ
ー
「
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー
ヒ
ノ

ク
ニ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

活
躍
。「
頑
張
ろ
う
、
熊
本
！
」

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　必
殺
技
で
悪
を
退
治
す
る
ほ

か
、
集
ま
っ
て
く
る
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
勝

者
に
、
地
元
支
援
企
業
提
供
の

手
づ
く
り
ス
ウ
ィ
ー
ツ
を
賞
品

に
与
え
た
り
し
て
拍
手
、
喝
采

を
浴
び
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
３

人
の
う
ち
ヒ
ロ
イ
ン
役
が
、
道

の
駅「
大
津
」の
野
菜
出
品
農
家
、

大
村
礼
美
さ
ん
（
39
）
だ
。

　

｢

町
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

な
ら
な
く
て
は
と
、
10
年
以
上

前
か
ら
消
防
団
仲
間
ら
10
人
ほ

ど
が
中
心
に
な
っ
て
手
づ
く
り

の
衣
装
や
道
具
で
各
地
を
巡
回

し
て
き
ま
し
た
。
今
は
む
し
ろ
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
皆
が
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
よ｣

と
、
活

動
に
意
欲
を
強
め
て
い
る
。

　阿
蘇
か
ら
は
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
分
県
国
東
市
の

道
の
駅
「
く
に
さ
き
」
も
か
な
り
被
害
の
出
た
由
布
院
へ

の
観
光
客
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
あ
お
り
を
受
け
、
大
型

連
休
は
例
年
の
３
分
の
１
。
駅
内
に
事
務
所
が
あ
る
同
市

観
光
課
の
中
野
浄
昭
さ
ん
は
「
市
内
20
カ
所
の
ホ
テ
ル
、

旅
館
で
す
で
に
団
体
客
も
含
め
３
０
０
人
以
上
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
り
、
市
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
す
」

と
嘆
く
。

　観
光
へ
の
悪
影
響
が
九
州
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
各
県
に
よ
る
集
計
で
は
５
月
初
旬
ま
で
に
修
学
旅
行
客

な
ど
60
～
70
万
人
も
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　観
光
客
減
の
こ
ん
な
状
態
が
当
分
続
く
と
経
営
基
盤
が

揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
危
機
感
の
広
が
り
を
受
け
て

先
ご
ろ
、
九
州
の
自
治
体
、
観
光
業
界
で
組
織
す
る
九
州

観
光
推
進
機
構
は
、
国
の
強
力
な
支
援
策
を
菅
官
房
長
官

に
要
望
し
た
。

　玉
名
市
と
山
鹿
市
の
間
、
和
水
（
な
ご
み
）
町
に
あ
る

道
の
駅
「
き
く
す
い
」
で
は
、
菊
水
ロ
マ
ン
館
の
温
泉
施

設
を
、
家
が
壊
れ
た
り
車
中
泊
の
被
災
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
に
無
料
開
放
し
「
家
が
壊
れ
て
帰
る
所
が
な
い
。
怖

か
っ
た
が
や
っ
と
落
ち
着
け
た
。
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、

と
て
も
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
た
。

　市
原
光
館
長
ら
ス
タ
ッ
フ
は
、
手
書
き
の
道
路
情
報
地

図
を
作
っ
て
掲
示
し
た
り
配
布
す
る
な
ど
、
道
路
の
被
災

状
況
な
ど
を
情
報
発
信
。
敷
地
内
に
は
湧
き
水
も
出
て
い

　日
本
を
代
表
す
る
国
際
空
港
・
成
田
。
千
葉
県

成
田
市
の
地
元
は
成
田
空
港
を
「
空
の
駅
」
と
自

称
す
る
。
そ
の
成
田
市
か
ら
熊
本
県
内
の
「
道
の

駅
」
に
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。
震
源
地
の
益

城
町
に
は
熊
本
空
港
が
あ
り
、
成
田
空
港
か
ら
格

安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
が
就
航
し
て
い
る
。

　「道
の
駅
」「
空
の
駅
」
同
士
、
空
路
が
取
り
持

つ
縁
で
、
成
田
市
が
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
と
連
携
し
て
、
５
０
０
㍉
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ア
ル
フ
ァ
米
、
寝
袋
・
エ
ア
マ
ッ
ト
な
ど
総
計
約

８
０
０
０
人
分
を
送
っ
た
の
だ
。

　成
田
市
を
中
心
と
す
る
「
空
港
の
あ
る
地
域
連

絡
協
議
会
」
の
事
務
局
か
ら
、
同
会
員
の
熊
本
阿

蘇
空
港
「
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
の
鮎
川
高
明
特

販
企
画
部
長
に
、
支
援
物
資
受
け
入
れ
の
打
診
が

あ
っ
た
。
鮎
川
さ
ん
は
、
被
災
市
町
村
で
の
直
接

受
け
入
れ
は
困
難
と
判
断
。

　か
つ
て
九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
向
上
会
議
議

長
を
務
め
て
い
た
関
係
で
、
九
州
・
沖
縄
「
道
の

駅
」
連
絡
会
に
「
道
の
駅
か
ら
被
災
者
へ
の
支
援

物
資
提
供
が
で
き
な
い
か
」
と
相
談
。
同
連
絡
会

が
仲
介
し
、
各
道
の
駅
を
通
じ
て
、
被
災
者
へ
の

支
援
物
資
提
供
が
実
現
し
た
。

　空
輸
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
が
無
償

で
行
い
、
空
港
か
ら
「
道
の
駅
」
な
ど
へ
の
現
地

搬
送
は
成
田
市
が
負
担
し
た
。

　思
わ
ぬ
繋
が
り
の
贈
り
物
に
被
災
者
た
ち
は
感

激
。
お
礼
の
寄
せ
書
き
を
成
田
市
に
送
っ
た
。

　「
遠
方
か
ら
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
だ
余
震
が
続
き
不
安
な
こ
と
も
多
い
で
す

九
州
観
光
支
援
を
国
に
要
望

手
書
き
地
図
で
道
路
情
報

元気付けショーの後観客と一緒に撮影会の
ご当地ヒーローチーム（道の駅 ｢大津 ｣で）

成
田
市
に
送
ら
れ
た
被
災
者
か

ら
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

手書き地図などの配布や掲示による道
路情報の発信（道の駅「きくすい」で）

成田市から「道の駅」に物資

て
水
を
汲

み
に
来
る

人
た
ち
も

多
く
、
温

泉
も
含
め

て
「
道
の

駅
」
そ
の

も
の
が
、

さ
な
が
ら

情
報
交
換

の
場
、
交

流
の
場
に

な
っ
た
。

が
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま

す
」「
寝
袋

あ
り
が
た
く

い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て

も
助
か
り
ま

す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
」
な
ど
、

尽
き
な
い
感

謝
の
思
い
が

綴
ら
れ
て
い

る
。
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車体上部のカメラが路面の白
線を検知し、ピタリと停まる
自動運転連節バス（ルーアン）

　テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
が
今
年
１
月
15
日
、
市
販
モ

デ
ル
に
自
動
運
転
支
援
機
能
を
実
装
し
た
。
ま
さ
に

２
０
１
６
年
は
自
動
運
転
元
年
と
言
え
る
。
自
家
用

車
へ
の
普
及
が
今
後
期
待
さ
れ
る
中
、
商
用
車
は
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
自
動
運
転
バ
ス
や

ル
ー
ア
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
半
自
動
運
転
バ
ス
を
は

じ
め
、２
０
０
０
年
頃
か
ら
既
に
実
運
用
し
て
い
る
。

　フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
ル
ー
ア
ン
で
は
、
光
学
式

白
線
検
知
に
よ
る
半
自
動
運
転
の
仕
組
み
が
15
年
前

の
01
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ア
ン
は
、
パ

リ
か
ら
在
来
特
急
で
北
北
西
に
約
１
時
間
、
都
市
圏

人
口
約
50
万
人
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
終
焉
の
地
と

し
て
も
有
名
な
美
し
い
都
市
で
あ
る
。

　半
自
動
運
転
の
仕
組
み
は
、
車
体
上
部
に
設
置
さ

れ
た
カ
メ
ラ
が
２
本
の
白
線
を
認
識
し
、
白
線
の
中

央
線
と
前
輪
車
軸
の
中
心
を
合
う
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル ４

バスの自動運転が都市デザインを変える
を
自
動
制
御
す
る
。
停
留
所
及
び
停
留
所
前
後
30
㍍

区
間
に
こ
の
仕
組
み
が
適
用
さ
れ
、
車
長
の
長
い
連

節
バ
ス
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
な
く
、
停
留
所
に
５
㌢
㍍

以
内
に
ピ
ッ
タ
リ
と
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　半
自
動
運
転
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
合
わ
せ
て
採
用
さ
れ
、
信
号
交
差
点

で
は
止
ま
ら
な
い
、
高
度
な
制
御
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
路
面
電
車
）
並
の
17
・

８
㌔
㍍
／
ｈ
の
表
定
速
度
を
実
現
し
て
い
る
。

　中
心
市
街
地
は
バ
ス
と
歩
行
者
の
専
用
空
間
と
な

っ
て
お
り
、
半
自
動
運
転
に
よ
り
車
道
を
狭
く
し
、

歩
道
を
広
く
し
た
機
能
的
で
ス
マ
ー
ト
な
人
に
優
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
実
現
し
て
い
る
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所

　
牧
村
和
彦
）

☆ 28 年５月登録道の駅（14 駅）　　登録「道の駅」は全国で 1093 カ所に

駅　名 所在地 路線名 オープン予定 ひとくちＰＲ

うご 秋田県雄勝郡羽後町西馬音内中野 200 番地 一般国道 398 号 平成 28 年度 そば中心のレストランや高級食材のうご牛を手軽に味わえるコーナーも

しょうない 山形県東田川郡庄内町狩川外北割 97 番地１ 一般国道 47 号 平成 28 年度 庄内観光のゲートウェイでもあり緊急時防災拠点や見守りネットワークも

猪苗代 福島県耶麻郡猪苗代町堅田五百刈 1 番地 一般国道 115 号 平成 28 年度 地場産品の直売で地域ブランド育成。観光情報提供。緊急時防災拠点にも

ましこ 栃木県芳賀郡益子町長堤 2271 番地 主要地方道つくば益子線 平成 28 年度 益子焼体験やいちご狩りなどの案内から予約まで。仕事づくり・求人も

つる 山梨県都留市大原 88 番地 市道大原線 平成 28 年度 地場農産品の加工から直売。地域イベントの充実。防災拠点にも

清流の里しろとり 岐阜県郡上市白鳥町向小駄良 693 番地 2 一般国道 156、158 号 平成 28 年度 越前美濃街道の広域観光案内。ＥＶ充電器や防災備品充実で拠点に

熊野・花の窟（いわや） 三重県熊野市有馬町 137 一般国道 42 号 平成 28 年度 熊野古道などの広域観光案内。古代米使用のうどんやみたらし団子に魅力

田切の里 長野県上伊那郡飯島町田切 2598-1 一般国道 153 号 平成 28 年度 採れたて野菜のレストラン。地元高齢者への宅配や安否サービスも

神戸ﾌﾙｰﾂ ･ ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ大沢 兵庫県神戸市北区大沢（おおぞう）町上大沢 2150 主要地方道山田三田線 平成 28 年度 周辺観光施設と連携した神戸産業振興の発信拠点。強力な防災機能も

かつらぎ 奈良県葛城市太田 1257 番 一般国道 166 号 平成 28 年度 市民起業の「チャレンジショップ」で農業・酪農の直売を拡大

びんご府中 広島県府中市府川町 230 番地１ 市道府川 11 号線 平成 28 年度 府中家具・府中味噌など地場特産品の販売展示。バスターミナル機能も

すいかの里　植木 熊本県熊本市北区植木町岩野 160 番地 1 一般県道 329 号植木線 平成 28 年度 次世代の若者による農産物の販売促進や地域づくりイベントも開催

芦北でこぽん 熊本県葦北郡芦北町佐敷 443 主要地方道葦北球磨線 平成 28 年度 南九州西回り自動車道開通を生かす、観光と交流の拠点に

慈恩の滝　くす 大分県玖珠郡玖珠町山浦 618 番地の 24 一般国道 210 号 平成 28 年度 「名水百選」や「棚田百選」の地を生かした観光と地場商品の販売拠点

ルート 229 元和台
寺島光一郎駅長

　海抜 40 ㍍の高台にあり、日本海を

北海道乙部町元和 169
国道 229 号　TEL.0139-62-3009

パノラマのように展望することが出来ます。特
に夕方、太陽が海に沈む光景は最高のおすすめ。
夏はすぐそばにある海のプール、元和台海浜公
園が賑わいます。タラコやゆり最中など特産物
のおみやげ販売、観光案内も実施しております。

釜石仙人峠
菊池利教駅長

　仙人峠道路釜石西ＩＣとの交差点正

岩手県釜石市甲子町 7-155-4
国道 283 号　TEL.0193-27-8530

面にある釜石の西玄関口。特産品や水産加工品、
地元野菜を中心に販売し、10 月の名物甲子柿限
定販売はものすごい人気で、釜石ラーメンや「醤
油ソフトクリーム」も好評です。世界文化遺産に
登録された『橋野鉄鉱山・高炉跡』は見所です。

白馬
横川富良支配人

　特産品の紫米をはじめ紫米を使用し

長野県白馬村神城 21462-1
国道 148 号　TEL.0261-75-3880

たお菓子やうどん・そばを企画開発しています。
夏は地場産野菜も出荷されます。郷土料理では、
臭みの少ないさっぱりとした味わいの「はくば豚」
カツ定食や焼豚丼とともに、こだわりの石臼挽き
で製粉し当日打つ手打ちそばが人気です。

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会

熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

　九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡

会
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
「
道
の

駅
」
の
被
災
状
況
は
じ
め
、
被
災

し
た
道
の
駅
が
ど
ん
な
販
売
支
援

を
受
け
た
い
か
、
他
の
駅
は
支
援

に
協
力
で
き
る
か
緊
急
調
査
。
以

前
か
ら
駅
長
会
議
な
ど
で
災
害
対

　道
の
駅
の
経
営
（
運
営
）
主
体

が
公
的
で
あ
れ
民
間
で
あ
れ
公
共

性
・
公
益
性
は
共
に
高
い
。
熊
本

地
震
か
ら
問
題
点
を
考
え
た
。

観
光
客
と
外
国
人
の
把
握

　災
害
発
生
時
、
観
光
的
に
は
利

用
者
の
状
況
把
握
は
難
し
い
。
利

用
は
匿
名
性
が
高
く
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
行
動
だ
け
に
把
握
が
困
難

で
、
外
国
人
も
同
じ
だ
。
阪
神
大

震
災
の
時
、
被
災
者
の
観
光
客
と

外
国
籍
の
人
の
リ
ス
ト
作
り
を
、

現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
出
身
学
生
の
協

力
で
試
み
た
が
、
災
害
時
の
救
出

や
身
元
確
認
に
は
個
人
情
報
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

　道
の
駅
の
多
く
が
地
域
の
防
災

拠
点
な
ら
、
避
難
者
へ
の
責
任
を

持
た
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
利

用
者
を
把
握
し
た
い
。
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
識
別
し
て
保
存
す
る
だ
け

で
も
価
値
が
高
い
。

行
政
の
非
常
事
態
対
応
計
画

　足
り
な
い
の
は
人
手
、
特
に
行

政
的
作
業
の
で
き
る
人
材
だ
。
行

政
マ
ン
に
替
わ
り
仕
事
の
で
き
る

人
材
の
供
給
が
問
題
だ
。

　避
難
所
不
足
と
実
態
把
握
、
救

援
物
資
の
把
握
や
割
振
り
、
移
送

に
時
間
が
か
か
っ
た
。
被
災
後
に

ど
ん
な
事
務
処
理
が
発
生
す
る
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
や
訓
練
が
で
き
て

お
ら
ず
、
少
人
数
で
効
率
よ
く
対

応
す
る
方
策
が
な
い
。
非
常
事
態

に
対
応
し
た
行
政
の
業
務
的
な
計

画
立
案
が
求
め
ら
れ
る
。

　避
難
所
で
は
高
齢
者
数
や
幼
児

・
児
童
数
の
把
握
、
独
居
老
人
な

ど
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る
人
々

の
把
握
は
必
須
。
要
介
護
者
や
被

介
護
者
、
入
院
患
者
の
把
握
と
、

常
用
す
る
薬
品
、
特
殊
な
薬
、
透

析
等
の
必
要
性
の
把
握
は
生
命
に

関
わ
り
、
別
の
対
応
計
画
が
必
要

だ
。
こ
う
し
た
人
々
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
優
先
的
に
受
け
容
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　災
害
で
助
か
っ
て
も
、
後
の
ケ

ア
で
亡
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
。

地
域
の
安
全
と
安
心
は
総
合
力
で

あ
る
。
災
害
か
ら
学
び
具
体
的
な

方
策
を
立
て
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

弱
者
へ
の
対
応

機
敏
な
対
応  

復
興
へ
知
恵
絞
る

真剣に復興対策を話し合っ
た熊本県道の駅向上会議

熊
本
地
震
に
思
う
課
題

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
（
元
横
浜
商
科
大
学
教
授
・
観
光
学
）

小
濱

　
哲

応
も
話
し
合
っ
て
お
り
、
各
道
の

駅
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
を
は
じ

め
、
機
敏
な
対
応
が
で
き
た
。

　熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

も
５
月
17
日
、
熊
本
県
宇
城
市
不

知
火
町
の
道
の
駅
「
不
知
火
」
で

開
催
。
向
上
会
議
は
道
の
駅
運
営

の
車
中
泊
避
難
者
は
把
握
が
難
し

く
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い
。

�

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
道
の

駅
へ
の
避
難
者
が
自
分
の
安
否
情

報
の
走
り
書
き
を
壁
や
掲
示
板
に

貼
り
、
来
訪
者
ノ
ー
ト
に
書
き
込

ん
だ
。
向
上
会
議
の
下
城
卓
也
議

長
は
「
ノ
ー
ト
を
置
い
た
り
掲
示

板
を
利
用
で
き
る
な
ど
、
車
中
泊

避
難
者
の
把
握
に
も
努
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　一
方
、
同
連
絡
会
は
仮
設
住
宅

の
用
地
不
足
か
ら
、
中
越
地
震
で

の
前
例
も
参
考
に
「
道
の
駅
の
敷

地
に
第
２
次
避
難
所
が
作
れ
な
い

か
」
も
調
査
。
山
鹿
市
の
道
の
駅

「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
が
役
場

の
了
解
も
得
て
受
け
入
れ
可
能
と

す
る
な
ど
、
公
的
施
設
な
ら
で
は

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　同
連
絡
会
の
松
尾
孝
一
事
務
局

長
は
「
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
一
日

で
も
早
く
安
心
で
き
る
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
道
の
駅
が
連
携

し
て
応
援
し
た
い
」
と
話
し
た
。

者
の
駅
長
ら
の
集
ま
り
だ

け
に
復
興
へ
の
思
い
も
切

実
。
来
訪
者
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、
地
域
の
生
産

物
を
通
販
を
軸
に
、
他
の

道
の
駅
と
連
携
し
て
販
売

す
る
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。

　今
回
の
地
震
で
は
余
震

が
長
く
続
き
被
災
者
の

「
車
中
泊
」
問
題
が
浮
上
。

行
政
指
定
の
避
難
所
以
外

５
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　昨
秋
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
日
本
代
表
桜
戦
士
の
活
躍

は
、
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
な
練
習
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
つ
タ
フ
な
精

神
力
の
育
成
、
五
郎
丸
選
手
の
ル

ー
チ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
等
が
勝
因
で
、
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
の
指
導
力
も
大
き
く
、

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
期
待

が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
新
三
本
の
矢
の

一
つ
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
」
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
が

目
標
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
た
20
年
。
な
か
な
か
成
長

の
本
格
的
な
軌
道
に
乗
る
こ
と
が

出
来
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円

付
近
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　生
産
性
を
上
げ
て
成
果
を
労
働

賃
金
に
還
元
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
６

割
を
占
め
る
消
費
の
増
加
に
つ
な

げ
、
消
費
の
増
加
が
設
備
投
資
を

促
進
す
る
と
い
っ
た
良
い
循
環
経

済
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
長

年
の
景
気
停
滞
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
が
染
み
付
い
て
自
信
を
な
く
し

前
向
き
な
マ
イ
ン
ド
を
忘
れ
て
い

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「一
億
総
活
躍
社
会
」。
国
民
一

人
一
人
が
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

桜
戦
士
に
学
び
「O

ne for A
ll

，

A
ll for O

ne

」
の
精
神
で
、
諦

め
ず
強
い
気
持
ち
で
前
向
き
に
取

り
組
み
、
身
の
丈
に
合
っ
た
実
施

可
能
な
こ
と
か
ら
具
体
的
な
成
功

事
例
を
重
ね
、
次
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
も
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り

つ
つ
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国

土
強
靭
化
、
地
方
創
生
、
維
持
管

理
・
更
新
等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
、
21
世
紀
に
相
応

し
い
経
済
社
会
基
盤
を
構
築
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
貢
献
が
求
め

ら
れ
ま
す
。「
道
の
駅
」
は
ど
う

貢
献
で
き
る
か
、
先
導
的
役
割
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　追
記
：
熊
本
地
震
発
生
前
の
原

稿
の
た
め
地
震
に
触
れ
て
ま
せ
ん

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
一
億
総
活
躍
社
会
」、
ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ

　耕
作
放
棄
地
や
生
産
緑
地
に
つ

い
て
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
も
の
の
問
題
だ
が
、
殆
ど
の

国
民
は
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や
平
成
34
年
に
期

限
を
迎
え
る
改
正
生
産
緑
地
法
等
に
よ
り
、
国
内
の
農
地
は
大
き

な
転
換
点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
や
南
シ
ナ

海
等
で
の
国
際
紛
争
が
想
定
さ
れ
る
中
で
平
和
安
全
法
が
施
行
さ

れ
、
軍
靴
の
音
が
聞
こ
え
始
め
て
い
る
。
更
に
シ
リ
ア
難
民
問
題

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
Ｅ
Ｕ
統
合
の
理
念
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い

る
。
こ
の
３
つ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
関
係
な
い
よ
う
だ

が
、
実
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

方
程
式
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

机
上
の
数
字
だ
け
見
て
い
れ
ば
ど

う
で
も
大
規
模
化
で
き
る
が
、
40

年
以
上
構
造
改
善
事
業
を
続
け
て

も
水
田
の
大
規
模
化
は
干
拓
地
等

の
特
殊
な
条
件
下
で
し
か
実
現
し

て
い
な
い
。

　更
に
海
外
輸
出
に
つ
い
て
将
来

展
望
は
殆
ど
無
い
。
米
の
輸
出
が

１
万
㌧
実
現
で
き
た
暁
に
は
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
３
期
作
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
雪
崩
れ
込
む
の

は
必
定
だ
。

　改
正
生
産
緑
地
法
は
土
地
バ
ブ

ル
の
対
処
策
の
生
け
贄
と
し
て
作

ら
れ
た
制
度
で
、
農
業
政
策
と
し

て
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
く
、
都

市
計
画
と
し
て
も
位
置
づ
け
さ
れ

ず
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税
の
税

法
改
正
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
、
特
定
農
地
の
貸
付
制
度
や
市

民
農
園
整
備
法
に
よ
っ
て
市
街
化

区
域
内
農
地
の
位
置
づ
け
が
多
少

は
変
わ
っ
た
。

　都
市
住
民
の
農
地
に
対
す
る
意

識
は
大
き
く
変
わ
り
、
市
民
農
園

か
ら
体
験
農
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
等
、
農
地
に
対
す
る
市

民
の
期
待
は
高
ま
っ
て
き
た
が
、

農
地
法
や
都
市
計
画
法
、
相
続
税

の
基
本
的
な
見
直
し
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　農
地
の
所
有
権
が
農
家
に
あ

り
、
そ
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
法
整
備
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
地
域
に
お
け
る
農
家
と

市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
農
地
を

位
置
づ
け
る
議
論
が
展
開
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
原
因
だ
。

戦
没
者
の
60
％
は
餓
死
者

　平
和
安
全
法
の
施
行
に
よ
り
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
海
外
兵
站
基
地
へ
の
食
料

確
保
に
つ
い
て
は
何
も
議
論
さ
れ

て
い
な
い
。
最
近
の
国
際
紛
争
で

は
兵
器
に
よ
る
直
接
交
戦
よ
り
、

経
済
封
鎖
と
い
う
戦
略
が
採
ら
れ

て
い
る
。
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦

没
者
の
う
ち
60
％
強
は
餓
死
者
と

言
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
が
経
済
封
鎖
さ
れ
た
場
合
の
平

和
安
全
法
の
中
で
の
食
料
確
保
政

策
は
何
処
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　更
に
、
北
朝
鮮
が
体
制
崩
壊
し

た
場
合
、
日
本
海
を
渡
っ
て
く
る

難
民
の
食
料
確
保
に
つ
い
て
も
議

論
は
な
い
。
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谷口博昭

耕作放棄地

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　昨
年
、
久
々
に
栃
木
県
の
道

の
駅
「
も
て
ぎ
」
を
訪
問
し
た
。

筆
者
は
「
も
て
ぎ
」
を
、
平
成

５
年
の
制
度
発
足
時
の
原
点
に

近
い
と
感
じ
、
道
の
駅
診
断
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
一
つ
に
し
て

い
る
。
町
長
で
も
あ
る
古
口
達

也
駅
長
に
経
営
目
標
を
「
地
域

の
貿
易
収
支
を
黒
字
に
し
続
け

る
こ
と
」
と
伺
っ
た
。

　町
外
か
ら
来
た
お
客
様
に
た

く
さ
ん
品
物
を
買
っ
て
も
ら

う
。
そ
の
た
め
に
生
産
者
指
導

や
買
取
り
制
度
な
ど
で
高
品
質

の
農
産
物
を
確
保
し
、
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
に
町
内
で
加

工
す
る
。
新
し
い
商
品
を
地
元

の
人
で
考
え
る
。

　販
路
確
保
の
た
め
、
町
長
も

自
ら
営
業
す
る
。
周
辺
環
境
整

備
も
、
維
持
費
が
過
負
担
に
な

ら
な
い
程
度
に
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
行
い
、
道
の
駅
周
辺

に
賑
わ
い
を
創
り
出
す
。
道
の

駅
は
外
部
か
ら
の
収
入
で
収
益

を
上
げ
、
調
達
を
通
じ
て
地
域

全
体
の
生
産
額
を
増
や
す
。

　結
果
、
道
の
駅
の
従
業
員
は

適
切
な
給
料
を
も
ら
い
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
、
そ
れ
が
次
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
る
。「
も
て
ぎ
」
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　地
方
創
生
法
が
制
定
さ
れ
地

域
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
農
水
省
や
経
産
省

も
道
の
駅
で
も
使
え
る
様
々
な

支
援
制
度
を
提
供
。
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
店

舗
改
修
、
情
報
化
、
専
門
家
派

遣
な
ど
、
運
営
の
支
援
と
な
る

補
助
制
度
が
、
今
後
と
も
充
実

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　残
念
な
が
ら
、
そ
の
制
度
が

山
間
地
の
道
の
駅
で
は
あ
ま
り

生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助
金

申
請
は
未
経
験
で
あ
れ
ば
途
方

も
な
く
面
倒
だ
。
し
か
し
、
申

請
課
程
で
地
域
資
源
の
見
直
し

や
、
経
営
戦
略
の
再
構
築
が
行

わ
れ
る
。
仮
に
落
選
し
て
も
、

経
営
戦
略
を
考
え
た
経
験
は
貴

重
な
財
産
と
な
る
。
加
え
て
、

国
や
県
の
補
助
金
で
あ
れ
ば
、

地
域
の
「
貿
易
収
支
」
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
。

　筆
者
の
知
る
山
間
地
の
道
の

駅
で
は
、
山
の
わ
き
水
や
寒
暖

差
の
激
し
い
気
候
に
育
ま
れ
た

良
質
の
農
作
物
や
、
キ
ノ
コ
な

ど
地
域
特
有
の
農
産
物
に
恵
ま

れ
る
が
、
生
産
量
が
少
な
く
、

棚
を
十
分
に
埋
め
ら
れ
な
い
の

が
悩
み
だ
。道
の
駅
と
し
て
も
、

公
的
な
支
援
制
度
の
活
用
に
取

り
組
み
、
魅
力
的
な
農
作
物
の

生
産
確
保
や
、
感
動
を
与
え
る

加
工
品
の
開
発
に
努
め
て
、
地

域
の
貿
易
黒
字
に
貢
献
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

補
助
金
活
用
で
生
産
力
確
保

誇らしげに地元
の生産者名がは
いった新鮮野菜
（宮城県「七ヶ
宿」）

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 農
地
が
キ
ー
難
民
・
紛
争
問
題

て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
で
海
外

か
ら
安
い
農
産
物
が
入
る
の
で
家

計
が
助
か
る
と
い
う
自
己
中
心
的

な
論
理
だ
。
市
街
化
区
域
内
農
地

に
つ
い
て
は
都
市
計
画
法
の
位
置

づ
け
を
見
直
す
方
向
で
検
討
が
な

さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
は
固
定
資
産

税
の
見
直
し
で
農
地
集
約
化
の
対

象
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　国
会
審
議
に
入
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

国
内
農
業
対
策
と
し
て
、
農
地
集

約
に
よ
る
大
規
模
化
と
積
極
的
海

外
輸
出
に
活
路
を
見
出
す
方
針
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地

の
殆
ど
は
中
山
間
地
に
位
置
し
、

農
地
集
約
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
棚
田
の
崩
壊

に
よ
る
治
水
機
能
が
脆
弱
化
し
、

国
土
の
防
災
機
能
の
問
題
に
直
結

し
て
い
る
。

　農
地
集
約
に
よ
る
大
規
模
化

は
、
欧
米
の
畑
作
・
酪
農
を
対
象

と
し
た
方
程
式
で
、
稲
作
と
い
う

労
働
集
約
型
農
業
を
対
象
と
し
た

４

たからだの里さいた
大西孝敏駅長

　建物屋根が船底をかたどった造りに

香川県三豊市財田町財田上 180-6
国道 32 号　TEL.0875-67-3883

なっていて、産直・温泉施設・宿泊施設・パーク
ゴルフ場等があります。産直では、新鮮・安心安
全な野菜・果物を目当てのお客さまで連日大賑い
です。休日になると、ツーリングの休憩所として
も沢山の方々にご利用いただいております。

リストアステーション
池田好幸駅長

　広島県第1号の道の駅で、ガラスのドー

広島県庄原市総領町下領家 247-1
県道 432 号　TEL.0824-88-3050

ムが目を引きます。特産品売場に、銘菓「田總羊羹」
等の土産物や地元農産物・加工品を揃えています。
ガラス張りのレストランでは緑を眺めながらのお
食事を楽しめ、土日限定の「こんにゃくカツバー
ガー」は想像を超える美味しさです！

東由利
佐藤治駅長

　お肌を滑らかにする〝美肌温泉〟とし

秋田県由利本荘市東由利老方畑田 28
国道 107 号　TEL.0184-69-2611

て知られ、大浴槽、泡風呂、サウナなどを備える
黄桜温泉「湯楽里」を中心に、ショッピングプラザ、
お食事処、を含む総合的な「道の駅」です。特産
のフランス鴨を始め地そば、地ビールなど黄桜を
キーワードにしたオリジナル商品が豊富です。
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■「組
く

手
で

什
じゅう

」を寄贈
　「〝緑と木の温もり〟で熊本の復興を支援！」をキ
ャッチフレーズに、公益社団法人国土緑化推進機構
はいちはやく 4 月 19 日から「緑の募金」による熊
本地震の支援活動を開始している。
　被災地の森林復旧に向けた緑化活動と、避難所や
学校周辺における緑化活動等の支援に使途を限定し
た募金で、①個人②街頭③企業④職場⑤店頭⑥協賛
の募金を郵便口座、銀行口座、インターネット募金
で受け付ける。寄付金は税額または所得控除を受け
られる（詳しくは「緑の募金」公式サイト http://
www.green.or.jp/bokin/）
　同機構では具体的な取り組みとして、被災地の要

望と東日本大震災でも実施した支援活動の実績を踏
まえ、避難所でのプライバシー確保や生活用品を
整理する棚などに活用できるようにと、5 月 7 日か
ら、間伐材を使用した組み立て式什器の木製キット
の「組手什」を熊本県西原村の山西小学校避難所を
皮切りに順次配布開始している＝写真。
　宮城県登米市、栗駒市、福島県古殿町、名古屋市、
鳥取市の組手什生産団体の協力で製作してもらった
もので、名古屋市「組手什おかげまわし東海」と熊
本市「九州森林インストラクター」の指導で避難者
たちが大人から子どもまで大勢が参加し、さっそく
思い思いに楽しみながら間仕切り兼用の洋服かけや
化粧棚などを仕立てていた。

■「くまモン」のチャリティ・ピンバッジ
　国土緑化推進機構が進めている「緑の募金」使途

限定募金（平成 28 年熊本地
震復興支援事業）には、幅
広い支援を呼びかけるシン
ボルにと、熊本県産スギを
使って同県小国町森林組合

で製作した人気キャラ「くまモン」グッズのチャリ
ティ・ピンバッチ＝写真＝も登場している。
　1000 円以上の募金協力者の胸元を飾っていただ
こうというもので、手始めに５月 14 ～ 15 日に東
京・千代田区の日比谷公園で開かれた恒例の「第
26 回花と緑の祭典　みどりの感謝祭」や、これに
続く農林水産省の「消費者の部屋」で配布された。

以後、国土緑化推進機構のＷＥＢサイト・申し込み
フォーム（http://www.green.or.jp/）でも受け付け
ている。

■長野で第 67回全国植樹祭
　第 67 回の全国植樹祭が 6 月 5 日（日）、長野市
オリンピック記念アリーナエムウェーブなどで開催
される。天皇皇后両陛下がご臨席される恒例の全国
植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対す
る国民的理解を深めるため、公益社団法人国土緑化
推進機構が関係都道府県と共催している国土緑化運
動の中心行事で、今年は長野県の開催。
　「植えて・育て・利用する『森林・林業のサイクル』
を取り戻そう」「森林や身近な緑の恩恵を、もう一
度見つめ直そう」「森林とともに生きる人々の思い
を、伝えよう」の三つの理念の下、式典会場で両陛
下によるお手植え、お手播きが行われるほか、同市
茶臼山自然植物園、松本市アルプス公園、上田市自
然運動公園、伊那市鳩吹公園が一般も参加する植樹
会場になる。約 3 万人が参加予定。

■注目されるＴＯＢＵＳＡの木工アート
　「日本は木の国。木を道具にし、木に住み、いつ
も木と共に暮らしてきて、木にまつわる文化や技術
をたくさん持っているので、これをもう一度色々な
角度から見直し一層の発展を試み、ぜひ今日の日本
に生かしたい」というアーティスト集団による工芸
作品が注目を集めている。
　グループは原口健一・横浜国立大学准教授を代表

に、東京都内などの大学
で木を素材にしたアート
制作や研究、教育にかか
わる若手教員を中心に組
織した一般社団法人ＴＯ
ＢＵＳＡ（東京都足立区
西 新 井、http://tobusa-
jp.jimdo.com）。 木 を 切
る際、切り株にさして山
の神に祈ったという「鳥
総」（とぶさ、梢や枝葉

の先端）から名付けた。
　木の新しい可能性を探るエキジビションの開催、
子どもたちの森林体験、北海道のカラマツを生かし
た文化企画などを各地で手がけており、今春、衆参
両院議員会館内にユニークなデザインの「緑の募金」
箱を設置。日比谷公園での「花と緑の祭典 みどり
の感謝祭」にもヤシの実をモチーフにした募金箱＝
写真＝などの作品を展示して好評だった。同グルー
プは、「道の駅にもこうした募金箱を置けないか」と、
検討している。
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　「
こ
こ
は
修
験
道
の
古
道
で
、

か
つ
て
は
一
般
登
山
客
も
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
登
山
口
ま
で
行

け
る
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
後

は
廃
道
状
態
に
。
観
光
客
に
も
面

河
渓
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
仲
間
50
人

で
愛
す
る
会
を
結
成
し
、
会
員
や

企
業
の
寄
付
金
、
町
か
ら
の
補
助

金
と
３
年
が
か
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
復
元
し
ま
し
た
」
と
白

石
さ
ん
。

　ま
た
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム

な
ど
で
増
え
て
き
た
石
鎚
山
の
遭

難
事
故
対
策
と
し
て
、
登
山
道
整

備
を
は
じ
め
痛
ん
で
い
た
愛
媛
大

山
岳
会
の
山
小
屋
を
２
カ
所
再

建
、
１
カ
所
修
復
し
て
、
寝
袋
や

毛
布
、
ス
ト
ー
ブ
も
備
え
た
。

　さ
ら
に
、
百
名
山
ク
ラ
ス
で
も

ト
イ
レ
が
不
十
分
で
環
境
汚
染
も

起
き
て
い
る
現
状
を
改
善
し
よ
う

と
有
識
者
委
員
会
を
組
織
し
て
、

松
山
市
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、

愛
媛
県
に
働
き
か
け
て
、
地
元
石

鎚
山
へ
の
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
の

新
設
に
も
奔
走
し
た
。

　こ
う
し
た
活
動
は
、
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
と
同
時
に
、
地
元

を
輝
か
せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
自
然
へ
の
感
謝
と
お
返
し
、

奉
仕
な
の
だ
と
い
う
。

四国カルスト（上）と面河渓古道の修復

面河渓の自然

みぶ
平石二美夫館長

　北関東自動車道壬生ＰＡからも利用

栃木県壬生町国谷 1870-2
主要地方道羽生田・上蒲生線　TEL.0282-82-3591

できる栃木県初のハイウェイオアシス「みぶハイ
ウェーパーク」を中心に、「とちぎわんぱく公園」、
「おもちゃ博物館」、「壬生町総合公園」などで構
成される約53㌶の広大な道の駅です。休憩はむ
ろん家族連れでも一日中遊び憩えます。

くずまき高原
土谷和弘店長

　「ミルクとワインとクリーンエネル

岩手県葛巻町葛巻 39-159-3
国道 281 号　TEL.0195-66-0711

ギーの町」をキャッチフレーズに、酪農と林業が
盛んな葛巻町です。産直施設では、町の特産であ
る牛乳、チーズやヨーグルト、山ぶどうを使った
ジュースやワインなど、おいしい物が沢山ありま
す。ドライブの休憩にぜひお越しください。

仁保の郷
田中義治駅長

　山口県の中心部にあり、農産物直売

山口市仁保中郷 1034
国道 376 号  TEL.083-929-0480

「いろどり市」を併設。四季毎に地元の方々が丹
精込めて作った安心・安全な野菜や山菜を始め、
果物はもも・ぶどう、花は菊が特産です。本館で
県内の土産物を販売し、毎月第４日曜日の試食イ
ベントやフリマの他年間イベントが盛り沢山。

道
の
駅の

曲を
作ったゴライトさんに聞

く

　道
の
駅
が
大
好
き
で
、
道
の
駅
を
テ
ー
マ
に
し
た

曲
ま
で
作
っ
た
歌
手
で
タ
レ
ン
ト
の
「
ゴ
ラ
イ
ト
」

さ
ん
に
、
道
の
駅
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　◇

―
―
道
の
駅
が
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
で
旅
行
も
電
車
で
な
く
車
で
移

動
し
ま
す
。車
だ
と
目
的
地
に
行
く
課
程
を
楽
し
め
、

町
並
み
を
自
分
の
肌
で
感
じ
ら
れ
る
。
途
中
で
「
道

の
駅
」
に
寄
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
最
近
「
道
の
駅
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　「地
方
創
生
」
で
地
方
が
注
目
さ
れ
る
中
、
政
府

も
「
重
点
道
の
駅
」
を
制
定
し
た
り
、
盛
り
上
げ
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
は「
地
域
が
わ
か
る
」

こ
と
。
道
の
駅
で
日
本
中
を
味
わ
え
る
ん
で
す
よ
。

―
―
道
の
駅
に
行
く
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

　ぜ
ひ
、
駅
の
方
に
話
し
か
け
て
欲
し
い
。
野
菜
や

特
産
品
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
が
宝
な
ん
で
す
。

私
も
地
域
の
こ
と
や
特
産
を
使
っ
た
調
理
方
法
な
ど

聞
い
て
い
ま
す
。道
の
駅
を
何
倍
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

道
の
駅
を
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
今
後
道
の
駅
に
期
待
す
る
こ
と
は

　道
の
駅
は
全
国
に
１
０
０
０
以
上
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
駅
も
地
域
密
着
で
す
。
熊
本
で
も
大
き
な
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。「
防
災
拠
点
」
と
し
て
も
地
域
の

安
心
で
き
る
場
所
で
す
。
み
ん
な
の
道
の
駅
と
し
て

「
公
共
性
」
が
重
要
か
な
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
熊
本
地
震
に
思
う
こ
と
は
？

　現
地
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、
熊
本
入
り
し
て
道

の
駅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
。

―
―
ゴ
ラ
イ
ト
の
今
後
活
動
は

　道
の
駅
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
増
え
て
ま
す
。
道
の

駅
を
ゴ
ラ
イ
ト
目
線
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
番
組
も
始
め

た
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●ゴライトさん　2013年全国ソロデビュー。キャッチーなメロディ
とコミカルなダンスでみんなを笑顔にしてきた。「関東道の駅アワー
ド2014公式応援ソング」・「道の駅EXPO2015」応援大使。「道の駅
大好き」を収録したアルバム「Let'sゴライト」も好評発売中
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2016年（平成28年）６月第48号

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
①

列島保全への課題

日本人の感性や自然観、社会観に影響

金
刀
毘
羅
神
社
の
３
碑

　
　
　岩
手
県
久
慈
市
湊
町

不
便
な
形

　私
た
ち
が
暮
ら
す
国
土
の
地
理

的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
は
、

私
た
ち
は
十
分
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の
国

土
だ
け
を
対
象
に
し
た
の
で
は
、

理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

わ
が
国
土
の
自
然
条
件
の
特
徴
を

理
解
す
る
に
は
、
わ
が
国
以
外
の

国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件

に
つ
い
て
の
知
識
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　わ
が
国
が
経
済
的
に
競
争
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
や
北
ア
メ

リ
カ
、
中
国
の
中
原
部
あ
た
り
と

の
比
較
の
中
で
、
わ
が
国
の
国
土

条
件
の
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
彼

ら
に
は
な
い
厳
し
い
自
然
条
件
が

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　第
１
の
特
徴
は
、
わ
が
国
は
複

雑
で
長
い
海
岸
線
を
も
つ
細
長
い

弓
状
列
島
で
あ
る
こ
と
だ
。図
は
、

日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
に

重
ね
た
も
の
で
、
細
長
い
特
徴
が

よ
く
理
解
で
き
る
。

　日
本
列
島
の
最
大
幅
は
２
５
０

㌔
程
度
し
か
な
い
が
、
列
島
の
東

北
端
か
ら
南
西
端
ま
で
は
直
線
距

　本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？

　

　日
本
に
住
む
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
日
本
国
土
に
生
ま
れ
、
そ
の
環
境
の
下
で
育

っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
長
い
歴
史
は
こ
の
国
土
の
上
で
展
開
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
の

国
土
の
も
つ
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
は
、
日
本
人
の
感
性
や
自
然
観
、
あ
る
い
は
社
会

観
を
育
ん
で
き
た
し
、
私
た
ち
の
思
想
を
も
育
て
て
き
た
と
言
え
る
。
こ
の
日
本
国
土
の

上
で
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
自
然
災
害
や
飢
饉
や
そ
れ
に
対
す
る
私
た
ち
の
処
し
方
が
、

日
本
人
の
思
考
の
型
を
育
ん
だ
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
わ
が

国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。

離
で
も
３
３
０
０
㌔
に
達
す
る
極

め
て
細
長
い
地
形
を
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
地
域
間
で
連
携
す
る

に
も
、
農
産
物
や
工
業
生
産
物
を

移
送
す
る
に
も
、
極
め
て
長
い
距

離
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
現
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
と

い
っ
た
国
が
、
か
な
り
円
に
近
い

形
な
の
と
は
大
き
な
違
い
だ
。

　こ
れ
ら
の
国
で
は
中
心
部
に
拠

点
を
置
け
ば
、
全
土
の
各
地
と
放

射
状
に
結
ぶ
こ
と
で
つ
な
が
り
合

え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
土
の
中

心
に
あ
る
パ
リ
の
空
港
、
ド
イ
ツ

で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
空
港
、

ア
メ
リ
カ
で
は
シ
カ
ゴ
や
ア
ト
ラ

ン
タ
の
空
港
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ブ

空
港
に
な
り
得
て
い
る
。
わ
が
国

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
を
超
え
る	

	

日
本
の
海
岸
線
延
長

　日
本
の
海
岸
線
の
延
長
は
ア
メ

リ
カ
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
海
岸
線
が
極
め
て
複
雑
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
陸
は

海
に
せ
り
出
し
、
海
は
陸
に
く
い

込
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
白
砂
青
松

と
称
す
る
美
し
い
海
岸
風
景
を
生

　岩
手
県
久
慈
市
湊
町
の
金
刀

毘
羅
神
社
に
、
津
波
記
念
碑
、

防
潮
林
記
念
碑
、
昭
和
八
年
津

浪
記
念
碑
が
建
つ
。

　津
波
記
念
碑
は
「
自
然
界
に

お
け
る
災
害
の
な
か
で
津
波
ほ

ど
悲
惨
な
も
の
は
な
い
。
過
去

に
お
い
て
当
市
に
襲
来
し
た
記

本
四
道
路
の
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

が
児
島
～
坂
出
間
に
完
成
し
て
、

四
国
と
本
州
が
つ
な
が
っ
て
、
や

っ
と
わ
が
国
は
一
体
的
な
利
用
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

海
底
ト
ン
ネ
ル
や	

	

大
径
間
の
吊
り
橋
開
発

　国
土
全
体
を
一
体
的
に
利
用
し

て
全
国
的
な
物
流
・
人
流
・
商
流

の
網
を
整
備
す
る
に
は
、
世
界
最

長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
大

径
間
の
吊
り
橋
を
開
発
す
る
な
ど

大
変
な
苦
労
が
必
要
だ
っ
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
中
国
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
こ
う
し
た
努
力
を

す
る
こ
と
な
く
、
国
土
を
一
体
的

に
使
え
る
の
に
比
べ
、
極
め
て
厳

し
い
条
件
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

６

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
交

通
路
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、

三
陸
海
岸
の
国
道
45
号
や
紀
伊
半

島
の
国
道
42
号
の
よ
う
に
カ
ー
ブ

だ
ら
け
の
道
路
と
な
っ
て
、
快
適

な
速
度
で
は
走
れ
な
い
生
活
上
の

不
便
を
生
ん
で
い
る
。

一
体
で
使
い
に
く
い

　２
番
目
に
、
国
土
の
主
要
部
だ

け
で
も
四
島
に
分
か
れ
、
加
え
て

沖
縄
諸
島
な
ど
数
多
い
島
嶼
部
を

も
っ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
本
州

と
九
州
の
間
に
は
１
９
４
４
年
に

関
門
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
が
、

四
島
全
体
を
結
ん
で
一
体
的
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
88
年
に

な
っ
て
か
ら
だ
。

　青
森
～
函
館
間
の
青
函
ト
ン
ネ

ル
で
北
海
道
が
本
州
と
結
ば
れ
、

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑩

録
は
18
回
に
及
び
特
に
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
は
死
者
総
数
５

３
８
人
、
負
傷
者
２
６
７
人
、

家
屋
流
失
１
８
５
戸
を
数
え
想

起
す
る
だ
に
慄
然
た
る
も
の
が

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
殉
難
者
の

靈
を
慰
め
る
と
共
に
宿
命
的
な

惨
事
を
再
び
繰
り
返
え
さ
ぬ
こ

と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
」
と

記
す
。

　防
潮
林
記
念
碑
は
「
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
の
海
嘯
惨
害
の

甚
大
な
る
に
鑑
み
、
時
の
政
府

は
防
止
策
と
し
て
防
潮
林
造
成

の
最
も
経
済
的
か
つ
効
果
的
な

る
を
認
め
国
庫
補
県
営
事
業
と

し
て
計
画
を
樹
立
せ
り
。
し
か

し
当
部
落
は
耕
地
少
く
か
つ
住

家
多
く
、
用
地
の
承
諾
を
得
る

に
困
難
な
り
し
も
、
県
当
局
は

勿
論
、
町
並
び
に
部
落
有
志
者

の
援
助
の
基
に
昭
和
12
年
10

厳しい環境どう克服

二つの津波記念日と防潮林記
念碑（右端）

東アジア主要港のコンテナ取扱量

月
、
事
業
に
着
手
し
面
積
３
町

余
里
、黒
松
２
万
３
千
本
栽
植
、

翌
年
３
月
竣
工
せ
り
」と
記
録
。

　昭
和
八
年
津
浪
記
念
碑
に

は
、 

大
津
浪

　く
ぐ
り
て
め
げ

ぬ

　雄
心
持
て

　い
ざ
追
ひ
進

み

　ま
い
上
ら
ま
し  

英
彦

　の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

参
考
：
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
道
路
部
Ｈ
Ｐ
「
津
波
被
害
・

津
波
石
碑
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」

複
雑
で
長
い
海
岸
線
と
細
長
い
弓
状
列
島

　
　
四
島
に
分
か
れ
た
国
土
の
主
要
部
分

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？

　に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
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聞
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たちばな
野中正秋駅長

　「安心・安全かつ新鮮で地元産だけ」

福岡県八女市立花町下辺春 315-1
国道 3号　TEL.0943-37-1711

を看板に、生産者500名がお客様とお互いの顔
が見え、話ができる産直に頑張っています。主要
農産物は、みかん・キウイフルーツ・たけのこ・梅。
漬物・まんじゅう・こんにゃくなどの農産加工品
は、地元に昔から伝わるぬくもりがあります。

ななもり清見
滝上耕平駅長

　中部縦貫道「高山西インター」を降

岐阜県高山市清見町牧ケ洞 2145
国道 158 号　TEL.0577-68-0022

りてすぐ！飛騨路の中継点として観光情報満載の
駅です。飛騨牛がお値打ちに堪能でき、山野草を
材料としたここだけの「摘み草天ぷら」も味わえ
るレストランはリピーターも多く、売店では当駅
オリジナル商品や朝採り野菜が人気です。

よしおか温泉
大友春雄駅長

　名湯伊香保温泉の麓にあり、湯量豊

群馬県吉岡町漆原 1989
国道 17 号　TEL.0279-55-4126

富な温泉施設と３種類 (パーク・グラウンド・ケ
イマン )のゴルフ場、サッカー場等を併設し健康
志向を目指しています。レストランでは、特産の
ブランド豚を使用した｢上州麦豚生姜焼き定食」
が好評。春はしだれ桜150本の桜並木が見事です。
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　欧
州
統
合
は
１
９
９
２
年
、
当

時
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
12
カ
国
に
よ
っ
て

調
印
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条

約
に
よ
っ
て
成
熟
し
93
年
、
Ｅ
Ｕ

が
発
足
。
同
条
約
に
は
域
内
の

社
会
的
、
経
済
的
結
束
と
国
際

競
争
力
強
化
を
図
る
「
欧
州
横

断
運
輸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Trans-

E
u

ro
p

e
a

n
 T

ra
n

sp
o

rt 
N

etw
ork:TEN

-T

）
の
構
築
」

も
盛
り
込
ま
れ
、
欧
州
の
国
際
輸

送
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
進
め
ら
れ

た
。　97

年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約

で
、
協
定
参
加
国
間
で
の
国
境
検

査
の
撤
廃
を
規
定
し
た
「
シ
ェ
ン

ゲ
ン
協
定
」
を
Ｅ
Ｕ
の
法
と
し
て

取
り
入
れ
、
99
年
に
経
済
通
貨
同

盟
が
発
足
し
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が

誕
生
、
２
０
０
４
年
に
中
東
欧
諸

国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
実
現
し
、
順
調

に
発
展
す
る
か
に
見
え
た
。

　し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
世
界
同
時
不
況
と
欧
州
債
務

危
機
を
経
て
Ｅ
Ｕ
は
、
デ
フ
レ
や

経
済
の
長
期
停
滞
が
懸
念
さ
れ
、

ド
イ
ツ
を
除
く
多
く
の
ユ
ー
ロ
加

盟
国
は
、
南
欧
諸
国
を
中
心
に
高

い
失
業
率
に
苦
し
む
。
更
に
中
東

か
ら
の
大
量
の
難
民
流
入
と
連
続

テ
ロ
の
発
生
で
Ｅ
Ｕ
そ
の
も
の
が

危
う
く
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
世

界
有
数
の
多
民
族
国
家
で
多
様
な

宗
教
を
抱
え
て
い
る
。
多
民
族
・

多
宗
教
な
集
団
こ
そ
が
現
在
の
ア

メ
リ
カ
の
文
化
的
価
値
を
創
り
出

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
教
科
書

は
「
民
族
と
宗
教
の
多
様
性
は
合

衆
国
の
最
大
の
強
み
の
一
つ
で
あ

る
」
と
教
え
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ

カ
社
会
が
抱
え
る
問
題
は
現
在
も

解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
中

米
か
ら
の
不
法
移
民
の
取
り
締
ま

り
に
積
極
姿
勢
を
示
し
、
中
国
や

日
本
を
打
ち
負
か
す
と
高
言
す
る

共
和
党
大
統
領
候
補
の
ト
ラ
ン
プ

氏
人
気
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

　内
村
鑑
三
（
１
８
６
１
～
１
９

３
０
年
）
は
札
幌
農
学
校
（
現
北

海
道
大
学
）
時
代
、「Boys' be 

am
bitious

」
で
有
名
な
ク
ラ
ー

ク
博
士
に
感
化
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト

教
信
者
に
な
り
、
福
音
主
義
信
仰

と
時
事
社
会
批
判
に
基
づ
く
日
本

独
自
の
無
教
会
主
義
を
唱
え
た
。

内
村
は
１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）

９
月
１
日
の
日
記
に
以
下
の
言
葉

を
遺
し
て
い
る
。

　「（
関
東
大
）
震
災
一
周
年
で
あ

る
。
粗
食
し
て
こ
の
日
を
記
念
し

た
。（
中
略
）
し
か
し
地
震
よ
り

大
な
る
わ
ざ
わ
い
は
米
国
の
排
日

で
あ
る
。
し
か
も
前
者
を
嘆
く
者

は
多
く
し
て
後
者
を
憂
う
る
者
は

少
な
い
。
地
震
は
財
産
を
壊
ち
し

に
す
ぎ
ず
と
い
え
ど
も
排
日
法
は

権
利
を
奪
う
た
。
こ
の
ま
ま
に
し

て
放
棄
し
置
け
ば
日
本
は
国
と
し

て
滅
ぶ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
思
う
て
憂
慮
に
た
え
な
い
」

　排
日
法
（
排
日
移
民
法
）
は
24

年
7
月
施
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

法
律
の
日
本
に
お
け
る
通
称
。
日

本
人
移
民
の
み
を
排
除
し
た
法
律

で
は
な
く
、
１
８
９
０
年
以
後
に

大
規
模
移
民
が
始
ま
っ
た
東
欧
・

南
欧
出
身
者
、
ア
ジ
ア
出
身
者
を

厳
し
く
制
限
す
る
の
が
目
的
。
特

に
ア
ジ
ア
出
身
者
に
は
全
面
的
に

移
民
を
禁
止
す
る
条
項
が
設
け
ら

れ
、
当
時
の
日
本
政
府
・
国
民
は

こ
れ
に
強
く
反
発
。
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
と
日
本
を
愛
す
る
内
村
の

落
胆
は
大
き
か
っ
た
。

後
世
へ
の
最
大
遺
物

　内
村
は
国
土
教
育
・
イ
ン
フ
ラ

教
育
の
教
材
に
相
応
し
い
著
書
を

幾
つ
か
遺
し
た
。『
後
世
へ
の
最

大
遺
物
』
と
『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の

話
』
は
そ
の
代
表
作
。『
後
世
へ

の
最
大
遺
物
』
は
明
治
27
年
夏
、

河
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
何
も
遺

さ
ず
に
死
ん
で
し
ま
い
た
く
な

い
。
何
か
こ
の
世
に
記
念
物
を
遺

し
て
逝
き
た
い
。
そ
れ
な
ら
ば
わ

れ
わ
れ
は
何
を
こ
の
世
に
遺
し
て

逝
こ
う
か
。金
か
事
業
か
思
想
か
。

こ
れ
い
ず
れ
も
遺
す
に
価
値
あ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
何

人
に
も
遺
す
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
れ
は
本
当
の
最
大

の
遺
物
で
は
な
い
。
何
人
に
も
遺

す
こ
と
の
で
き
る
本
当
の
最
大
遺

物
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
勇
ま

し
い
高
尚
な
る
生
涯
で
あ
る
。

　勇
ま
し
い
高
尚
な
る
生
涯
、金
、

思
想
と
合
わ
せ
、
将
来
世
代
に
遺

す
べ
き
価
値
あ
る
も
の
と
し
て

（
公
共
）
事
業
、
つ
ま
り
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時

内
村
は
、
価
値
あ
る
土
木
事
業
と

し
て
箱
根
疎
水
（
箱
根
の
山
の
下

に
隧
道
を
掘
り
、
芦
ノ
湖
の
水
を

沼
津
方
面
に
流
し
、
耕
地
を
大
き

く
増
や
す
）
と
安
治
川
開
削
（
淀

川
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
大
阪
天
保

山
を
切
り
開
き
、
安
治
川
を
造
っ

た
）
を
取
り
上
げ
た
。

デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話

　『デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
』
は
ド

イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
戦
争

に
敗
れ
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
と
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
２
州
を
奪
わ
れ
た
デ
ン

マ
ー
ク
の
復
興
を
願
う
工
兵
士
官

ダ
ル
ガ
ス
が
、
外
に
失
っ
た
国
土

を
内
に
求
め
よ
う
と
、
荒
漠
の
地

ユ
ト
ラ
ン
ド
に
植
林
す
る
苦
心
を

描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
ユ

ト
ラ
ン
ド
の
荒
野
に
は
樅
の
木
が

繁
り
木
材
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
、
気
候
が
大
き
く
変

化
し
て
良
き
田
園
に
な
っ
た
。

　こ
の
伝
記
物
語
は
「
デ
ン
マ
ー

ク
の
柱
」
と
し
て
戦
後
の
小
学
校

国
語
教
科
書
に
も
採
録
。
ち
な
み

に
「
２
０
１
３
年
版
世
界
幸
福
度

　かつて福岡に在住していた頃、週末ともなれ
ば、ある産直市場に買い出しに出かけていたこ
とがあります。旬な食材の品揃え、生産者の顔
を見せる仕掛けは当たり前で、何よりも値段以
上に見合った地元の食材が、まとめて手に入る
ことが魅力の一つでした。数多くある産直市場
の中でも、その産直市場ほど地元の人々がこぞ
って集まる場所を、他に見たことがありません。

「地産地消」という言葉が使われ始めて久しい
ですが、まさにその地産地消の姿を実感したも
のです。
　道の駅にも今では当然のように産直市場は併

設され、それは集客と売り上げの大きな割合を
占めるようになっています。ところが、その多
くは地域外からの来訪者をターゲットとした

「地産来消」に依存し、土産物ビジネスの感覚
に似た品揃えと値付けになっているものです。
たとえ賑わいがあっても、その覆う雰囲気は地
元の人が集う場とは異なるものがあります。
　そのような中で、近年では地産地消型の道の
駅が注目されています。地元ナンバーの車両が
列をなし、地域外からの観光客にとっても、地
元の人が認めるものであることを保証すること
を、肌で感じ取ることで売上増につながる好循
環を生み出しているのです。
　永く頼られるは他力ではなく、地元の人々が
リピーターとなり、自然と集うような場である
ことが道の駅の理想の姿。地元の人が集ってこ
そ道の駅の「駅」たる所以となるでしょう。

シリーズ「国土教育」 内村鑑三に学ぶ「寛容な民主主義とインフラ整備」の重要性

将来世代に遺すインフラ

は
軍
隊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
軍
艦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
た
ま
た
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
銀
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
信
仰
で
あ
り
ま
す
」
と

３
つ
の
教
訓
を
示
し
た
。

　内
村
の
熱
い
想
い
を
引
き
継

ぎ
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
も
国

土
に
対
し
て
働
き
か
け
を
続
け
、

将
来
世
代
に
よ
り
良
い
社
会
基
盤

を
遺
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　
森
田
康

夫
）　編

集
部
か
ら
：
こ
の
原
稿
は
熊

本
地
震
発
生
前
の
４
月
６
日
に
寄

稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

７

国道愛好家
� 松波成行

報
告
」
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
世
界

で
一
番
幸
福
な
国
と
し
て
い
る
。

よ
り
良
い
社
会
基
盤
を

　こ
の
短
編
（
講
演
録
）
で
内
村

は
「
国
の
興
亡
は
戦
争
の
勝
敗
に

よ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
民
の
平
素
の

修
養
に
よ
り
ま
す
。
善
き
宗
教
、

善
き
道
徳
、
善
き
精
神
あ
り
て
国

は
戦
争
に
負
け
て
も
衰
え
ま
せ

ん
」、「
富
は
大
陸
に
も
あ
り
ま
す
、

島
嶼
に
も
あ
り
ま
す
。
沃
野
に
も

あ
り
ま
す
、沙
漠
に
も
あ
り
ま
す
。

善
く
こ
れ
を
開
発
す
れ
ば
小
島
も

能
く
大
陸
に
勝
さ
る
の
産
を
産
す

る
の
で
あ
り
ま
す
」、「
国
の
実
力

箱
根
で
開
か
れ

た
全
国
キ
リ
ス

ト
信
徒
の
修
養

会
で
の
講
演
を

ま
と
め
た
も
の

で
、
要
旨
は
次

の
通
り
。

　わ
れ
わ
れ
が

五
十
年
の
生
命

を
托
し
た
こ

の
美
し
い
地

球
、
こ
の
美
し

い
国
、
こ
の
わ

れ
わ
れ
を
育
て

て
く
れ
た
山
や

狼煙
新弘之駅長

　能登半島最北端に位置し、日本の灯

石川県珠洲市狼煙町テ部 1-1
県道 28 号　TEL.0768-86-25 25

台50選「禄剛崎灯台」の麓にあります。当店に
併設された施設で作るお豆腐は、大浜大豆という
貴重な豆から作られ、濃厚でコクが強い味が特徴
で、県内外からこの味を求めて大勢の方が訪れま
す。道の駅味自慢でも第３位に選ばれました。

ぎのざ
比嘉雅貴駅長

　沖縄初の「重点道の駅」に選定され、6月

沖縄県宜野座村漢那 1633
国道 329 号　TEL.098-968-4520

～8月には地元産パイン・マンゴーの熱帯果実、1月～
4月までは地元で生産されたイチゴのほか、エコ野菜の
ベビーリーフ等が地元客にも行楽客にも人気です。じゃ
がいもを使用した麺や旬の果物を使用したケーキを自家
製造販売し、これもたいへん好評いただいております。

富士川
居村一彦支配人

　甲府盆地の南の玄関口にあり、旧舂

山梨県富士川町青柳町 1655-3
国道 52 号　　TEL.0556-48-8700

米 (つきよね )学校をモチーフとした外観が印象
的です。トマトやぶどうなど朝採り農産物、小麦
まんじゅう、ねじり菓子、地元産ゆずを使ったお
土産、郷土料理「みみ」が人気です。自転車、ス
ポーツイベント、コンサートも随時開催！
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望
抜
群
の｢

四
国
カ
ル
ス
ト｣

…

…
。　わ

が
国
最
高
レ
ベ
ル
の
自
然
景

観
、
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
四
国

霊
場
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
も
あ
る

と
い
う
好
条
件
を
備
え
て
い
る
の

だ
か
ら
、
愛
媛
県
久
万
高
原
町
の

誇
る
こ
の
日
本
風
景
街
道
に
最
近
、

外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
の

も
う
な
ず
け
る
。

　「お
ま
け
に
、
四
つ
の
モ
デ
ル
ル

ー
ト
に
は
他
に
も
す
ば
ら
し
い
ポ

イ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
こ

も
自
然
の
豊
か
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
２
倍
に
も
３
倍
に
も
膨
ら

ま
せ
て
く
れ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、

長
年
育
ま
れ
て
き
た
お
遍
路
さ
ん

へ
の
お
も
て
な
し
の
心
も
ぜ
ひ
体

感
し
て
く
だ
さ
い
」

　面
河
渓
の
中
心
に
あ
る｢

五
色

河
原｣

や｢

亀
腹｣

を
目
の
前
に

眺
め
な
が
ら
休
息
で
き
る
町
営「
渓

泉
亭 

面
河
茶
屋
」
で
、
観
光
案
内

人
兼
調
理
人
兼
掃
除
婦
を
し
て
い

る
と
い
う
女
主
人
、
中
田
直
美
さ

ん
（
49
）
が
熱
く
お
勧
め
す
る
。

　各
ル
ー
ト
の
起
点
に
な
っ
て
い

る
道
の
駅｢

天
空
の
郷
さ
ん
さ

ん｣

で
、
常
駐
の
手
づ
く
り
観

光
案
内
人
を
２
年
間
務
め
て
い
る

う
ち
に
、
町
の
宝
で
あ
る
現
場
で

来
訪
者
と
ふ
れ
あ
い
語
り
合
い
た

い
と
、
今
春
か
ら
転
職
希
望
を
か

な
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

登
山
道
復
元
も

　お
も
て
な
し
の
こ
と
な
ら
と
、

面
河
渓
や
石
鎚
山
で
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ガ
イ
ド
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る｢

面
河
渓
を
愛
す
る
会｣

会
長
の

白
石
崇
さ
ん
（
76
）
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。

　白
石
さ
ん
は
愛
媛
大
山
岳
会
、

愛
媛
県
山
岳
連
盟
の
会
長
を
長
く

務
め
た
が
数
年
前
に
退
い
た
。
し

か
し
、
今
も
愛
す
る
山
歩
き
は
欠

か
さ
な
い
元
気
さ
で
、
面
河
渓
か

ら
御
来
光
の
滝
（
日
本
の
名
瀑
百

選
）
経
由
で
石
鎚
山
へ
の
昔
の
登

山
道
復
元
に
尽
力
し
た
。

　世
界
の
経
済
が
大
変
な
混
乱
に

陥
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
の
20

年
間
ま
っ
た
く
経
済
成
長
せ
ず
、

そ
の
た
め
税
収
の
伸
び
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
日
本
か
ら
眺
め
て
い

る
と
、
世
界
の
ど
の
国
で
も
同
様

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
の
間
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
２

・
５
～
３
倍
程
度
の
伸
び
を
示
し
、

そ
の
た
め
税
収
も
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
も
近
年
は
苦
労
を

し
て
い
ま
す
が
、
20
年
の
ス
パ
ン

で
見
る
と
１
・
５
～
２
倍
程
度
に

は
経
済
成
長
し
て
い
た
の
で
す
。

中
国
の
急
成
長
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　経
済
の
成
長
に
は
、
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
欠
か
せ
な

い
の
で
す
が
、
実
に
不
思
議
な
こ

と
に
《
日
本
の
首
脳
（
実
は
日
本

の
経
済
学
者
も
で
す
が
）
だ
け
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
を
説
い

た
こ
と
が
な
い
》
の
で
す
。

　ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、
教
書
や

演
説
の
な
か
で
「
21
世
紀
の
ビ
ジ

ネ
ス
と
経
済
に
見
合
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
だ
」
と
い
う
意
味

の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　イ
ギ
リ
ス
の
前
首
相
ブ
レ
ア
氏

も
現
首
相
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
も
、

「
イ
ン
フ
ラ
は

現
代
生
活
を
支

え
る
経
済
戦
略

の
重
要
な
要
素
で
後
回
し
に
で
き

る
課
題
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を

示
し
て
い
ま
す
。

　ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
た
ち

は
三
党
連
立
合
意
文
書
の
な
か
で

｢

ド
イ
ツ
の
競
争
力
を
保
障
す
る

も
の
は
、
質
の
高
い
交
通
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
首
脳
も
イ
タ
リ
ア
の
首
脳
も

繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

イ
タ
リ
ア
の
若
き
マ
ッ
テ
オ
・
レ

ン
ツ
ィ
首
相
は
来
日
中
に
、「
イ
ン

フ
ラ
へ
の
投
資
は
重
要
で
あ
る
。

予
算
が
制
約
さ
れ
て
い
て
も
、
イ

ン
フ
ラ
へ
の
投
資
は
長
期
的
な
経

済
成
長
に
貢
献
す
る
か
ら
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
紹
介

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
日
本

人
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。

　世
界
と
日
本
の
首
脳
た
ち
の
イ

ン
フ
ラ
認
識
の
違
い
に
は
愕
然
と

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
不
思
議
の
国
・
日
本
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　西
日
本
の
最
高
峰
で
あ
り
古
代

か
ら
日
本
七
霊
山
と
し
て
敬
わ
れ
、

今
日
で
は
日
本
百
名
山
の
人
気
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る「
石
鎚
山
」（
１

９
８
２
㍍
）。
そ
の
南
麓
を
深
く
切

り
開
い
て
巨
岩･

奇
岩
を
彫
刻
の

よ
う
に
飾
り
立
て
清
流
を
ほ
と
ば

し
ら
せ
て
い
る
国
指
定
名
勝｢

面

河
渓｣

（
お
も
ご
け
い
）。
さ
ら
に

は
高
知
県
境
に
ま
で
広
が
り
日
本

三
大
カ
ル
ス
ト
に
数
え
ら
れ
る
眺

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

え
ひ
め 

や
ま
な
み
燦
々 

風
景
街
道

面河渓

霊場のおもてなしの心

かきのきむら
赤松美生駅長

　島根県の西端、山口県との県境にある

島根県吉賀町柿木村柿木 500-1
国道 187 号　TEL.0856-79-8024

道の駅。「かきのきむら」は合併前の村の名前です。
安心・安全にこだわって栽培された米や野菜、それ
を原料にした加工品をはじめ、天然酵母のパン、健
康食品を揃えているのが自慢です。健康に興味のあ
る方はぜひお越しください！

南飛騨小坂
二村貢正駅長

　御嶽山の麓、岐阜の宝物第１号に認

岐阜県下呂市小坂町赤沼田 811-1
県道 437 号　TEL.0576-62-1010

定された小坂の滝めぐりの玄関口。春には美しく
咲き誇る「はなもも」が楽しめます。飛騨小坂温
泉郷に湧き出る源泉で炊いた名物「鉱泉粥」は、
お食事にもお土産にもおすすめ。最近注目を集め
ている「えごま」タレの五平餅も大人気です。

みしょうＭＩＣ
永元義秋駅長

　愛媛県の最南端にある道の駅です。

愛媛県愛南町御荘平城 4296-1
国道 56 号　TEl.0895-72-1115

山の幸海の幸が年中、新鮮市に並びます。愛南ゴー
ルド（河内晩柑）はリピーターからの注文により
全国に発送され、また、その果汁を使った加工品
も充実しています。冬には牡蠣が人気で、１～２
月（週末）は食べ放題も行なっています。
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夢実現には国土への働きかけ必要
国
土
と
は
国
民
国
家
の
す
み
か

我
が
国
の
税
の
問
題
は
「
総
税
収
問
題
」

　「
国
土
学
事
始
め
」
を
本
紙
に
連
載
中
の
大
石
久
和
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
国
土
政
策
研
究
所
長
と
、
藤

井
聡
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の
共
著
「
国
土
学
―
国
民
国
家
の
現
象
学
（
叢
書
新
文
明
学
４
）」（
北
樹
出
版
）

の
刊
行
記
念
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
国
土
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
い
」
が
５
月
25
日
、
東
京
の
ジ
ュ
ン
ク
堂

書
店
池
袋
本
店
で
開
か
れ
、
著
者
が
国
土
学
の
哲
学
と
実
践
を
語
り
合
っ
た
。

　
藤
井
　「
国
民
国
家
の
現
象
学
」

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
。
現
象

学
は
、
そ
の
現
象
を
解
釈
し
て
実
践

に
使
い
「
解
釈
的
循
環
」
で
展
開
し

て
い
く
。
扱
え
る
中
で
最
大
の
現
象

が
「
国
民
国
家
現
象
」
だ
。
国
土
学

は
受
け
継
が
れ
て
来
た
歴
史
を
現
象

　
大
石
　
内
閣
府
が
30
歳
以
下
の

海
外
と
日
本
の
若
者
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
あ
な
た
は
将
来
に
希

望
が
あ
り
ま
す
か
」
の
質
問
に
日

本
は
38
％
が
「
希
望
が
な
い
」「
ど

ち
ら
か
と
言
う
と
希
望
が
な
い
」

と
答
え
た
。
ア
メ
リ
カ
の
若
者
は

９
％
。
日
本
の
子
供
は
圧
倒
的
に

絶
望
し
、
将
来
に
希
望
を
持
て
な

い
国
に
な
っ
て
い
る
。若
者
が「
頑

張
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と
思
え
な

い
国
に
将
来
は
な
い
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
度
合
い
な
ど
で

見
る
と
、
日
本
は
暫
定
２
車
線
で

　
大
石
　
国
土
へ
の
働
き
か
け
を
理

解
す
る
に
は
正
し
い
知
識
、
具
体
的

な
デ
ー
タ
を
基
に
判
断
し
て
ほ
し

い
。
昨
年
12
月
、
ア
メ
リ
カ
は
陸
上

交
通
再
生
法
を
通
し
た
。
５
年
間
で

３
０
５
０
億
㌦
を
陸
上
交
通
へ
投
資

す
る
が
、
日
本
で
は
全
く
報
道
さ
れ

な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
交
通
大
臣
が
30

　
藤
井
　
数
々
の
デ
ー
タ
が
国
土
へ

の
働
き
か
け
を
激
減
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
示
す
。
上
部
構
造
か
ら
下
部
構

造
へ
の
循
環
が
停
滞
し
、
死
に
か
け

て
い
る
。
よ
そ
の
国
は
ぐ
る
ぐ
る
加

速
さ
せ
て
い
る
。
文
化
や
経
済
、
社

会
を
こ
ん
な
風
に
し
よ
う
と
意
志
の

力
で
切
り
開
い
て
い
る
。
良
く
し
よ

う
と
い
う
意
志
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

拡
大
さ
せ
る
。
日
本
に
は
そ
れ
が
な

い
。

　
公
共
事
業
を
削
減
し
国
土
へ
の
働

き
か
け
（
公
共
事
業
）
を
止
め
た
意

志
を
失
っ
た
国
家
。
国
土
へ
の
働
き

か
け
を
せ
ず
に
、
自
国
の
未
来
の
夢

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
」
と
い
う
若
者

も
増
え
て
い
る
。
国
家
も
国
を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
国
土
へ

の
働
き
か
け
を
抜
き
に
は
で
き
な

と
捉
え
、
日
本
の
活
動
に
活
用
す
る

も
の
で
、
日
本
の
現
象
学
を
や
ろ
う

と
言
う
本
だ
。
国
土
学
の
本
質
は
国

土
に
働
き
か
け
る
意
味
づ
け
を
す
る

こ
と
。「
国
民
国
家
の
現
象
学
」
を

捉
え
れ
ば
「
日
本
人
と
は
」
が
見
え

て
く
る
。
国
土
と
は
国
民
国
家
の
す

め
た
。
そ
れ
ま
で
自
信
を
持
っ
て
い

た
の
に
」
と
書
い
た
。
そ
の
95
年
、

財
政
危
機
宣
言
が
出
た
。
公
債
残
高

は
２
２
５
兆
円
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
ほ

ど
で
国
は
支
出
削
減
に
邁
進
し
始
め

た
。
政
府
が
お
金
を
使
え
ば
国
民
に

必
ず
渡
る
。
政
府
が
お
金
を
使
う
こ

と
を
止
め
た
の
が
、
受
取
人
が
将
来

の
世
代
で
あ
る
公
共
事
業
だ
。

　
95
年
の
日
本
人
１
人
当
た
り
の
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
３
位
で
４
万
２

５
０
０
㌦
。
だ
が
２
０
１
５
年
に
は

26
位
の
３
万
２
５
０
０
㌦
に
落
ち

た
。
こ
の
間
ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス

も
２
倍
に
な
り
ギ
リ
シ
ャ
で
も
１
・

38
倍
。
先
進
国
で
１
を
切
っ
た
の
は

年
ま
で
に
２
６
４
５
億
ユ
ー
ロ
を
入

れ
、
道
路
に
半
分
、
鉄
道
に
40
％
、

維
持
管
理
、
更
新
に
も
充
て
る
と
発

表
し
た
が
こ
れ
も
報
道
さ
れ
な
い
。

メ
ル
ケ
ル
首
相
に
「
財
政
出
動
し
ま

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
乗
っ
て
こ
な

い
の
は
「
計
画
的
に
道
路
整
備
を
考

え
て
い
る
」
か
ら
だ
。

み
か
。
す
み
か
を
き
ち
ん
と
す
る
こ

と
は
生
物
が
生
き
る
最
低
限
の
第
１

条
件
だ
。

　
日
本
人
は
自
然
の
脅
威
、
外
敵
の

脅
威
、
自
滅
の
脅
威
の
３
つ
の
脅
威

に
晒
さ
れ
て
い
る
。
脅
威
に
よ
っ
て

滅
び
る
可
能
性
を
最
小
化
す
る
こ
と

が
国
土
を
作
る
循
環
の
基
本
。
国
土

に
働
き
か
け
る
の
は
文
化
、
芸
術
、

社
会
や
思
考
な
ど
に
基
づ
い
て
作
る

上
部
構
造
。
そ
の
活
動
で
下
部
構
造

（
イ
ン
フ
ラ
）
が
変
わ
り
、
下
部
構

造
が
ま
た
上
部
構
造
に
影
響
す
る
。

　
国
土
を
作
る
こ
と
は
、
国
土
に
働

き
掛
け
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
ま

た
国
土
に
働
き
掛
け
る
。
こ
れ
を
昔

か
ら
延
々
と
や
っ
て
き
た
が
、
日
本

は
半
世
紀
近
く
、
特
に
こ
の
20
〜
30

年
何
も
し
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
や
中

国
、
ア
メ
リ
カ
は
元
気
で
、
公
共
事

業
に
相
当
額
を
投
資
し
て
い
る
。
日

本
は
公
共
投
資
が
半
分
く
ら
い
に
減

っ
た
。

　
一
般
財
団
法
人
道
路
交
通
情
報
通
信
セ
ン
タ

ー
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
渋
滞
、
規
制
な

ど
の
道
路
交
通
情
報
を
走
行
中
の
自
動
車
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
伝
え
て
く
れ
る
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ(

道
路
交

工
事
な
ど
に
よ
る
規
制
の
情
報（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）

を
、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
で
編
集
、
光
ビ
ー
コ
ン
、

電
波
ビ
ー
コ
ン
、
Ｆ
Ｍ
多
重
放
送
の
３
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
送
信
、
カ
ー
ナ
ビ
に
地
図
、
簡
易
図
形
、

文
字
で
表
示
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
に
よ
り
事

故
、
渋
滞
な
ど
道
路
交
通
の
課
題
解
決
を
目
指
す

Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）
の
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
し
て
１
９
９
８
年
、
世
界
に
先
駆
け

て
東
京
圏
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
世
界
が
目
を

見
張
る
ほ
ど
普
及
率
が
高
く
高
機
能
化
も
進
む
カ

ー
ナ
ビ
と
密
接
に
連
携
し
て
全
国
展
開
し
て
き

た
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
の
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ワ
イ
ド
も
基
本
的
に

は
同
じ
仕
組
み
だ
が
、
Ｆ
Ｍ
多
重
放
送
の
伝
送
容

量
を
従
来
の
約
２
倍
に
し
て
提
供
情
報
を
増
や
し

た
。
東
京
圏
で
は
「
プ
ロ
ー
ブ
情
報
」
と
呼
ば
れ

る
タ
ク
シ
ー
な
ど
走
行
中
の
車
か
ら
発
信
さ
れ
る

位
置
と
時
刻
の
情
報
も
集
め
る
よ
う
に
し
た
の
が

大
き
な
特
徴
。

　
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
活
用
す
る
と
、
車
両
感
知
器

の
な
い
路
線
で
も
タ
ク
シ
ー
の
走
行
状
況
に
よ
っ

て
実
際
の
道
路
交
通
状
況
が
わ
か
る
。
し
か
も
、

交
差
点
で
は
、
直
進
・
右
左
折
の
進
行
方
向
ご
と

に
通
過
時
間
情
報
も
提
供
さ
れ
る
。

　
加
え
て
、
広
範
囲
に
電
波
を
送
れ
る
Ｆ
Ｍ
多
重

放
送
を
使
う
こ
と
で
、
光
ビ
ー
コ
ン
で
し
か
提
供

で
き
な
か
っ
た
一
般
道
の
旅
行
時
間
情
報
も
、
高

速
道
と
合
わ
せ
て
提
供
可
能
に
な
っ
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
刻
々
と
変
化
す
る
交
通
状
況
に
応
じ
て
渋

滞
を
回
避
し
な
が
ら
走
行
す
る
「
最
適
ル
ー
ト
選

択
」
を
図
れ
る
の
で
、
普
及
が
進
む
と
渋
滞
名
所

の
解
消
も
進
む
。

　
こ
れ
ま
で
は
特
別
警
報
と
し
て
大
津
波
警
報
を

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
カ
ー
ナ
ビ
画
面
上
に
表
示
し
て

い
た
が
、
大
雨
、
暴
風
等
の
気
象
情
報
と
火
山
噴

火
警
報
（
地
震
警
報
は
除
く
）
も
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

表
示
さ
れ
、
運
転
に
支
障
を
き
た
す
と
さ
れ
る
１

時
間
50
㍉
以
上
の
豪
雨
エ
リ
ア
を
、
地
図
上
に
分

か
り
や
す
く
色
分
け
し
て
示
す
よ
う
に
な
り
、
安

全･

安
心
対
策
が
強
化
さ
れ
た
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ワ
イ
ド

高
速
道
路
タ
イ
プ
の
自
動
車
専
用

道
路
な
の
に
、
中
央
分
離
帯
が
な

い
道
路
で
は
70
㌔
以
下
で
し
か
走

れ
な
い
。
一
つ
間
違
う
と
死
亡
事

故
と
い
う
危
険
な
道
路
が
総
延
長

の
３
分
の
１
も
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
は
総
延
長
の
３
分
の
１

が
６
車
線
以
上
で
、
時
速
１
３
０

㌔
で
走
れ
る
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は

実
質
無
制
限
。
多
く
の
国
の
高
速

道
路
の
制
限
速
度
は
１
３
０
㌔

で
、
時
速
１
０
０
㌔
の
国
は
先
進

国
で
日
本
だ
け
だ
。

　
政
府
に
お
金
を
渡
し
て
い
る
の

は
国
民
。
税
の
か
た
ち
で
吸
い
上

げ
ら
れ
る
か
「
公
債
」
つ
ま
り
借

用
書
の
か
た
ち
で
政
府
に
お
金
を

渡
す
か
で
、
国
は
銀
行
か
ら
お
金

を
借
り
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
政

府
が
税
金
と
し
て
課
せ
ば
問
題
な

い
が
、
政
府
が
国
民
に
借
用
書
を

渡
し
て
お
金
を
も
ら
っ
た
途
端
に

大
問
題
と
な
る
と
い
う
の
は
本
当

な
の
か
。
そ
れ
は
借
金
と
い
う
よ

り
政
府
の
国
民
に
対
す
る
債
務
で

あ
り
、
国
民
の
政
府
に
対
す
る
債

権
な
の
だ
。国
民
が
豊
か
に
な
り
、

よ
り
良
い
環
境
の
中
で
暮
ら
せ
る

と
い
う
環
境
整
備
の
た
め
に
財
政

を
組
ん
で
い
る
。

　
藤
井
　
下
部
構
造
へ
の
働
き
か

け
を
し
な
い
の
は
、
下
部
構
造
の

価
値
を
過
小
評
価
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
国
債
が
積
み
上
が

る
の
は
後
世
の
付
け
と
解
釈
し
、

イ
ン
フ
ラ
の
存
在
価
値
を
過
小
評

価
。
国
債
が
積
み
上
が
る
の
を
問

題
と
し
、
道
路
や
空
港
や
港
湾
が

出
来
る
価
値
を
小
さ
い
と
思
っ
て

い
る
。
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
で

道
路
が
出
来
、
借
金
と
共
に
資
産

も
で
き
る
。
国
債
問
題
は
イ
ン
フ

ラ
の
過
小
評
価
問
題
で
あ
る
。

　大
石
　
社
会
に
は
下
部
構
造
が

あ
る
が
個
人
の
努
力
で
は
実
現
で

き
ず
、
み
ん
な
の
お
金
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
に
個

人
の
豊
か
な
空
間
が
出
来
る
。

　藤
井
　
諸
外
国
も
道
路
だ
け
を

作
り
た
い
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
が

　
大
石
　
国
土
へ
の
働
き
か
け
は
永

久
の
輪
廻
構
造
に
あ
る
。
国
土
学
の

原
点
は
「
国
土
に
働
き
か
け
な
け
れ

ば
、
国
土
は
恵
み
を
返
さ
な
い
」
と

い
う
こ
と
。
耕
さ
な
け
れ
ば
豊
か
な

農
産
物
は
手
に
入
ら
な
い
。
土
を
盛

っ
た
り
切
っ
た
り
、
道
路
も
鉄
道
も

都
市
も
同
じ
。
働
き
か
け
る
度
合
い

に
応
じ
て
大
き
な
恵
み
が
返
っ
て
く

る
。
江
戸
時
代
の
人
々
は
利
根
川
や

荒
川
を
付
け
替
え
た
り
し
て
く
れ

た
。
我
々
も
次
の
世
代
の
た
め
国
土

に
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
１
９
９
５
年
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ

ン
グ
な
年
。
村
上
春
樹
は
「
こ
の
年

か
ら
日
本
人
は
急
に
不
安
に
な
り
始

大石久和 藤井聡×国土技術研究センタ
ー国土政策研究所長 京都大学大学院教授

国
土
学
を
語
る
大
石
久
和
国
土
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
国
土
政
策
研
究
所
長

（
左
）
と
、
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学

院
教
授

い
。

　
悪
し
き
循
環
の
一
つ
の
断
面
が

「
公
共
事
業
批
判
」
だ
。
簡
単
に
言

う
と
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
を
見
て
い

な
い
。諸
外
国
は
事
実
を
見
て
い
る
。

事
実
を
見
る
か
ら
改
善
す
る
気
に
な

る
。
日
本
は
事
実
を
見
な
い
か
ら
国

土
に
働
き
掛
け
な
い
。
働
き
か
け
な

い
か
ら
ま
す
ま
す
ダ
メ
に
な
る
。
日

本
人
は
良
い
悪
い
を
気
に
す
る
こ
と

さ
え
止
め
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
は
将
来
世
代
へ
の
贈
り
物 日

本
だ
け
で
、
日
本
人
は
こ
の
20
年

で
確
実
に
貧
乏
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
公
共
事
業
、
国
土
へ
の
働
き
か
け

の
総
量
だ
が
、
96
年
を
起
点
に
半
減

以
下
に
下
げ
た
国
は
な
い
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
減
れ
ば
税
収
は
必
ず
減

る
。
経
済
の
牽
引
役
不
在
、
個
人
消

費
、
輸
出
が
失
速
と
い
う
が
、
一
番

大
き
い
の
は
公
共
投
資
の
マ
イ
ナ
ス

２
・
７
だ
。「
構
造
改
革
な
く
し
て

景
気
回
復
な
し
」
は
「
空
白
の
20
年
」

の
景
気
停
滞
を
招
い
た
。
経
済
成
長

が
な
く
総
税
収
は
伸
び
な
い
。
60
兆

円
納
め
る
こ
と
が
出
来
た
国
民
が
40

兆
円
し
か
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
足
り
な
い
か
ら
消
費
税
と
言
う
。

我
が
国
の
税
の
問
題
は
「
消
費
税
問

題
」
で
な
く
「
総
税
収
問
題
」
だ
。

国
民
は
直
接
税
で
納
め
る
事
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
る
。
夫
婦
が
子
供
を

授
か
っ
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

従
来
は
パ
ー
ト
に
出
な
く
て
良
か
っ

た
の
に
、
奥
さ
ん
が
パ
ー
ト
に
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
世
帯
が
増
加
。
そ

れ
が
「
保
育
所
問
題
」
の
本
質
だ
。

　
公
共
工
事
は
全
て
建
設
国
債
で
行

わ
れ
て
い
る
。
建
設
国
債
だ
か
ら
公

共
工
事
を
削
っ
て
も
社
会
保
障
や
研

あ
る
と
み
ん
な
が
豊
か
に
な
る
か

ら
作
る
。
だ
か
ら
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
は
道
路
や
港
湾
を
整
備
し
鉄

道
に
投
資
し
、
競
争
力
を
獲
得
す

る
。
ド
イ
ツ
人
が
豊
か
な
理
由
は

圧
倒
的
な
ス
ト
ッ
ク
の
量
だ
。
ス

ト
ッ
ク
を
積
む
態
度
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
存
在
す
る
の
に
日
本
に
は
著

し
く
少
な
い
。
公
共
投
資
を
削
る

の
は
不
道
徳
国
家
と
思
う
。

　大
石
　
将
来
世
代
の
人
々
へ
の

贈
り
物
を
現
代
世
代
が
や
る
の
が

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
。
手

を
抜
く
の
は
将
来
世
代
が
よ
り
安

全
、
快
適
に
、
効
率
的
に
暮
ら
せ
、

競
争
力
が
増
し
、
経
済
が
成
長
す

る
と
い
う
環
境
整
備
を
怠
る
こ
と

だ
。
日
本
は
こ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ

ィ
ー
の
置
き
方
が
世
界
の
国
々
と

違
う
。
政
府
は
公
共
事
業
の
拡
大

で
需
要
を
創
出
す
る
し
か
な
い
。

現
在
の
国
の
経
済
状
況
に
は
大
き

な
財
政
出
動
が
必
要
。計
画
的
に
、

逓
増
す
る
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
の
諸

環
境
を
改
善
し
、
民
間
の
投
資
を

生
む
環
境
を
作
る
こ
と
が
成
長
軌

道
に
乗
る
鍵
で
あ
る
。

　
藤
井
　
こ
の
本
で
も
う
一
つ
重

要
な
の
は
、
豊
か
な
国
は
ど
こ
か

ら
来
る
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い

る
事
だ
。
忘
れ
て
い
け
な
い
の
は

善
悪
の
判
断
。
判
断
が
あ
っ
て
初

め
て
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
来
、
意
志
が

成
立
し
て
下
部
構
造
に
働
き
か
け

が
出
来
、
循
環
が
生
ま
れ
る
。
循

環
を
回
す
根
幹
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
源
は
価
値
観
だ
。
そ
し
て
そ

の
価
値
観
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と

い
う
と
本
物
の
場
所
か
ら
来
る
。

　
き
れ
い
な
景
色
を
見
る
。
本
当

に
美
し
い
所
、
長
い
歴
史
の
中
で

自
然
と
調
和
し
て
出
来
あ
が
っ
た

風
景
や
場
所
。
こ
れ
が
本
物
で
、

暮
ら
し
と
一
体
化
し
調
和
し
て
い

る
。
日
本
に
は
二
千
年
間
ず
っ
と

本
物
が
あ
っ
た
。
田
舎
は
本
物
の

場
所
だ
ら
け
。
地
方
に
投
資
し
な

い
か
ら
田
舎
が
潰
れ
か
け
て
い

る
。
高
速
道
路
や
新
幹
線
、
港
湾

も
都
会
ば
か
り
投
資
。
本
物
の
場

所
が
ど
ん
ど
ん
潰
れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
均
衡
あ
る

国
土
の
発
展
を
し
て
い
る
か
。
地

方
に
美
し
い
本
物
の
場
所
が
あ
る

か
ら
だ
。
日
本
人
も
そ
の
感
覚
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム)

の
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
―
―
「
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ワ

イ
ド
」
の
本
格
的
な
普
及
に
乗
り

出
し
た
。
昨
春
開
始
の
新
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
可
能
な
カ
ー
ナ
ビ
が
、

今
年
度
中
に
ほ
ぼ
出
そ
ろ
う
た
め

で
、
今
後
、
安
全
で
快
適
な
ド
ラ

イ
ブ
に
順
次
威
力
を
発
揮
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
、
都
道
府
県
警
察

や
道
路
管
理
者
が
集
め
た
、
渋
滞

や
一
定
区
間
の
通
過
に
か
か
る
所

要
時
間
（
旅
行
時
間
）、
事
故･

道路交通情報新時代へ「VICS ワイド」本格スタート　　　　
対
応
カ
ー
ナ
ビ
が

必
要
だ
が
、
利
用

料
金
は
そ
の
購
入

料
金
に
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ

以
上
の
追
加
料
金

は
必
要
な
い
。
プ

ロ
ー
ブ
情
報
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
は
ま

だ
東
京
圏
だ
け
だ

が
、
他
地
域
へ
の

展
開
も
検
討
中
と

い
う
。

最
短
で
ド
ラ
イ
ブ

豪
雨
エ
リ
ア
の
表
示

フォーレなかかわね茶茗舘
藤森敦館長

　静岡の中央部、大井川中流域に位置

静岡県川根本町水川 71-1　
国道 362 号　TEL.0547-56-2100

し、「きかんしゃトーマス号」運行で脚光を浴び
ている大井川鉄道沿線にあり、茶処静岡の中でも
特に品質の高い「川根茶」の産地です。気のぬく
もりを感じられる施設内のお茶室で、庭園に親し
みながらぜひ、本場の川根茶を堪能してください。

高千穂
佐藤利治館長

　国定公園「高千穂峡」を見渡せる神

宮崎県高千穂町三田井 1296-5
国道 218 号　TEL.0982-72-9123

都大橋のたもとにあり、物産館では高千穂の大地
が育んだ青果・加工品・花・工芸品・土産物など
の特産品をたくさん取り揃えております。レスト
ランでは、地元の食材を使った料理が楽しめます。
チキン南蛮定食・高千穂牛丼が人気です。

もりた
今淳一駅長

　田園の中の安らぎ空間です。 お土産

青森県つがる市森田町床舞稚桜 4-1
国道 101 号　TEL. 0173-26-4488

は勿論、地元のお菓子や工芸品が揃う物産館、ボ
リュームたっぷりでメニュー豊富なレストラン、
多種多様な焼酎酒屋、すべて地元のおかみさん手
作りの野菜・果物店、明治中期建築の旧増田邸を
使用したそば処が皆様をお迎えします。

くみはま SANKAIKAN
中岡耕二駅長

　ラグビーボールのようなスイカ「沙

京都府京丹後市久美浜浦明 1709
国道 178 号　　TEL.0772-83-2000

丘のたまご」を先陣に、6月以降はスイカ、メロ
ン、桃、ぶどう、梨等フルーツでいっぱい。特に
地元砂丘メロンは逸品で贈答品として喜ばれ、メ
ロン狩り体験もできます。地元野菜中心の超安い
800円バイキング、冬は牡蠣が大好評！

おおの
奥山清一所長

　緑広がる300㌶の「おおのキャンパス」

岩手県洋野町大野 58-12-30
国道 395 号　TEL.0194-77-3202

にあり、大野木工を始めとするものづくり体験や、
産直、レストラン、宿泊施設など誰でも楽しめる
スポットが盛りだくさんです。特に三陸ジオパー
ク認定の大野海成段丘を利用したパークゴルフ場
は本州最大級の広さを誇り大人気です。

みとう
金田真一駅長

　昨年「日本ジオパーク」に認定され

山口県美祢市美東町大田 5480-1
県道 32 号　TEL.08396-2-2500

た国定公園「秋吉台」の麓にあり、自然豊かな道
の駅です。美東町にある「長登銅山」跡は、奈良
の大仏建立に使われた銅の産出地で、大仏様のふ
るさととして知られています。特産の「美東ごぼ
う」を使用した料理や加工品も人気です。

究
、
教
育
な
ど
に
回
ら
な
い
。
建
設

国
債
で
調
達
し
た
お
金
は
公
共
事
業

に
し
か
使
え
な
い
。「
公
共
事
業
を

削
れ
ば
何
か
が
出
来
る
」
と
思
い
が

ち
だ
が
そ
う
は
な
ら
な
い
。
公
共
事

業
を
し
な
く
て
も
輸
出
大
国
だ
か
ら

輸
出
す
れ
ば
良
い
と
言
う
人
も
い

る
。

　
残
念
な
が
ら
我
が
国
は
輸
出
大
国

で
は
な
い
。
我
が
国
の
輸
出
額
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
割
っ
た
数
字
は
15
％
に
過
ぎ

ず
、
ド
イ
ツ
の
半
分
以
下
。
60
年
か

ら
の
輸
出
依
存
度
で
日
本
は
２
割
を

超
え
た
こ
と
が
な
い
。
日
本
は
内
需

拡
大
な
し
に
は
成
長
し
な
い
ア
メ
リ

カ
同
様
の
内
需
大
国
だ
。

「
国
土
学
―
国
民
国
家
の
現
象
学
」
刊
行
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

熱心にトークセッショ
ンに聞き入る来場者

著書にサインする筆者の二人
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　欧
州
統
合
は
１
９
９
２
年
、
当

時
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
12
カ
国
に
よ
っ
て

調
印
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条

約
に
よ
っ
て
成
熟
し
93
年
、
Ｅ
Ｕ

が
発
足
。
同
条
約
に
は
域
内
の

社
会
的
、
経
済
的
結
束
と
国
際

競
争
力
強
化
を
図
る
「
欧
州
横

断
運
輸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Trans-

E
u

ro
p

e
a

n
 T

ra
n

sp
o

rt 
N

etw
ork:TEN

-T

）
の
構
築
」

も
盛
り
込
ま
れ
、
欧
州
の
国
際
輸

送
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
進
め
ら
れ

た
。　97

年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約

で
、
協
定
参
加
国
間
で
の
国
境
検

査
の
撤
廃
を
規
定
し
た
「
シ
ェ
ン

ゲ
ン
協
定
」
を
Ｅ
Ｕ
の
法
と
し
て

取
り
入
れ
、
99
年
に
経
済
通
貨
同

盟
が
発
足
し
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が

誕
生
、
２
０
０
４
年
に
中
東
欧
諸

国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
実
現
し
、
順
調

に
発
展
す
る
か
に
見
え
た
。

　し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
世
界
同
時
不
況
と
欧
州
債
務

危
機
を
経
て
Ｅ
Ｕ
は
、
デ
フ
レ
や

経
済
の
長
期
停
滞
が
懸
念
さ
れ
、

ド
イ
ツ
を
除
く
多
く
の
ユ
ー
ロ
加

盟
国
は
、
南
欧
諸
国
を
中
心
に
高

い
失
業
率
に
苦
し
む
。
更
に
中
東

か
ら
の
大
量
の
難
民
流
入
と
連
続

テ
ロ
の
発
生
で
Ｅ
Ｕ
そ
の
も
の
が

危
う
く
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
世

界
有
数
の
多
民
族
国
家
で
多
様
な

宗
教
を
抱
え
て
い
る
。
多
民
族
・

多
宗
教
な
集
団
こ
そ
が
現
在
の
ア

メ
リ
カ
の
文
化
的
価
値
を
創
り
出

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
教
科
書

は
「
民
族
と
宗
教
の
多
様
性
は
合

衆
国
の
最
大
の
強
み
の
一
つ
で
あ

る
」
と
教
え
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ

カ
社
会
が
抱
え
る
問
題
は
現
在
も

解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
中

米
か
ら
の
不
法
移
民
の
取
り
締
ま

り
に
積
極
姿
勢
を
示
し
、
中
国
や

日
本
を
打
ち
負
か
す
と
高
言
す
る

共
和
党
大
統
領
候
補
の
ト
ラ
ン
プ

氏
人
気
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

　内
村
鑑
三
（
１
８
６
１
～
１
９

３
０
年
）
は
札
幌
農
学
校
（
現
北

海
道
大
学
）
時
代
、「Boys' be 

am
bitious

」
で
有
名
な
ク
ラ
ー

ク
博
士
に
感
化
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト

教
信
者
に
な
り
、
福
音
主
義
信
仰

と
時
事
社
会
批
判
に
基
づ
く
日
本

独
自
の
無
教
会
主
義
を
唱
え
た
。

内
村
は
１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）

９
月
１
日
の
日
記
に
以
下
の
言
葉

を
遺
し
て
い
る
。

　「（
関
東
大
）
震
災
一
周
年
で
あ

る
。
粗
食
し
て
こ
の
日
を
記
念
し

た
。（
中
略
）
し
か
し
地
震
よ
り

大
な
る
わ
ざ
わ
い
は
米
国
の
排
日

で
あ
る
。
し
か
も
前
者
を
嘆
く
者

は
多
く
し
て
後
者
を
憂
う
る
者
は

少
な
い
。
地
震
は
財
産
を
壊
ち
し

に
す
ぎ
ず
と
い
え
ど
も
排
日
法
は

権
利
を
奪
う
た
。
こ
の
ま
ま
に
し

て
放
棄
し
置
け
ば
日
本
は
国
と
し

て
滅
ぶ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
思
う
て
憂
慮
に
た
え
な
い
」

　排
日
法
（
排
日
移
民
法
）
は
24

年
7
月
施
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の

法
律
の
日
本
に
お
け
る
通
称
。
日

本
人
移
民
の
み
を
排
除
し
た
法
律

で
は
な
く
、
１
８
９
０
年
以
後
に

大
規
模
移
民
が
始
ま
っ
た
東
欧
・

南
欧
出
身
者
、
ア
ジ
ア
出
身
者
を

厳
し
く
制
限
す
る
の
が
目
的
。
特

に
ア
ジ
ア
出
身
者
に
は
全
面
的
に

移
民
を
禁
止
す
る
条
項
が
設
け
ら

れ
、
当
時
の
日
本
政
府
・
国
民
は

こ
れ
に
強
く
反
発
。
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
と
日
本
を
愛
す
る
内
村
の

落
胆
は
大
き
か
っ
た
。

後
世
へ
の
最
大
遺
物

　内
村
は
国
土
教
育
・
イ
ン
フ
ラ

教
育
の
教
材
に
相
応
し
い
著
書
を

幾
つ
か
遺
し
た
。『
後
世
へ
の
最

大
遺
物
』
と
『
デ
ン
マ
ル
ク
国
の

話
』
は
そ
の
代
表
作
。『
後
世
へ

の
最
大
遺
物
』
は
明
治
27
年
夏
、

河
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
何
も
遺

さ
ず
に
死
ん
で
し
ま
い
た
く
な

い
。
何
か
こ
の
世
に
記
念
物
を
遺

し
て
逝
き
た
い
。
そ
れ
な
ら
ば
わ

れ
わ
れ
は
何
を
こ
の
世
に
遺
し
て

逝
こ
う
か
。金
か
事
業
か
思
想
か
。

こ
れ
い
ず
れ
も
遺
す
に
価
値
あ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
何

人
に
も
遺
す
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
れ
は
本
当
の
最
大

の
遺
物
で
は
な
い
。
何
人
に
も
遺

す
こ
と
の
で
き
る
本
当
の
最
大
遺

物
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
勇
ま

し
い
高
尚
な
る
生
涯
で
あ
る
。

　勇
ま
し
い
高
尚
な
る
生
涯
、金
、

思
想
と
合
わ
せ
、
将
来
世
代
に
遺

す
べ
き
価
値
あ
る
も
の
と
し
て

（
公
共
）
事
業
、
つ
ま
り
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時

内
村
は
、
価
値
あ
る
土
木
事
業
と

し
て
箱
根
疎
水
（
箱
根
の
山
の
下

に
隧
道
を
掘
り
、
芦
ノ
湖
の
水
を

沼
津
方
面
に
流
し
、
耕
地
を
大
き

く
増
や
す
）
と
安
治
川
開
削
（
淀

川
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
大
阪
天
保

山
を
切
り
開
き
、
安
治
川
を
造
っ

た
）
を
取
り
上
げ
た
。

デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話

　『デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
』
は
ド

イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
戦
争

に
敗
れ
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
と
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
２
州
を
奪
わ
れ
た
デ
ン

マ
ー
ク
の
復
興
を
願
う
工
兵
士
官

ダ
ル
ガ
ス
が
、
外
に
失
っ
た
国
土

を
内
に
求
め
よ
う
と
、
荒
漠
の
地

ユ
ト
ラ
ン
ド
に
植
林
す
る
苦
心
を

描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
ユ

ト
ラ
ン
ド
の
荒
野
に
は
樅
の
木
が

繁
り
木
材
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
、
気
候
が
大
き
く
変

化
し
て
良
き
田
園
に
な
っ
た
。

　こ
の
伝
記
物
語
は
「
デ
ン
マ
ー

ク
の
柱
」
と
し
て
戦
後
の
小
学
校

国
語
教
科
書
に
も
採
録
。
ち
な
み

に
「
２
０
１
３
年
版
世
界
幸
福
度

　かつて福岡に在住していた頃、週末ともなれ
ば、ある産直市場に買い出しに出かけていたこ
とがあります。旬な食材の品揃え、生産者の顔
を見せる仕掛けは当たり前で、何よりも値段以
上に見合った地元の食材が、まとめて手に入る
ことが魅力の一つでした。数多くある産直市場
の中でも、その産直市場ほど地元の人々がこぞ
って集まる場所を、他に見たことがありません。

「地産地消」という言葉が使われ始めて久しい
ですが、まさにその地産地消の姿を実感したも
のです。
　道の駅にも今では当然のように産直市場は併

設され、それは集客と売り上げの大きな割合を
占めるようになっています。ところが、その多
くは地域外からの来訪者をターゲットとした

「地産来消」に依存し、土産物ビジネスの感覚
に似た品揃えと値付けになっているものです。
たとえ賑わいがあっても、その覆う雰囲気は地
元の人が集う場とは異なるものがあります。
　そのような中で、近年では地産地消型の道の
駅が注目されています。地元ナンバーの車両が
列をなし、地域外からの観光客にとっても、地
元の人が認めるものであることを保証すること
を、肌で感じ取ることで売上増につながる好循
環を生み出しているのです。
　永く頼られるは他力ではなく、地元の人々が
リピーターとなり、自然と集うような場である
ことが道の駅の理想の姿。地元の人が集ってこ
そ道の駅の「駅」たる所以となるでしょう。

シリーズ「国土教育」 内村鑑三に学ぶ「寛容な民主主義とインフラ整備」の重要性

将来世代に遺すインフラ

は
軍
隊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
軍
艦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
た
ま
た
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
銀
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
信
仰
で
あ
り
ま
す
」
と

３
つ
の
教
訓
を
示
し
た
。

　内
村
の
熱
い
想
い
を
引
き
継

ぎ
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
も
国

土
に
対
し
て
働
き
か
け
を
続
け
、

将
来
世
代
に
よ
り
良
い
社
会
基
盤

を
遺
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　
森
田
康

夫
）　編

集
部
か
ら
：
こ
の
原
稿
は
熊

本
地
震
発
生
前
の
４
月
６
日
に
寄

稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

７

国道愛好家
� 松波成行

報
告
」
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
世
界

で
一
番
幸
福
な
国
と
し
て
い
る
。

よ
り
良
い
社
会
基
盤
を

　こ
の
短
編
（
講
演
録
）
で
内
村

は
「
国
の
興
亡
は
戦
争
の
勝
敗
に

よ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
民
の
平
素
の

修
養
に
よ
り
ま
す
。
善
き
宗
教
、

善
き
道
徳
、
善
き
精
神
あ
り
て
国

は
戦
争
に
負
け
て
も
衰
え
ま
せ

ん
」、「
富
は
大
陸
に
も
あ
り
ま
す
、

島
嶼
に
も
あ
り
ま
す
。
沃
野
に
も

あ
り
ま
す
、沙
漠
に
も
あ
り
ま
す
。

善
く
こ
れ
を
開
発
す
れ
ば
小
島
も

能
く
大
陸
に
勝
さ
る
の
産
を
産
す

る
の
で
あ
り
ま
す
」、「
国
の
実
力

箱
根
で
開
か
れ

た
全
国
キ
リ
ス

ト
信
徒
の
修
養

会
で
の
講
演
を

ま
と
め
た
も
の

で
、
要
旨
は
次

の
通
り
。

　わ
れ
わ
れ
が

五
十
年
の
生
命

を
托
し
た
こ

の
美
し
い
地

球
、
こ
の
美
し

い
国
、
こ
の
わ

れ
わ
れ
を
育
て

て
く
れ
た
山
や

狼煙
新弘之駅長

　能登半島最北端に位置し、日本の灯

石川県珠洲市狼煙町テ部 1-1
県道 28 号　TEL.0768-86-25 25

台50選「禄剛崎灯台」の麓にあります。当店に
併設された施設で作るお豆腐は、大浜大豆という
貴重な豆から作られ、濃厚でコクが強い味が特徴
で、県内外からこの味を求めて大勢の方が訪れま
す。道の駅味自慢でも第３位に選ばれました。

ぎのざ
比嘉雅貴駅長

　沖縄初の「重点道の駅」に選定され、6月

沖縄県宜野座村漢那 1633
国道 329 号　TEL.098-968-4520

～8月には地元産パイン・マンゴーの熱帯果実、1月～
4月までは地元で生産されたイチゴのほか、エコ野菜の
ベビーリーフ等が地元客にも行楽客にも人気です。じゃ
がいもを使用した麺や旬の果物を使用したケーキを自家
製造販売し、これもたいへん好評いただいております。

富士川
居村一彦支配人

　甲府盆地の南の玄関口にあり、旧舂

山梨県富士川町青柳町 1655-3
国道 52 号　　TEL.0556-48-8700

米 (つきよね )学校をモチーフとした外観が印象
的です。トマトやぶどうなど朝採り農産物、小麦
まんじゅう、ねじり菓子、地元産ゆずを使ったお
土産、郷土料理「みみ」が人気です。自転車、ス
ポーツイベント、コンサートも随時開催！
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望
抜
群
の｢

四
国
カ
ル
ス
ト｣

…

…
。　わ

が
国
最
高
レ
ベ
ル
の
自
然
景

観
、
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
四
国

霊
場
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
も
あ
る

と
い
う
好
条
件
を
備
え
て
い
る
の

だ
か
ら
、
愛
媛
県
久
万
高
原
町
の

誇
る
こ
の
日
本
風
景
街
道
に
最
近
、

外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
の

も
う
な
ず
け
る
。

　「お
ま
け
に
、
四
つ
の
モ
デ
ル
ル

ー
ト
に
は
他
に
も
す
ば
ら
し
い
ポ

イ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
こ

も
自
然
の
豊
か
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
２
倍
に
も
３
倍
に
も
膨
ら

ま
せ
て
く
れ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、

長
年
育
ま
れ
て
き
た
お
遍
路
さ
ん

へ
の
お
も
て
な
し
の
心
も
ぜ
ひ
体

感
し
て
く
だ
さ
い
」

　面
河
渓
の
中
心
に
あ
る｢

五
色

河
原｣

や｢

亀
腹｣

を
目
の
前
に

眺
め
な
が
ら
休
息
で
き
る
町
営「
渓

泉
亭 

面
河
茶
屋
」
で
、
観
光
案
内

人
兼
調
理
人
兼
掃
除
婦
を
し
て
い

る
と
い
う
女
主
人
、
中
田
直
美
さ

ん
（
49
）
が
熱
く
お
勧
め
す
る
。

　各
ル
ー
ト
の
起
点
に
な
っ
て
い

る
道
の
駅｢

天
空
の
郷
さ
ん
さ

ん｣

で
、
常
駐
の
手
づ
く
り
観

光
案
内
人
を
２
年
間
務
め
て
い
る

う
ち
に
、
町
の
宝
で
あ
る
現
場
で

来
訪
者
と
ふ
れ
あ
い
語
り
合
い
た

い
と
、
今
春
か
ら
転
職
希
望
を
か

な
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

登
山
道
復
元
も

　お
も
て
な
し
の
こ
と
な
ら
と
、

面
河
渓
や
石
鎚
山
で
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ガ
イ
ド
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る｢

面
河
渓
を
愛
す
る
会｣

会
長
の

白
石
崇
さ
ん
（
76
）
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。

　白
石
さ
ん
は
愛
媛
大
山
岳
会
、

愛
媛
県
山
岳
連
盟
の
会
長
を
長
く

務
め
た
が
数
年
前
に
退
い
た
。
し

か
し
、
今
も
愛
す
る
山
歩
き
は
欠

か
さ
な
い
元
気
さ
で
、
面
河
渓
か

ら
御
来
光
の
滝
（
日
本
の
名
瀑
百

選
）
経
由
で
石
鎚
山
へ
の
昔
の
登

山
道
復
元
に
尽
力
し
た
。

　世
界
の
経
済
が
大
変
な
混
乱
に

陥
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
の
20

年
間
ま
っ
た
く
経
済
成
長
せ
ず
、

そ
の
た
め
税
収
の
伸
び
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
日
本
か
ら
眺
め
て
い

る
と
、
世
界
の
ど
の
国
で
も
同
様

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
の
間
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
２

・
５
～
３
倍
程
度
の
伸
び
を
示
し
、

そ
の
た
め
税
収
も
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
も
近
年
は
苦
労
を

し
て
い
ま
す
が
、
20
年
の
ス
パ
ン

で
見
る
と
１
・
５
～
２
倍
程
度
に

は
経
済
成
長
し
て
い
た
の
で
す
。

中
国
の
急
成
長
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　経
済
の
成
長
に
は
、
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
欠
か
せ
な

い
の
で
す
が
、
実
に
不
思
議
な
こ

と
に
《
日
本
の
首
脳
（
実
は
日
本

の
経
済
学
者
も
で
す
が
）
だ
け
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
を
説
い

た
こ
と
が
な
い
》
の
で
す
。

　ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、
教
書
や

演
説
の
な
か
で
「
21
世
紀
の
ビ
ジ

ネ
ス
と
経
済
に
見
合
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
だ
」
と
い
う
意
味

の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　イ
ギ
リ
ス
の
前
首
相
ブ
レ
ア
氏

も
現
首
相
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
も
、

「
イ
ン
フ
ラ
は

現
代
生
活
を
支

え
る
経
済
戦
略

の
重
要
な
要
素
で
後
回
し
に
で
き

る
課
題
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を

示
し
て
い
ま
す
。

　ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
た
ち

は
三
党
連
立
合
意
文
書
の
な
か
で

｢

ド
イ
ツ
の
競
争
力
を
保
障
す
る

も
の
は
、
質
の
高
い
交
通
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
首
脳
も
イ
タ
リ
ア
の
首
脳
も

繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

イ
タ
リ
ア
の
若
き
マ
ッ
テ
オ
・
レ

ン
ツ
ィ
首
相
は
来
日
中
に
、「
イ
ン

フ
ラ
へ
の
投
資
は
重
要
で
あ
る
。

予
算
が
制
約
さ
れ
て
い
て
も
、
イ

ン
フ
ラ
へ
の
投
資
は
長
期
的
な
経

済
成
長
に
貢
献
す
る
か
ら
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
紹
介

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
日
本

人
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。

　世
界
と
日
本
の
首
脳
た
ち
の
イ

ン
フ
ラ
認
識
の
違
い
に
は
愕
然
と

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
不
思
議
の
国
・
日
本
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　西
日
本
の
最
高
峰
で
あ
り
古
代

か
ら
日
本
七
霊
山
と
し
て
敬
わ
れ
、

今
日
で
は
日
本
百
名
山
の
人
気
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る「
石
鎚
山
」（
１

９
８
２
㍍
）。
そ
の
南
麓
を
深
く
切

り
開
い
て
巨
岩･

奇
岩
を
彫
刻
の

よ
う
に
飾
り
立
て
清
流
を
ほ
と
ば

し
ら
せ
て
い
る
国
指
定
名
勝｢

面

河
渓｣

（
お
も
ご
け
い
）。
さ
ら
に

は
高
知
県
境
に
ま
で
広
が
り
日
本

三
大
カ
ル
ス
ト
に
数
え
ら
れ
る
眺

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

え
ひ
め 

や
ま
な
み
燦
々 

風
景
街
道

面河渓

霊場のおもてなしの心

かきのきむら
赤松美生駅長

　島根県の西端、山口県との県境にある

島根県吉賀町柿木村柿木 500-1
国道 187 号　TEL.0856-79-8024

道の駅。「かきのきむら」は合併前の村の名前です。
安心・安全にこだわって栽培された米や野菜、それ
を原料にした加工品をはじめ、天然酵母のパン、健
康食品を揃えているのが自慢です。健康に興味のあ
る方はぜひお越しください！

南飛騨小坂
二村貢正駅長

　御嶽山の麓、岐阜の宝物第１号に認

岐阜県下呂市小坂町赤沼田 811-1
県道 437 号　TEL.0576-62-1010

定された小坂の滝めぐりの玄関口。春には美しく
咲き誇る「はなもも」が楽しめます。飛騨小坂温
泉郷に湧き出る源泉で炊いた名物「鉱泉粥」は、
お食事にもお土産にもおすすめ。最近注目を集め
ている「えごま」タレの五平餅も大人気です。

みしょうＭＩＣ
永元義秋駅長

　愛媛県の最南端にある道の駅です。

愛媛県愛南町御荘平城 4296-1
国道 56 号　TEl.0895-72-1115

山の幸海の幸が年中、新鮮市に並びます。愛南ゴー
ルド（河内晩柑）はリピーターからの注文により
全国に発送され、また、その果汁を使った加工品
も充実しています。冬には牡蠣が人気で、１～２
月（週末）は食べ放題も行なっています。

1605RoutePress紙面_.indd   10 2016/05/31   15:34:01
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■「組
く

手
で

什
じゅう

」を寄贈
　「〝緑と木の温もり〟で熊本の復興を支援！」をキ
ャッチフレーズに、公益社団法人国土緑化推進機構
はいちはやく 4 月 19 日から「緑の募金」による熊
本地震の支援活動を開始している。
　被災地の森林復旧に向けた緑化活動と、避難所や
学校周辺における緑化活動等の支援に使途を限定し
た募金で、①個人②街頭③企業④職場⑤店頭⑥協賛
の募金を郵便口座、銀行口座、インターネット募金
で受け付ける。寄付金は税額または所得控除を受け
られる（詳しくは「緑の募金」公式サイト http://
www.green.or.jp/bokin/）
　同機構では具体的な取り組みとして、被災地の要

望と東日本大震災でも実施した支援活動の実績を踏
まえ、避難所でのプライバシー確保や生活用品を
整理する棚などに活用できるようにと、5 月 7 日か
ら、間伐材を使用した組み立て式什器の木製キット
の「組手什」を熊本県西原村の山西小学校避難所を
皮切りに順次配布開始している＝写真。
　宮城県登米市、栗駒市、福島県古殿町、名古屋市、
鳥取市の組手什生産団体の協力で製作してもらった
もので、名古屋市「組手什おかげまわし東海」と熊
本市「九州森林インストラクター」の指導で避難者
たちが大人から子どもまで大勢が参加し、さっそく
思い思いに楽しみながら間仕切り兼用の洋服かけや
化粧棚などを仕立てていた。

■「くまモン」のチャリティ・ピンバッジ
　国土緑化推進機構が進めている「緑の募金」使途

限定募金（平成 28 年熊本地
震復興支援事業）には、幅
広い支援を呼びかけるシン
ボルにと、熊本県産スギを
使って同県小国町森林組合

で製作した人気キャラ「くまモン」グッズのチャリ
ティ・ピンバッチ＝写真＝も登場している。
　1000 円以上の募金協力者の胸元を飾っていただ
こうというもので、手始めに５月 14 ～ 15 日に東
京・千代田区の日比谷公園で開かれた恒例の「第
26 回花と緑の祭典　みどりの感謝祭」や、これに
続く農林水産省の「消費者の部屋」で配布された。

以後、国土緑化推進機構のＷＥＢサイト・申し込み
フォーム（http://www.green.or.jp/）でも受け付け
ている。

■長野で第 67回全国植樹祭
　第 67 回の全国植樹祭が 6 月 5 日（日）、長野市
オリンピック記念アリーナエムウェーブなどで開催
される。天皇皇后両陛下がご臨席される恒例の全国
植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対す
る国民的理解を深めるため、公益社団法人国土緑化
推進機構が関係都道府県と共催している国土緑化運
動の中心行事で、今年は長野県の開催。
　「植えて・育て・利用する『森林・林業のサイクル』
を取り戻そう」「森林や身近な緑の恩恵を、もう一
度見つめ直そう」「森林とともに生きる人々の思い
を、伝えよう」の三つの理念の下、式典会場で両陛
下によるお手植え、お手播きが行われるほか、同市
茶臼山自然植物園、松本市アルプス公園、上田市自
然運動公園、伊那市鳩吹公園が一般も参加する植樹
会場になる。約 3 万人が参加予定。

■注目されるＴＯＢＵＳＡの木工アート
　「日本は木の国。木を道具にし、木に住み、いつ
も木と共に暮らしてきて、木にまつわる文化や技術
をたくさん持っているので、これをもう一度色々な
角度から見直し一層の発展を試み、ぜひ今日の日本
に生かしたい」というアーティスト集団による工芸
作品が注目を集めている。
　グループは原口健一・横浜国立大学准教授を代表

に、東京都内などの大学
で木を素材にしたアート
制作や研究、教育にかか
わる若手教員を中心に組
織した一般社団法人ＴＯ
ＢＵＳＡ（東京都足立区
西 新 井、http://tobusa-
jp.jimdo.com）。 木 を 切
る際、切り株にさして山
の神に祈ったという「鳥
総」（とぶさ、梢や枝葉

の先端）から名付けた。
　木の新しい可能性を探るエキジビションの開催、
子どもたちの森林体験、北海道のカラマツを生かし
た文化企画などを各地で手がけており、今春、衆参
両院議員会館内にユニークなデザインの「緑の募金」
箱を設置。日比谷公園での「花と緑の祭典 みどり
の感謝祭」にもヤシの実をモチーフにした募金箱＝
写真＝などの作品を展示して好評だった。同グルー
プは、「道の駅にもこうした募金箱を置けないか」と、
検討している。
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　「
こ
こ
は
修
験
道
の
古
道
で
、

か
つ
て
は
一
般
登
山
客
も
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
登
山
口
ま
で
行

け
る
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
後

は
廃
道
状
態
に
。
観
光
客
に
も
面

河
渓
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
仲
間
50
人

で
愛
す
る
会
を
結
成
し
、
会
員
や

企
業
の
寄
付
金
、
町
か
ら
の
補
助

金
と
３
年
が
か
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
復
元
し
ま
し
た
」
と
白

石
さ
ん
。

　ま
た
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム

な
ど
で
増
え
て
き
た
石
鎚
山
の
遭

難
事
故
対
策
と
し
て
、
登
山
道
整

備
を
は
じ
め
痛
ん
で
い
た
愛
媛
大

山
岳
会
の
山
小
屋
を
２
カ
所
再

建
、
１
カ
所
修
復
し
て
、
寝
袋
や

毛
布
、
ス
ト
ー
ブ
も
備
え
た
。

　さ
ら
に
、
百
名
山
ク
ラ
ス
で
も

ト
イ
レ
が
不
十
分
で
環
境
汚
染
も

起
き
て
い
る
現
状
を
改
善
し
よ
う

と
有
識
者
委
員
会
を
組
織
し
て
、

松
山
市
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、

愛
媛
県
に
働
き
か
け
て
、
地
元
石

鎚
山
へ
の
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ
の

新
設
に
も
奔
走
し
た
。

　こ
う
し
た
活
動
は
、
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
と
同
時
に
、
地
元

を
輝
か
せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の

な
い
自
然
へ
の
感
謝
と
お
返
し
、

奉
仕
な
の
だ
と
い
う
。

四国カルスト（上）と面河渓古道の修復

面河渓の自然

みぶ
平石二美夫館長

　北関東自動車道壬生ＰＡからも利用

栃木県壬生町国谷 1870-2
主要地方道羽生田・上蒲生線　TEL.0282-82-3591

できる栃木県初のハイウェイオアシス「みぶハイ
ウェーパーク」を中心に、「とちぎわんぱく公園」、
「おもちゃ博物館」、「壬生町総合公園」などで構
成される約53㌶の広大な道の駅です。休憩はむ
ろん家族連れでも一日中遊び憩えます。

くずまき高原
土谷和弘店長

　「ミルクとワインとクリーンエネル

岩手県葛巻町葛巻 39-159-3
国道 281 号　TEL.0195-66-0711

ギーの町」をキャッチフレーズに、酪農と林業が
盛んな葛巻町です。産直施設では、町の特産であ
る牛乳、チーズやヨーグルト、山ぶどうを使った
ジュースやワインなど、おいしい物が沢山ありま
す。ドライブの休憩にぜひお越しください。

仁保の郷
田中義治駅長

　山口県の中心部にあり、農産物直売

山口市仁保中郷 1034
国道 376 号  TEL.083-929-0480

「いろどり市」を併設。四季毎に地元の方々が丹
精込めて作った安心・安全な野菜や山菜を始め、
果物はもも・ぶどう、花は菊が特産です。本館で
県内の土産物を販売し、毎月第４日曜日の試食イ
ベントやフリマの他年間イベントが盛り沢山。

道
の
駅の

曲を
作ったゴライトさんに聞

く

　道
の
駅
が
大
好
き
で
、
道
の
駅
を
テ
ー
マ
に
し
た

曲
ま
で
作
っ
た
歌
手
で
タ
レ
ン
ト
の
「
ゴ
ラ
イ
ト
」

さ
ん
に
、
道
の
駅
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　◇

　
　
　
　
　◇

―
―
道
の
駅
が
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
で
旅
行
も
電
車
で
な
く
車
で
移

動
し
ま
す
。車
だ
と
目
的
地
に
行
く
課
程
を
楽
し
め
、

町
並
み
を
自
分
の
肌
で
感
じ
ら
れ
る
。
途
中
で
「
道

の
駅
」
に
寄
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
最
近
「
道
の
駅
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　「地
方
創
生
」
で
地
方
が
注
目
さ
れ
る
中
、
政
府

も
「
重
点
道
の
駅
」
を
制
定
し
た
り
、
盛
り
上
げ
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
は「
地
域
が
わ
か
る
」

こ
と
。
道
の
駅
で
日
本
中
を
味
わ
え
る
ん
で
す
よ
。

―
―
道
の
駅
に
行
く
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

　ぜ
ひ
、
駅
の
方
に
話
し
か
け
て
欲
し
い
。
野
菜
や

特
産
品
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
が
宝
な
ん
で
す
。

私
も
地
域
の
こ
と
や
特
産
を
使
っ
た
調
理
方
法
な
ど

聞
い
て
い
ま
す
。道
の
駅
を
何
倍
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

道
の
駅
を
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
今
後
道
の
駅
に
期
待
す
る
こ
と
は

　道
の
駅
は
全
国
に
１
０
０
０
以
上
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
駅
も
地
域
密
着
で
す
。
熊
本
で
も
大
き
な
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。「
防
災
拠
点
」
と
し
て
も
地
域
の

安
心
で
き
る
場
所
で
す
。
み
ん
な
の
道
の
駅
と
し
て

「
公
共
性
」
が
重
要
か
な
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
熊
本
地
震
に
思
う
こ
と
は
？

　現
地
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、
熊
本
入
り
し
て
道

の
駅
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
。

―
―
ゴ
ラ
イ
ト
の
今
後
活
動
は

　道
の
駅
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
増
え
て
ま
す
。
道
の

駅
を
ゴ
ラ
イ
ト
目
線
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
番
組
も
始
め

た
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●ゴライトさん　2013年全国ソロデビュー。キャッチーなメロディ
とコミカルなダンスでみんなを笑顔にしてきた。「関東道の駅アワー
ド2014公式応援ソング」・「道の駅EXPO2015」応援大使。「道の駅
大好き」を収録したアルバム「Let'sゴライト」も好評発売中
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2016年（平成28年）６月第48号

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
①

列島保全への課題

日本人の感性や自然観、社会観に影響

金
刀
毘
羅
神
社
の
３
碑

　
　
　岩
手
県
久
慈
市
湊
町

不
便
な
形

　私
た
ち
が
暮
ら
す
国
土
の
地
理

的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
は
、

私
た
ち
は
十
分
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
の
国

土
だ
け
を
対
象
に
し
た
の
で
は
、

理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

わ
が
国
土
の
自
然
条
件
の
特
徴
を

理
解
す
る
に
は
、
わ
が
国
以
外
の

国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件

に
つ
い
て
の
知
識
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　わ
が
国
が
経
済
的
に
競
争
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
や
北
ア
メ

リ
カ
、
中
国
の
中
原
部
あ
た
り
と

の
比
較
の
中
で
、
わ
が
国
の
国
土

条
件
の
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
彼

ら
に
は
な
い
厳
し
い
自
然
条
件
が

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　第
１
の
特
徴
は
、
わ
が
国
は
複

雑
で
長
い
海
岸
線
を
も
つ
細
長
い

弓
状
列
島
で
あ
る
こ
と
だ
。図
は
、

日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
に

重
ね
た
も
の
で
、
細
長
い
特
徴
が

よ
く
理
解
で
き
る
。

　日
本
列
島
の
最
大
幅
は
２
５
０

㌔
程
度
し
か
な
い
が
、
列
島
の
東

北
端
か
ら
南
西
端
ま
で
は
直
線
距

　本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？

　

　日
本
に
住
む
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
日
本
国
土
に
生
ま
れ
、
そ
の
環
境
の
下
で
育

っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
長
い
歴
史
は
こ
の
国
土
の
上
で
展
開
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
の

国
土
の
も
つ
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
は
、
日
本
人
の
感
性
や
自
然
観
、
あ
る
い
は
社
会

観
を
育
ん
で
き
た
し
、
私
た
ち
の
思
想
を
も
育
て
て
き
た
と
言
え
る
。
こ
の
日
本
国
土
の

上
で
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
自
然
災
害
や
飢
饉
や
そ
れ
に
対
す
る
私
た
ち
の
処
し
方
が
、

日
本
人
の
思
考
の
型
を
育
ん
だ
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
わ
が

国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。

離
で
も
３
３
０
０
㌔
に
達
す
る
極

め
て
細
長
い
地
形
を
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、
地
域
間
で
連
携
す
る

に
も
、
農
産
物
や
工
業
生
産
物
を

移
送
す
る
に
も
、
極
め
て
長
い
距

離
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
現
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
と

い
っ
た
国
が
、
か
な
り
円
に
近
い

形
な
の
と
は
大
き
な
違
い
だ
。

　こ
れ
ら
の
国
で
は
中
心
部
に
拠

点
を
置
け
ば
、
全
土
の
各
地
と
放

射
状
に
結
ぶ
こ
と
で
つ
な
が
り
合

え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
土
の
中

心
に
あ
る
パ
リ
の
空
港
、
ド
イ
ツ

で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
空
港
、

ア
メ
リ
カ
で
は
シ
カ
ゴ
や
ア
ト
ラ

ン
タ
の
空
港
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ブ

空
港
に
な
り
得
て
い
る
。
わ
が
国

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
を
超
え
る	

	

日
本
の
海
岸
線
延
長

　日
本
の
海
岸
線
の
延
長
は
ア
メ

リ
カ
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
海
岸
線
が
極
め
て
複
雑
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
陸
は

海
に
せ
り
出
し
、
海
は
陸
に
く
い

込
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
白
砂
青
松

と
称
す
る
美
し
い
海
岸
風
景
を
生

　岩
手
県
久
慈
市
湊
町
の
金
刀

毘
羅
神
社
に
、
津
波
記
念
碑
、

防
潮
林
記
念
碑
、
昭
和
八
年
津

浪
記
念
碑
が
建
つ
。

　津
波
記
念
碑
は
「
自
然
界
に

お
け
る
災
害
の
な
か
で
津
波
ほ

ど
悲
惨
な
も
の
は
な
い
。
過
去

に
お
い
て
当
市
に
襲
来
し
た
記

本
四
道
路
の
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

が
児
島
～
坂
出
間
に
完
成
し
て
、

四
国
と
本
州
が
つ
な
が
っ
て
、
や

っ
と
わ
が
国
は
一
体
的
な
利
用
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

海
底
ト
ン
ネ
ル
や	

	

大
径
間
の
吊
り
橋
開
発

　国
土
全
体
を
一
体
的
に
利
用
し

て
全
国
的
な
物
流
・
人
流
・
商
流

の
網
を
整
備
す
る
に
は
、
世
界
最

長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
大

径
間
の
吊
り
橋
を
開
発
す
る
な
ど

大
変
な
苦
労
が
必
要
だ
っ
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
中
国
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
こ
う
し
た
努
力
を

す
る
こ
と
な
く
、
国
土
を
一
体
的

に
使
え
る
の
に
比
べ
、
極
め
て
厳

し
い
条
件
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

６

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
交

通
路
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、

三
陸
海
岸
の
国
道
45
号
や
紀
伊
半

島
の
国
道
42
号
の
よ
う
に
カ
ー
ブ

だ
ら
け
の
道
路
と
な
っ
て
、
快
適

な
速
度
で
は
走
れ
な
い
生
活
上
の

不
便
を
生
ん
で
い
る
。

一
体
で
使
い
に
く
い

　２
番
目
に
、
国
土
の
主
要
部
だ

け
で
も
四
島
に
分
か
れ
、
加
え
て

沖
縄
諸
島
な
ど
数
多
い
島
嶼
部
を

も
っ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
本
州

と
九
州
の
間
に
は
１
９
４
４
年
に

関
門
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
が
、

四
島
全
体
を
結
ん
で
一
体
的
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
88
年
に

な
っ
て
か
ら
だ
。

　青
森
～
函
館
間
の
青
函
ト
ン
ネ

ル
で
北
海
道
が
本
州
と
結
ば
れ
、

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑩

録
は
18
回
に
及
び
特
に
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
は
死
者
総
数
５

３
８
人
、
負
傷
者
２
６
７
人
、

家
屋
流
失
１
８
５
戸
を
数
え
想

起
す
る
だ
に
慄
然
た
る
も
の
が

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
殉
難
者
の

靈
を
慰
め
る
と
共
に
宿
命
的
な

惨
事
を
再
び
繰
り
返
え
さ
ぬ
こ

と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
」
と

記
す
。

　防
潮
林
記
念
碑
は
「
明
治
29

年
、
昭
和
８
年
の
海
嘯
惨
害
の

甚
大
な
る
に
鑑
み
、
時
の
政
府

は
防
止
策
と
し
て
防
潮
林
造
成

の
最
も
経
済
的
か
つ
効
果
的
な

る
を
認
め
国
庫
補
県
営
事
業
と

し
て
計
画
を
樹
立
せ
り
。
し
か

し
当
部
落
は
耕
地
少
く
か
つ
住

家
多
く
、
用
地
の
承
諾
を
得
る

に
困
難
な
り
し
も
、
県
当
局
は

勿
論
、
町
並
び
に
部
落
有
志
者

の
援
助
の
基
に
昭
和
12
年
10

厳しい環境どう克服

二つの津波記念日と防潮林記
念碑（右端）

東アジア主要港のコンテナ取扱量

月
、
事
業
に
着
手
し
面
積
３
町

余
里
、黒
松
２
万
３
千
本
栽
植
、

翌
年
３
月
竣
工
せ
り
」と
記
録
。

　昭
和
八
年
津
浪
記
念
碑
に

は
、 

大
津
浪

　く
ぐ
り
て
め
げ

ぬ

　雄
心
持
て

　い
ざ
追
ひ
進

み

　ま
い
上
ら
ま
し  

英
彦

　の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

参
考
：
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
道
路
部
Ｈ
Ｐ
「
津
波
被
害
・

津
波
石
碑
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」

複
雑
で
長
い
海
岸
線
と
細
長
い
弓
状
列
島

　
　
四
島
に
分
か
れ
た
国
土
の
主
要
部
分

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？

　に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

たちばな
野中正秋駅長

　「安心・安全かつ新鮮で地元産だけ」

福岡県八女市立花町下辺春 315-1
国道 3号　TEL.0943-37-1711

を看板に、生産者500名がお客様とお互いの顔
が見え、話ができる産直に頑張っています。主要
農産物は、みかん・キウイフルーツ・たけのこ・梅。
漬物・まんじゅう・こんにゃくなどの農産加工品
は、地元に昔から伝わるぬくもりがあります。

ななもり清見
滝上耕平駅長

　中部縦貫道「高山西インター」を降

岐阜県高山市清見町牧ケ洞 2145
国道 158 号　TEL.0577-68-0022

りてすぐ！飛騨路の中継点として観光情報満載の
駅です。飛騨牛がお値打ちに堪能でき、山野草を
材料としたここだけの「摘み草天ぷら」も味わえ
るレストランはリピーターも多く、売店では当駅
オリジナル商品や朝採り野菜が人気です。

よしおか温泉
大友春雄駅長

　名湯伊香保温泉の麓にあり、湯量豊

群馬県吉岡町漆原 1989
国道 17 号　TEL.0279-55-4126

富な温泉施設と３種類 (パーク・グラウンド・ケ
イマン )のゴルフ場、サッカー場等を併設し健康
志向を目指しています。レストランでは、特産の
ブランド豚を使用した｢上州麦豚生姜焼き定食」
が好評。春はしだれ桜150本の桜並木が見事です。
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車体上部のカメラが路面の白
線を検知し、ピタリと停まる
自動運転連節バス（ルーアン）

　テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
が
今
年
１
月
15
日
、
市
販
モ

デ
ル
に
自
動
運
転
支
援
機
能
を
実
装
し
た
。
ま
さ
に

２
０
１
６
年
は
自
動
運
転
元
年
と
言
え
る
。
自
家
用

車
へ
の
普
及
が
今
後
期
待
さ
れ
る
中
、
商
用
車
は
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
自
動
運
転
バ
ス
や

ル
ー
ア
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
半
自
動
運
転
バ
ス
を
は

じ
め
、２
０
０
０
年
頃
か
ら
既
に
実
運
用
し
て
い
る
。

　フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
ル
ー
ア
ン
で
は
、
光
学
式

白
線
検
知
に
よ
る
半
自
動
運
転
の
仕
組
み
が
15
年
前

の
01
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ア
ン
は
、
パ

リ
か
ら
在
来
特
急
で
北
北
西
に
約
１
時
間
、
都
市
圏

人
口
約
50
万
人
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
終
焉
の
地
と

し
て
も
有
名
な
美
し
い
都
市
で
あ
る
。

　半
自
動
運
転
の
仕
組
み
は
、
車
体
上
部
に
設
置
さ

れ
た
カ
メ
ラ
が
２
本
の
白
線
を
認
識
し
、
白
線
の
中

央
線
と
前
輪
車
軸
の
中
心
を
合
う
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル ４

バスの自動運転が都市デザインを変える
を
自
動
制
御
す
る
。
停
留
所
及
び
停
留
所
前
後
30
㍍

区
間
に
こ
の
仕
組
み
が
適
用
さ
れ
、
車
長
の
長
い
連

節
バ
ス
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
な
く
、
停
留
所
に
５
㌢
㍍

以
内
に
ピ
ッ
タ
リ
と
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　半
自
動
運
転
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
合
わ
せ
て
採
用
さ
れ
、
信
号
交
差
点

で
は
止
ま
ら
な
い
、
高
度
な
制
御
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
路
面
電
車
）
並
の
17
・

８
㌔
㍍
／
ｈ
の
表
定
速
度
を
実
現
し
て
い
る
。

　中
心
市
街
地
は
バ
ス
と
歩
行
者
の
専
用
空
間
と
な

っ
て
お
り
、
半
自
動
運
転
に
よ
り
車
道
を
狭
く
し
、

歩
道
を
広
く
し
た
機
能
的
で
ス
マ
ー
ト
な
人
に
優
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
実
現
し
て
い
る
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所

　
牧
村
和
彦
）

☆ 28 年５月登録道の駅（14 駅）　　登録「道の駅」は全国で 1093 カ所に

駅　名 所在地 路線名 オープン予定 ひとくちＰＲ

うご 秋田県雄勝郡羽後町西馬音内中野 200 番地 一般国道 398 号 平成 28 年度 そば中心のレストランや高級食材のうご牛を手軽に味わえるコーナーも

しょうない 山形県東田川郡庄内町狩川外北割 97 番地１ 一般国道 47 号 平成 28 年度 庄内観光のゲートウェイでもあり緊急時防災拠点や見守りネットワークも

猪苗代 福島県耶麻郡猪苗代町堅田五百刈 1 番地 一般国道 115 号 平成 28 年度 地場産品の直売で地域ブランド育成。観光情報提供。緊急時防災拠点にも

ましこ 栃木県芳賀郡益子町長堤 2271 番地 主要地方道つくば益子線 平成 28 年度 益子焼体験やいちご狩りなどの案内から予約まで。仕事づくり・求人も

つる 山梨県都留市大原 88 番地 市道大原線 平成 28 年度 地場農産品の加工から直売。地域イベントの充実。防災拠点にも

清流の里しろとり 岐阜県郡上市白鳥町向小駄良 693 番地 2 一般国道 156、158 号 平成 28 年度 越前美濃街道の広域観光案内。ＥＶ充電器や防災備品充実で拠点に

熊野・花の窟（いわや） 三重県熊野市有馬町 137 一般国道 42 号 平成 28 年度 熊野古道などの広域観光案内。古代米使用のうどんやみたらし団子に魅力

田切の里 長野県上伊那郡飯島町田切 2598-1 一般国道 153 号 平成 28 年度 採れたて野菜のレストラン。地元高齢者への宅配や安否サービスも

神戸ﾌﾙｰﾂ ･ ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ大沢 兵庫県神戸市北区大沢（おおぞう）町上大沢 2150 主要地方道山田三田線 平成 28 年度 周辺観光施設と連携した神戸産業振興の発信拠点。強力な防災機能も

かつらぎ 奈良県葛城市太田 1257 番 一般国道 166 号 平成 28 年度 市民起業の「チャレンジショップ」で農業・酪農の直売を拡大

びんご府中 広島県府中市府川町 230 番地１ 市道府川 11 号線 平成 28 年度 府中家具・府中味噌など地場特産品の販売展示。バスターミナル機能も

すいかの里　植木 熊本県熊本市北区植木町岩野 160 番地 1 一般県道 329 号植木線 平成 28 年度 次世代の若者による農産物の販売促進や地域づくりイベントも開催

芦北でこぽん 熊本県葦北郡芦北町佐敷 443 主要地方道葦北球磨線 平成 28 年度 南九州西回り自動車道開通を生かす、観光と交流の拠点に

慈恩の滝　くす 大分県玖珠郡玖珠町山浦 618 番地の 24 一般国道 210 号 平成 28 年度 「名水百選」や「棚田百選」の地を生かした観光と地場商品の販売拠点

ルート 229 元和台
寺島光一郎駅長

　海抜 40 ㍍の高台にあり、日本海を

北海道乙部町元和 169
国道 229 号　TEL.0139-62-3009

パノラマのように展望することが出来ます。特
に夕方、太陽が海に沈む光景は最高のおすすめ。
夏はすぐそばにある海のプール、元和台海浜公
園が賑わいます。タラコやゆり最中など特産物
のおみやげ販売、観光案内も実施しております。

釜石仙人峠
菊池利教駅長

　仙人峠道路釜石西ＩＣとの交差点正

岩手県釜石市甲子町 7-155-4
国道 283 号　TEL.0193-27-8530

面にある釜石の西玄関口。特産品や水産加工品、
地元野菜を中心に販売し、10 月の名物甲子柿限
定販売はものすごい人気で、釜石ラーメンや「醤
油ソフトクリーム」も好評です。世界文化遺産に
登録された『橋野鉄鉱山・高炉跡』は見所です。

白馬
横川富良支配人

　特産品の紫米をはじめ紫米を使用し

長野県白馬村神城 21462-1
国道 148 号　TEL.0261-75-3880

たお菓子やうどん・そばを企画開発しています。
夏は地場産野菜も出荷されます。郷土料理では、
臭みの少ないさっぱりとした味わいの「はくば豚」
カツ定食や焼豚丼とともに、こだわりの石臼挽き
で製粉し当日打つ手打ちそばが人気です。

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会

熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

　九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡

会
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
「
道
の

駅
」
の
被
災
状
況
は
じ
め
、
被
災

し
た
道
の
駅
が
ど
ん
な
販
売
支
援

を
受
け
た
い
か
、
他
の
駅
は
支
援

に
協
力
で
き
る
か
緊
急
調
査
。
以

前
か
ら
駅
長
会
議
な
ど
で
災
害
対

　道
の
駅
の
経
営
（
運
営
）
主
体

が
公
的
で
あ
れ
民
間
で
あ
れ
公
共

性
・
公
益
性
は
共
に
高
い
。
熊
本

地
震
か
ら
問
題
点
を
考
え
た
。

観
光
客
と
外
国
人
の
把
握

　災
害
発
生
時
、
観
光
的
に
は
利

用
者
の
状
況
把
握
は
難
し
い
。
利

用
は
匿
名
性
が
高
く
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
行
動
だ
け
に
把
握
が
困
難

で
、
外
国
人
も
同
じ
だ
。
阪
神
大

震
災
の
時
、
被
災
者
の
観
光
客
と

外
国
籍
の
人
の
リ
ス
ト
作
り
を
、

現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
出
身
学
生
の
協

力
で
試
み
た
が
、
災
害
時
の
救
出

や
身
元
確
認
に
は
個
人
情
報
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

　道
の
駅
の
多
く
が
地
域
の
防
災

拠
点
な
ら
、
避
難
者
へ
の
責
任
を

持
た
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
利

用
者
を
把
握
し
た
い
。
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
識
別
し
て
保
存
す
る
だ
け

で
も
価
値
が
高
い
。

行
政
の
非
常
事
態
対
応
計
画

　足
り
な
い
の
は
人
手
、
特
に
行

政
的
作
業
の
で
き
る
人
材
だ
。
行

政
マ
ン
に
替
わ
り
仕
事
の
で
き
る

人
材
の
供
給
が
問
題
だ
。

　避
難
所
不
足
と
実
態
把
握
、
救

援
物
資
の
把
握
や
割
振
り
、
移
送

に
時
間
が
か
か
っ
た
。
被
災
後
に

ど
ん
な
事
務
処
理
が
発
生
す
る
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
や
訓
練
が
で
き
て

お
ら
ず
、
少
人
数
で
効
率
よ
く
対

応
す
る
方
策
が
な
い
。
非
常
事
態

に
対
応
し
た
行
政
の
業
務
的
な
計

画
立
案
が
求
め
ら
れ
る
。

　避
難
所
で
は
高
齢
者
数
や
幼
児

・
児
童
数
の
把
握
、
独
居
老
人
な

ど
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る
人
々

の
把
握
は
必
須
。
要
介
護
者
や
被

介
護
者
、
入
院
患
者
の
把
握
と
、

常
用
す
る
薬
品
、
特
殊
な
薬
、
透

析
等
の
必
要
性
の
把
握
は
生
命
に

関
わ
り
、
別
の
対
応
計
画
が
必
要

だ
。
こ
う
し
た
人
々
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
優
先
的
に
受
け
容
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　災
害
で
助
か
っ
て
も
、
後
の
ケ

ア
で
亡
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
。

地
域
の
安
全
と
安
心
は
総
合
力
で

あ
る
。
災
害
か
ら
学
び
具
体
的
な

方
策
を
立
て
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

弱
者
へ
の
対
応

機
敏
な
対
応  

復
興
へ
知
恵
絞
る

真剣に復興対策を話し合っ
た熊本県道の駅向上会議

熊
本
地
震
に
思
う
課
題

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
（
元
横
浜
商
科
大
学
教
授
・
観
光
学
）

小
濱

　
哲

応
も
話
し
合
っ
て
お
り
、
各
道
の

駅
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
を
は
じ

め
、
機
敏
な
対
応
が
で
き
た
。

　熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

も
５
月
17
日
、
熊
本
県
宇
城
市
不

知
火
町
の
道
の
駅
「
不
知
火
」
で

開
催
。
向
上
会
議
は
道
の
駅
運
営

の
車
中
泊
避
難
者
は
把
握
が
難
し

く
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い
。

�

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
道
の

駅
へ
の
避
難
者
が
自
分
の
安
否
情

報
の
走
り
書
き
を
壁
や
掲
示
板
に

貼
り
、
来
訪
者
ノ
ー
ト
に
書
き
込

ん
だ
。
向
上
会
議
の
下
城
卓
也
議

長
は
「
ノ
ー
ト
を
置
い
た
り
掲
示

板
を
利
用
で
き
る
な
ど
、
車
中
泊

避
難
者
の
把
握
に
も
努
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　一
方
、
同
連
絡
会
は
仮
設
住
宅

の
用
地
不
足
か
ら
、
中
越
地
震
で

の
前
例
も
参
考
に
「
道
の
駅
の
敷

地
に
第
２
次
避
難
所
が
作
れ
な
い

か
」
も
調
査
。
山
鹿
市
の
道
の
駅

「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
が
役
場

の
了
解
も
得
て
受
け
入
れ
可
能
と

す
る
な
ど
、
公
的
施
設
な
ら
で
は

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　同
連
絡
会
の
松
尾
孝
一
事
務
局

長
は
「
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
一
日

で
も
早
く
安
心
で
き
る
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
道
の
駅
が
連
携

し
て
応
援
し
た
い
」
と
話
し
た
。

者
の
駅
長
ら
の
集
ま
り
だ

け
に
復
興
へ
の
思
い
も
切

実
。
来
訪
者
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、
地
域
の
生
産

物
を
通
販
を
軸
に
、
他
の

道
の
駅
と
連
携
し
て
販
売

す
る
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。

　今
回
の
地
震
で
は
余
震

が
長
く
続
き
被
災
者
の

「
車
中
泊
」
問
題
が
浮
上
。

行
政
指
定
の
避
難
所
以
外

５
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　昨
秋
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
日
本
代
表
桜
戦
士
の
活
躍

は
、
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
な
練
習
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
つ
タ
フ
な
精

神
力
の
育
成
、
五
郎
丸
選
手
の
ル

ー
チ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
等
が
勝
因
で
、
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
の
指
導
力
も
大
き
く
、

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
期
待

が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
新
三
本
の
矢
の

一
つ
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
」
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
が

目
標
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
た
20
年
。
な
か
な
か
成
長

の
本
格
的
な
軌
道
に
乗
る
こ
と
が

出
来
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円

付
近
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　生
産
性
を
上
げ
て
成
果
を
労
働

賃
金
に
還
元
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
６

割
を
占
め
る
消
費
の
増
加
に
つ
な

げ
、
消
費
の
増
加
が
設
備
投
資
を

促
進
す
る
と
い
っ
た
良
い
循
環
経

済
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
長

年
の
景
気
停
滞
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
が
染
み
付
い
て
自
信
を
な
く
し

前
向
き
な
マ
イ
ン
ド
を
忘
れ
て
い

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「一
億
総
活
躍
社
会
」。
国
民
一

人
一
人
が
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

桜
戦
士
に
学
び
「O

ne for A
ll

，

A
ll for O

ne

」
の
精
神
で
、
諦

め
ず
強
い
気
持
ち
で
前
向
き
に
取

り
組
み
、
身
の
丈
に
合
っ
た
実
施

可
能
な
こ
と
か
ら
具
体
的
な
成
功

事
例
を
重
ね
、
次
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
も
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り

つ
つ
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国

土
強
靭
化
、
地
方
創
生
、
維
持
管

理
・
更
新
等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
、
21
世
紀
に
相
応

し
い
経
済
社
会
基
盤
を
構
築
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
貢
献
が
求
め

ら
れ
ま
す
。「
道
の
駅
」
は
ど
う

貢
献
で
き
る
か
、
先
導
的
役
割
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　追
記
：
熊
本
地
震
発
生
前
の
原

稿
の
た
め
地
震
に
触
れ
て
ま
せ
ん

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
一
億
総
活
躍
社
会
」、
ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ

　耕
作
放
棄
地
や
生
産
緑
地
に
つ

い
て
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
も
の
の
問
題
だ
が
、
殆
ど
の

国
民
は
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や
平
成
34
年
に
期

限
を
迎
え
る
改
正
生
産
緑
地
法
等
に
よ
り
、
国
内
の
農
地
は
大
き

な
転
換
点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
や
南
シ
ナ

海
等
で
の
国
際
紛
争
が
想
定
さ
れ
る
中
で
平
和
安
全
法
が
施
行
さ

れ
、
軍
靴
の
音
が
聞
こ
え
始
め
て
い
る
。
更
に
シ
リ
ア
難
民
問
題

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
Ｅ
Ｕ
統
合
の
理
念
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い

る
。
こ
の
３
つ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
関
係
な
い
よ
う
だ

が
、
実
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

方
程
式
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

机
上
の
数
字
だ
け
見
て
い
れ
ば
ど

う
で
も
大
規
模
化
で
き
る
が
、
40

年
以
上
構
造
改
善
事
業
を
続
け
て

も
水
田
の
大
規
模
化
は
干
拓
地
等

の
特
殊
な
条
件
下
で
し
か
実
現
し

て
い
な
い
。

　更
に
海
外
輸
出
に
つ
い
て
将
来

展
望
は
殆
ど
無
い
。
米
の
輸
出
が

１
万
㌧
実
現
で
き
た
暁
に
は
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
３
期
作
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
雪
崩
れ
込
む
の

は
必
定
だ
。

　改
正
生
産
緑
地
法
は
土
地
バ
ブ

ル
の
対
処
策
の
生
け
贄
と
し
て
作

ら
れ
た
制
度
で
、
農
業
政
策
と
し

て
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
く
、
都

市
計
画
と
し
て
も
位
置
づ
け
さ
れ

ず
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税
の
税

法
改
正
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
、
特
定
農
地
の
貸
付
制
度
や
市

民
農
園
整
備
法
に
よ
っ
て
市
街
化

区
域
内
農
地
の
位
置
づ
け
が
多
少

は
変
わ
っ
た
。

　都
市
住
民
の
農
地
に
対
す
る
意

識
は
大
き
く
変
わ
り
、
市
民
農
園

か
ら
体
験
農
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
等
、
農
地
に
対
す
る
市

民
の
期
待
は
高
ま
っ
て
き
た
が
、

農
地
法
や
都
市
計
画
法
、
相
続
税

の
基
本
的
な
見
直
し
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　農
地
の
所
有
権
が
農
家
に
あ

り
、
そ
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
法
整
備
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
地
域
に
お
け
る
農
家
と

市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
農
地
を

位
置
づ
け
る
議
論
が
展
開
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
原
因
だ
。

戦
没
者
の
60
％
は
餓
死
者

　平
和
安
全
法
の
施
行
に
よ
り
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
海
外
兵
站
基
地
へ
の
食
料

確
保
に
つ
い
て
は
何
も
議
論
さ
れ

て
い
な
い
。
最
近
の
国
際
紛
争
で

は
兵
器
に
よ
る
直
接
交
戦
よ
り
、

経
済
封
鎖
と
い
う
戦
略
が
採
ら
れ

て
い
る
。
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦

没
者
の
う
ち
60
％
強
は
餓
死
者
と

言
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
が
経
済
封
鎖
さ
れ
た
場
合
の
平

和
安
全
法
の
中
で
の
食
料
確
保
政

策
は
何
処
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　更
に
、
北
朝
鮮
が
体
制
崩
壊
し

た
場
合
、
日
本
海
を
渡
っ
て
く
る

難
民
の
食
料
確
保
に
つ
い
て
も
議

論
は
な
い
。
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耕作放棄地

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　昨
年
、
久
々
に
栃
木
県
の
道

の
駅
「
も
て
ぎ
」
を
訪
問
し
た
。

筆
者
は
「
も
て
ぎ
」
を
、
平
成

５
年
の
制
度
発
足
時
の
原
点
に

近
い
と
感
じ
、
道
の
駅
診
断
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
一
つ
に
し
て

い
る
。
町
長
で
も
あ
る
古
口
達

也
駅
長
に
経
営
目
標
を
「
地
域

の
貿
易
収
支
を
黒
字
に
し
続
け

る
こ
と
」
と
伺
っ
た
。

　町
外
か
ら
来
た
お
客
様
に
た

く
さ
ん
品
物
を
買
っ
て
も
ら

う
。
そ
の
た
め
に
生
産
者
指
導

や
買
取
り
制
度
な
ど
で
高
品
質

の
農
産
物
を
確
保
し
、
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
に
町
内
で
加

工
す
る
。
新
し
い
商
品
を
地
元

の
人
で
考
え
る
。

　販
路
確
保
の
た
め
、
町
長
も

自
ら
営
業
す
る
。
周
辺
環
境
整

備
も
、
維
持
費
が
過
負
担
に
な

ら
な
い
程
度
に
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
行
い
、
道
の
駅
周
辺

に
賑
わ
い
を
創
り
出
す
。
道
の

駅
は
外
部
か
ら
の
収
入
で
収
益

を
上
げ
、
調
達
を
通
じ
て
地
域

全
体
の
生
産
額
を
増
や
す
。

　結
果
、
道
の
駅
の
従
業
員
は

適
切
な
給
料
を
も
ら
い
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
、
そ
れ
が
次
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
る
。「
も
て
ぎ
」
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　地
方
創
生
法
が
制
定
さ
れ
地

域
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
農
水
省
や
経
産
省

も
道
の
駅
で
も
使
え
る
様
々
な

支
援
制
度
を
提
供
。
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
店

舗
改
修
、
情
報
化
、
専
門
家
派

遣
な
ど
、
運
営
の
支
援
と
な
る

補
助
制
度
が
、
今
後
と
も
充
実

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　残
念
な
が
ら
、
そ
の
制
度
が

山
間
地
の
道
の
駅
で
は
あ
ま
り

生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助
金

申
請
は
未
経
験
で
あ
れ
ば
途
方

も
な
く
面
倒
だ
。
し
か
し
、
申

請
課
程
で
地
域
資
源
の
見
直
し

や
、
経
営
戦
略
の
再
構
築
が
行

わ
れ
る
。
仮
に
落
選
し
て
も
、

経
営
戦
略
を
考
え
た
経
験
は
貴

重
な
財
産
と
な
る
。
加
え
て
、

国
や
県
の
補
助
金
で
あ
れ
ば
、

地
域
の
「
貿
易
収
支
」
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
。

　筆
者
の
知
る
山
間
地
の
道
の

駅
で
は
、
山
の
わ
き
水
や
寒
暖

差
の
激
し
い
気
候
に
育
ま
れ
た

良
質
の
農
作
物
や
、
キ
ノ
コ
な

ど
地
域
特
有
の
農
産
物
に
恵
ま

れ
る
が
、
生
産
量
が
少
な
く
、

棚
を
十
分
に
埋
め
ら
れ
な
い
の

が
悩
み
だ
。道
の
駅
と
し
て
も
、

公
的
な
支
援
制
度
の
活
用
に
取

り
組
み
、
魅
力
的
な
農
作
物
の

生
産
確
保
や
、
感
動
を
与
え
る

加
工
品
の
開
発
に
努
め
て
、
地

域
の
貿
易
黒
字
に
貢
献
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

補
助
金
活
用
で
生
産
力
確
保

誇らしげに地元
の生産者名がは
いった新鮮野菜
（宮城県「七ヶ
宿」）

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 農
地
が
キ
ー
難
民
・
紛
争
問
題

て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
で
海
外

か
ら
安
い
農
産
物
が
入
る
の
で
家

計
が
助
か
る
と
い
う
自
己
中
心
的

な
論
理
だ
。
市
街
化
区
域
内
農
地

に
つ
い
て
は
都
市
計
画
法
の
位
置

づ
け
を
見
直
す
方
向
で
検
討
が
な

さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
は
固
定
資
産

税
の
見
直
し
で
農
地
集
約
化
の
対

象
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　国
会
審
議
に
入
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

国
内
農
業
対
策
と
し
て
、
農
地
集

約
に
よ
る
大
規
模
化
と
積
極
的
海

外
輸
出
に
活
路
を
見
出
す
方
針
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地

の
殆
ど
は
中
山
間
地
に
位
置
し
、

農
地
集
約
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
棚
田
の
崩
壊

に
よ
る
治
水
機
能
が
脆
弱
化
し
、

国
土
の
防
災
機
能
の
問
題
に
直
結

し
て
い
る
。

　農
地
集
約
に
よ
る
大
規
模
化

は
、
欧
米
の
畑
作
・
酪
農
を
対
象

と
し
た
方
程
式
で
、
稲
作
と
い
う

労
働
集
約
型
農
業
を
対
象
と
し
た

４

たからだの里さいた
大西孝敏駅長

　建物屋根が船底をかたどった造りに

香川県三豊市財田町財田上 180-6
国道 32 号　TEL.0875-67-3883

なっていて、産直・温泉施設・宿泊施設・パーク
ゴルフ場等があります。産直では、新鮮・安心安
全な野菜・果物を目当てのお客さまで連日大賑い
です。休日になると、ツーリングの休憩所として
も沢山の方々にご利用いただいております。

リストアステーション
池田好幸駅長

　広島県第1号の道の駅で、ガラスのドー

広島県庄原市総領町下領家 247-1
県道 432 号　TEL.0824-88-3050

ムが目を引きます。特産品売場に、銘菓「田總羊羹」
等の土産物や地元農産物・加工品を揃えています。
ガラス張りのレストランでは緑を眺めながらのお
食事を楽しめ、土日限定の「こんにゃくカツバー
ガー」は想像を超える美味しさです！

東由利
佐藤治駅長

　お肌を滑らかにする〝美肌温泉〟とし

秋田県由利本荘市東由利老方畑田 28
国道 107 号　TEL.0184-69-2611

て知られ、大浴槽、泡風呂、サウナなどを備える
黄桜温泉「湯楽里」を中心に、ショッピングプラザ、
お食事処、を含む総合的な「道の駅」です。特産
のフランス鴨を始め地そば、地ビールなど黄桜を
キーワードにしたオリジナル商品が豊富です。

1605RoutePress紙面_.indd   12 2016/05/31   15:34:28

2016 年（平成 28 年）６月 第 48 号

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
農
園
は
、

普
墺
戦
争
時
の
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の

飢
餓
対
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
市

民
農
園
は
都
市
住
民
の
趣
味
と
し

て
の
位
置
づ
け
し
か
な
い
。

　ド
イ
ツ
で
は
毎
年
、
各
州
で
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
展
示
会
と
し

て
ブ
ン
デ
ス
ガ
ル
テ
ン
シ
ョ
ー
が

開
か
れ
、
市
民
農
園
の
位
置
づ
け

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
東
シ
ナ

海
や
南
シ
ナ
海
の
シ
ー
レ
ー
ン
が

確
保
出
来
な
い
場
合
に
つ
い
て
、

石
油
の
問
題
だ
け
が
議
論
さ
れ
て

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
　今回は、本紙が創刊以来追求してきた「道の駅」と「防災」につい

て、再度ご意見をお伺いします。

Ｑｌ．現在、「道の駅」は道路利用者や近隣地域に対して下記のよう

な機能を備えていますが、知っていた項目の番号を全て選んで下さい。

①休憩施設機能（24 時間開場、無料駐車場／トイレ、バリアフリー等）

②道路情報（経路）及び隣接「道の駅」の情報提供

③近隣地域の観光情報提供（周辺の文化や歴史、名物を含む）

④緊急医療情報提供（近隣の医療施設紹介）

⑤災害時の避難及び復旧活動拠点

⑥地域との連携機能（地域活性化活動拠点と地域間の交流促進）

⑦地域の優れた景観を損なうことのないよう十分に配慮して設置

⑧その他利用者の利便に供する情報

Ｑ２．「Ｑｌ」の中であなたが最も重要だと思う機能は何番ですか（１

つだけ選択）

Ｑ３．「道の駅」が持つべき災害時の避難設備／機能はどれが必要と

思いますか（重要なもの３つまで）

①備蓄食料／飲料の配給②簡易宿泊設備（避難テント）

③被災情報の発信（帰路／避難交通ルート情報）

④帰宅難民車両および運転者受け入れ⑤応急処置医療品

⑥自家発電設備⑦簡易入浴設備

⑧インターネット設備⑨その他（ ）

Ｑ４．あなたは罹災を想定して車に常備している防災用品があります

か（いくつでも）

①飲料／菓子類②照明器具（懐中電灯） ③携帯電話用充電器④道路地

図帳⑤携帯型トイレ⑥携帯ガスコンロ⑦毛布等防寒具⑧カーラジオ以

外積んでいない⑨その他（ ）

Ｑ５．本紙はどこで入手されましたか。

Ｑ１：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ２：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ３：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　　　⑨（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：　　①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　　　⑨（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ５：　　a ） 　　　　県　　　　b）（駅名）　　　　　　　　

フリガナ　：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

郵便番号〒：

ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は７月 31 日（日）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

外
労
働
者
無
く
し
て
農
業
は
成
立

し
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
農
業
が
労
働
集
約
型
で
あ
る

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
海
外
労
働

者
の
雇
用
は
日
本
の
農
地
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

農
地
と
労
働
力
必
要

　こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
シ

リ
ア
難
民
問
題
、
北
朝
鮮
問
題
、

シ
ナ
海
問
題
等
、
全
て
の
問
題
解

決
に
は
農
地
の
確
保
と
食
料
生
産

労
働
力
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
の

だ
。
単
に
平
和
安
全
法
反
対
を
唱

え
る
の
で
は
な
く
、
平
和
を
持
続

的
に
維
持
す
る
た
め
、
日
本
の
国

土
と
し
て
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に

楽しみやコミュニケーションを提供する空間に

テスラモーターズ　ジャパン
広報　土肥亜都子

　電
気
自
動
車
に
乗
る
よ
う
に
な
っ

て
、
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
く
な

り
、
道
の
駅
は
ぐ
っ
と
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
電
気
自
動
車
の
充

電
が
な
け
れ
ば
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う

な
町
に
も
、
道
の
駅
を
見
つ
け
る

と
、
充
電
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
て

買
い
物
し
た
り
、
食
堂
で
名
物
料
理

を
食
べ
た
り
し
て
、
予
定
外
の
感
動

や
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　私
が
乗
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ

の
テ
ス
ラ
社
製
の
モ
デ
ル
Ｓ
と
い
う

電
気
自
動
車
で
、
満
充
電
に
す
る
と

５
０
０
㌔
以
上
走
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
気
自
動
車
と
い
う
と
長
距
離

を
走
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
た
情
報

で
す
。
上
手
に
運
転
す
れ
ば
、
長
距

離
を
走
り
、
騒
音
や
震
動
が
な
く
、

自
動
運
転
機
能
も
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
実
は
長
距
離
運
転
に
向
い
て
い

る
ク
ル
マ
な
の
で
す
。

　電
気
自
動
車
で
の
旅
は
、
電
車
＋

レ
ン
タ
カ
ー
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
と
い

う
、
荷
物
を
持
っ
て
色
ん
な
こ
と
に

並
ん
だ
り
、
乗
り
降
り
し
た
り
と
い

う
旅
の
面
倒
や
、
高
い
ガ
ソ
リ
ン

代
へ
の
不
快
感
か
ら
、
一
気
に
解

放
し
て
く
れ
ま
す
。
道
の
駅
へ
の

寄
り
道
と
い
う
新
し
い
楽
し
み
を

教
え
て
く
れ
た
の
も
電
気
自
動
車

で
す
。
道
の
駅
が
な
か
っ
た
ら
、

電
気
自
動
車
の
旅
が
こ
ん
な
に
楽

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、〝
個
人
〟
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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器
が
積
極
的
に
設
置
さ
れ
、
道
の

駅
が
「
立
ち
寄
る
場
所
」
の
利
便

性
だ
け
で
な
く
「
時
間
を
過
ご
す

場
所
」
と
し
て
の
楽
し
み
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く

れ
る
空
間
に
な
っ
て
い
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

す
る
の
か
の
議
論
は
避
け
て
通
れ

な
い
。

　安
く
て
美
味
し
い
食
糧
を
海
外

か
ら
買
え
る
時
は
良
い
が
、
い
つ

ま
で
も
買
え
る
状
況
が
続
く
と
は

限
ら
な
い
。
徳
川
幕
府
が
３
０
０

年
間
持
続
し
た
の
は
２
５
０
万
町

歩
の
農
地
と
２
５
０
０
万
人
の
日

本
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　農
業
問
題
を
食
糧
と
い
う
商
品

と
し
て
見
て
い
る
日
本
人
。
農
地

を
国
土
と
し
て
見
て
、
日
本
人
の

生
命
と
の
関
係
性
を
認
識
で
き
る

よ
う
な
意
識
転
換
を
し
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
。

農
地
は
日
本
人
の
命
に
関
係

い
る
が
、
第
２
次
大
戦
時
の
ロ
ン

ド
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
で

食
糧
船
が
撃
沈
さ
れ
、
一
時
は
餓

死
寸
前
で
あ
っ
た
と
い
う
。
経
済

封
鎖
は
島
国
を
対
象
に
し
た
戦
略

と
し
て
は
非
常
に
有
効
な
の
だ
。

　難
民
問
題
も
単
に
難
民
の
食
糧

問
題
で
は
無
い
。
日
本
の
少
子
高

齢
化
問
題
は
第
１
次
産
業
の
労
働

力
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
既
に
一

部
の
地
域
で
は
研
修
生
と
い
う
名

の
海
外
労
働
者
が
多
く
働
い
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
り
、
欧
米
で
は
海

！

大山恵みの里
橋田博彰マネージャー

　山陰の霊峰大山（だいせん）のふもと、

鳥取県大山町名和 951-6
山陰道名和ＩＣ隣接　TEL.0859-54-6030

大山町の海側中心部に位置します。「大山の食の
恵み」の発信基地として、売店・食堂とも地産品
にこだわった品揃えです。朝採れ新鮮野菜やご当
地定食、オリジナルバーガー、紅茶ソフトなど、
ここだけの味をお楽しみください。

土佐さめうら
和田啓士駅長

　四国の水瓶「早明浦ダム」近くの里

高知県土佐町田井 448-2
国道 439 号　TEL.0887-82-1680

山に囲まれた道の駅です。人気お土産は地蜂のハ
チミツ、棚田米、地酒桂月。毎年５月「新緑の市」、
11 月「紅葉の市」で地場産品を特売し、現在は「手
ぶらでバーベキュー」を開催中で、土佐あかうし
メニューも好評です。

きらら 289
森幸祐駅長

　尾瀬国立公園隣接地域で、駅内に大

福島県南会津町山口橋尻１
国道 289 号　TEL.0241-71-1289

浴場、サウナ、ジャグジー、気泡浴、源泉風呂、
露天風呂などを備えています。直売所では、糖度
たっぷりで有名な「南郷トマト」など地野菜のほ
か、南郷トマトのドレッシングやジュース、ドラ
イカレーなどの加工品も取り揃えています。

し
く
思
え
な

か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。　電

気
自
動

車
の
普
及
に

伴
い
、
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
増
え

ま
す
。
全
国

の
道
の
駅

で
、
電
気
自

動
車
の
充
電
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わきのさわ
酒井一雄駅長

　下北半島国定公園内にあって鯛島、

青森県むつ市脇野沢七引 201-5
国道 338 号（海峡ライン） TEL.0175-44-3252

仏ヶ浦、恐山、大間崎などの景勝地が近く、隣接
する「野猿公苑」で北限のニホンザルも見学でき
ます。食堂では特産品の焼き干しイワシを使用し
たラーメンが人気。ガラス玉細工の体験メニュー
もあり、憩いの場として親しまれています。

オアシスなんもく
今井英夫駅長

　清流南牧川沿いにあり、美しい自然にか

群馬県南牧村千原 3-1
主要地方道下仁田上野線　TEL.0274-87-3350

こまれた道の駅です。夏になると南牧川は、川遊び
を楽しむ多くの観光客で賑わいます。南牧村で多く
みられる石垣造りの段々畑で育った新鮮農産物や加
工品を販売しておりますが、すべて生産者の名前が
記載され、県外の皆様からも信頼できると好評です。

ゆうひパーク三隅
石田孝之駅長

　島根県で４番目に開業した駅。日本

島根県浜田市三隅町折居 220-1
国道 9 号　TEL.0855-322880

海を一望できるレストランがあり、名の通り夕日
の美しさは格別です。日本海沿いを走る山陰本線
が広場から眺められ、絶好のカメラポイントとし
て撮鉄ファンが多く訪れています。イカ飯がおス
スメで、地酒や地元銘菓も取り揃えております。

グランパワーヒノクニ

道の駅「くにさき」道の駅「きくすい」

「空の駅」も連携

　全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る

熊
本
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
に
は

人
気
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」

が
で
き
る
限
り
駆
け
つ
け
て
い

る
が
、
大
津
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
演
じ
る
ご
当
地
ヒ

ー
ロ
ー
「
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー
ヒ
ノ

ク
ニ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

活
躍
。「
頑
張
ろ
う
、
熊
本
！
」

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　必
殺
技
で
悪
を
退
治
す
る
ほ

か
、
集
ま
っ
て
く
る
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
勝

者
に
、
地
元
支
援
企
業
提
供
の

手
づ
く
り
ス
ウ
ィ
ー
ツ
を
賞
品

に
与
え
た
り
し
て
拍
手
、
喝
采

を
浴
び
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
３

人
の
う
ち
ヒ
ロ
イ
ン
役
が
、
道

の
駅「
大
津
」の
野
菜
出
品
農
家
、

大
村
礼
美
さ
ん
（
39
）
だ
。

　
｢

町
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

な
ら
な
く
て
は
と
、
10
年
以
上

前
か
ら
消
防
団
仲
間
ら
10
人
ほ

ど
が
中
心
に
な
っ
て
手
づ
く
り

の
衣
装
や
道
具
で
各
地
を
巡
回

し
て
き
ま
し
た
。
今
は
む
し
ろ
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
皆
が
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
よ｣

と
、
活

動
に
意
欲
を
強
め
て
い
る
。

　阿
蘇
か
ら
は
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
分
県
国
東
市
の

道
の
駅
「
く
に
さ
き
」
も
か
な
り
被
害
の
出
た
由
布
院
へ

の
観
光
客
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
あ
お
り
を
受
け
、
大
型

連
休
は
例
年
の
３
分
の
１
。
駅
内
に
事
務
所
が
あ
る
同
市

観
光
課
の
中
野
浄
昭
さ
ん
は
「
市
内
20
カ
所
の
ホ
テ
ル
、

旅
館
で
す
で
に
団
体
客
も
含
め
３
０
０
人
以
上
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
り
、
市
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
す
」

と
嘆
く
。

　観
光
へ
の
悪
影
響
が
九
州
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
各
県
に
よ
る
集
計
で
は
５
月
初
旬
ま
で
に
修
学
旅
行
客

な
ど
60
～
70
万
人
も
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
い
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。

　観
光
客
減
の
こ
ん
な
状
態
が
当
分
続
く
と
経
営
基
盤
が

揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
危
機
感
の
広
が
り
を
受
け
て

先
ご
ろ
、
九
州
の
自
治
体
、
観
光
業
界
で
組
織
す
る
九
州

観
光
推
進
機
構
は
、
国
の
強
力
な
支
援
策
を
菅
官
房
長
官

に
要
望
し
た
。

　玉
名
市
と
山
鹿
市
の
間
、
和
水
（
な
ご
み
）
町
に
あ
る

道
の
駅
「
き
く
す
い
」
で
は
、
菊
水
ロ
マ
ン
館
の
温
泉
施

設
を
、
家
が
壊
れ
た
り
車
中
泊
の
被
災
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
に
無
料
開
放
し
「
家
が
壊
れ
て
帰
る
所
が
な
い
。
怖

か
っ
た
が
や
っ
と
落
ち
着
け
た
。
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、

と
て
も
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
た
。

　市
原
光
館
長
ら
ス
タ
ッ
フ
は
、
手
書
き
の
道
路
情
報
地

図
を
作
っ
て
掲
示
し
た
り
配
布
す
る
な
ど
、
道
路
の
被
災

状
況
な
ど
を
情
報
発
信
。
敷
地
内
に
は
湧
き
水
も
出
て
い

　日
本
を
代
表
す
る
国
際
空
港
・
成
田
。
千
葉
県

成
田
市
の
地
元
は
成
田
空
港
を
「
空
の
駅
」
と
自

称
す
る
。
そ
の
成
田
市
か
ら
熊
本
県
内
の
「
道
の

駅
」
に
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。
震
源
地
の
益

城
町
に
は
熊
本
空
港
が
あ
り
、
成
田
空
港
か
ら
格

安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
が
就
航
し
て
い
る
。

　「道
の
駅
」「
空
の
駅
」
同
士
、
空
路
が
取
り
持

つ
縁
で
、
成
田
市
が
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
と
連
携
し
て
、
５
０
０
㍉
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ア
ル
フ
ァ
米
、
寝
袋
・
エ
ア
マ
ッ
ト
な
ど
総
計
約

８
０
０
０
人
分
を
送
っ
た
の
だ
。

　成
田
市
を
中
心
と
す
る
「
空
港
の
あ
る
地
域
連

絡
協
議
会
」
の
事
務
局
か
ら
、
同
会
員
の
熊
本
阿

蘇
空
港
「
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
の
鮎
川
高
明
特

販
企
画
部
長
に
、
支
援
物
資
受
け
入
れ
の
打
診
が

あ
っ
た
。
鮎
川
さ
ん
は
、
被
災
市
町
村
で
の
直
接

受
け
入
れ
は
困
難
と
判
断
。

　か
つ
て
九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
向
上
会
議
議

長
を
務
め
て
い
た
関
係
で
、
九
州
・
沖
縄
「
道
の

駅
」
連
絡
会
に
「
道
の
駅
か
ら
被
災
者
へ
の
支
援

物
資
提
供
が
で
き
な
い
か
」
と
相
談
。
同
連
絡
会

が
仲
介
し
、
各
道
の
駅
を
通
じ
て
、
被
災
者
へ
の

支
援
物
資
提
供
が
実
現
し
た
。

　空
輸
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
が
無
償

で
行
い
、
空
港
か
ら
「
道
の
駅
」
な
ど
へ
の
現
地

搬
送
は
成
田
市
が
負
担
し
た
。

　思
わ
ぬ
繋
が
り
の
贈
り
物
に
被
災
者
た
ち
は
感

激
。
お
礼
の
寄
せ
書
き
を
成
田
市
に
送
っ
た
。

　「
遠
方
か
ら
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
だ
余
震
が
続
き
不
安
な
こ
と
も
多
い
で
す

九
州
観
光
支
援
を
国
に
要
望

手
書
き
地
図
で
道
路
情
報

元気付けショーの後観客と一緒に撮影会の
ご当地ヒーローチーム（道の駅 ｢大津 ｣で）

成
田
市
に
送
ら
れ
た
被
災
者
か

ら
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

手書き地図などの配布や掲示による道
路情報の発信（道の駅「きくすい」で）

成田市から「道の駅」に物資

て
水
を
汲

み
に
来
る

人
た
ち
も

多
く
、
温

泉
も
含
め

て
「
道
の

駅
」
そ
の

も
の
が
、

さ
な
が
ら

情
報
交
換

の
場
、
交

流
の
場
に

な
っ
た
。

が
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま

す
」「
寝
袋

あ
り
が
た
く

い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て

も
助
か
り
ま

す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
」
な
ど
、

尽
き
な
い
感

謝
の
思
い
が

綴
ら
れ
て
い

る
。
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ネットワークで連携

東京・神田の復興支援市でも応援役を務める
の道の駅「せせらぎの里こうら」平田駅長

震災後も外国人観光客の案内、相談を続けてきた道の駅「阿蘇」

きたかわべ
大橋良一駅長

　首都圏のオアシス渡良瀬遊水地に面し、

埼玉県加須市小野袋 1737
主要地方道佐野・古河線　TEL.0280-61-2299

四季折々のコントラストを描き出す大パノラマが
皆様をお迎えします。レンタル自転車などスポーツ・
レクリエーションも楽しんでください。肥沃な大地
の生み出す農産物や自慢のコシヒカリを直販し、絶
品手打ちそばが農村レストランの人気です。

龍神
久保正博店長

　日本三美人の湯「龍神温泉」や清流日

和歌山県田辺市龍神村龍神 170-3
国道 371 号　TEL.0739-79-0567

高川が近く、山と川に囲まれています。地域の木
材をふんだんに使った施設は、樹齢350年以上と
いわれる栂（ツガ）の大柱がシンボルです。地域
的に野菜類はありませんが、まな板や寿司型、丸
木椅子など木工品を中心に販売しております。

ふたつい
秋林菜穂子事務局長

　桜や紅葉の名所きみまち阪県立自然

秋田県能代市二ツ井町小繋中島 109-10
国道７号　TEL.0185-73-5075

公園に隣接し、世界自然遺産白神山地の入り口と
して道路情報や観光情報などを提供します。年間
多彩なイベントを繰り広げ、地元の農産物や山菜、
加工品等を販売中。物産館のレストランでは地鶏
を使用した「きみまち鍋」が好評です。

滋賀「せせらぎの里こうら」駅長

道の駅「あそ望の郷くぎの」道の駅「旭志」

道の駅「阿蘇」

　道
の
駅
「
大
津
」
に
平
田
泰
浩

さ
ん
（
40
）
が
車
で
姿
を
見
せ
た

の
は
震
度
７
の
前
震
か
ら
１
週
間

も
経
た
な
い
４
月
22
日
だ
っ
た
。

平
田
さ
ん
は
、
は
る
か
遠
い
滋
賀

県
甲
良
町
に
あ
る
道
の
駅
「
せ
せ

ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
」
の
駅
長
だ
。

米
３
０
０
㌔
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、水
、

オ
ム
ツ
な
ど
を
マ
イ
カ
ー
で
運
ん

で
き
て
く
れ
た
の
だ
。

　震
源
地
の
益
城
町
に
中
学
時
代

ま
で
暮
ら
し
、
実
家
に
は
今
も
93

歳
の
祖
母
が
住
む
。
そ
の
実
家
が

崩
壊
し
、
祖
母
は
何
と
か
親
戚
の

家
に
逃
れ
た
。
２
年
前
ま
で
大
分

県
竹
田
市
の
道
の
駅
「
竹
田
」
で

14
年
間
店
長
を
勤
め
た
縁
を
頼
り

に
、
ふ
る
さ
と
再
生
に
で
き
る
限

り
尽
力
し
た
い
と
大
分
、
熊
本
、

滋
賀
、
福
島
県
内
の
道
の
駅
仲
間

　大
規
模
土
砂
崩
れ
が
近
く
で
起
き
た
南
阿
蘇
村
の
道
の

駅
「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」
も
観
光
客
は
激
減
し
た
が
、

広
い
敷
地
が
あ
る
た
め
避
難
者
が
大
勢
集
ま
り
、
３
０
０

台
収
容
の
駐
車
場
は
終
日
空
き
も
な
い
状
態
で
、
自
衛
隊

の
救
援
部
隊
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　停
電
や
断
水
被
害
は
あ
っ
た
が
、
敷
地
内
に
毎
分
２
㌧

も
の
お
い
し
い
湧
き
水
が
あ
る
。
指
定
管
理
者
が
温
泉
宿

泊
施
設
や
そ
ば
道
場
、
あ
か
牛
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
経
営

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
村
が
す
ぐ
発
電
機
も
用
意
し
て

く
れ
た
た
め
、
16
日
か
ら
1
週
間
に
渡
り
７
４
０
０
食
も

の
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

　隣
接
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
チ
ェ
ー
ン
の
モ
ン
ベ
ル
南

阿
蘇
店
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で
も
手

が
け
た
支
援
活
動
に
参
加
。
被
災
直
後
か
ら
50
張
り
の
大

小
テ
ン
ト
を
駅
敷
地
内
に
設
け
た
ほ
か
、
無
料
貸
し
出
し

に
も
応
じ
て
お
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
充
実
し
た
支
援
が

展
開
で
き
た
。

　「非
常
時
だ
か
ら
夢
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
を
大
切

に
し
て
暮
ら
す
地
域
の
人
々
、
魅
せ
ら
れ
て
訪
れ
て
く
だ
さ

る
方
々
が
心
か
ら
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
得
る
も
の
感
じ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
山
部
武
志
支
配
人
。

　大
津
町
の
隣
り
、
菊
池
市
に
あ
る
道
の
駅
「
旭
志
」
で

も
炊
き
出
し
は
行
わ
れ
た
。
本
震
の
際
に
物
産
館
内
の
商

品
類
が
散
乱
す
る
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
停
電
と
断

水
・
濁
り
水
も
あ
っ
て
ま
る
２
日
間
閉
店
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、
17
日
に
は
、
柔
ら
か
く
風
味
が
よ
い
特
産
ブ
ラ

ン
ド
の
「
旭
志
牛
」
３
０
０
㌔
分
の
焼
き
肉
を
避
難
者
ら

に
ふ
る
ま
っ
た
。

　梅
本
和
宏
支
配
人
も
「
停
電
が
解
消
し
て
も
水
の
出
が

悪
く
、
出
て
も
濁
っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た
が
、
こ
う
い

う
と
き
こ
そ
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
で
お
役
に
立
ち

た
い
と
頑
張
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
満
足
な
も
の
は

食
べ
て
な
い
の
で
本
当
に
あ
り
が
た
い
、
と
喜
ば
れ
た
の

が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
。

　と
は
い
え
、
繁
忙
期
の
Ｇ
Ｗ
期
間
中
も
利
用
客
が
激
減

し
た
道
の
駅
の
責
任
者
た
ち
は
、
こ
ん
な
状
態
が
続
い
た

ら
大
変
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
阿
蘇
大
橋
崩
壊
な
ど
主

要
観
光
拠
点
の
阿
蘇
山
周
辺
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
道
の
駅

「
大
津
」「
阿
蘇
」「
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
」
な
ど
を
含
む

旅
館
、
飲
食
店
、
売
店
な
ど
観
光
関
連
施
設
は
、
い
つ
も

な
ら
最
繁
忙
期
の
Ｇ
Ｗ
も
4
分
の
1
か
ら
多
く
て
も
半
分

程
度
の
立
ち
寄
り
客
し
か
な
い
。

　「阿
蘇
」
も
本
震
で
店
内
が
メ

チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
り
、
停
電
と
断

水
で
20
日
ま
で
営
業
で
き
ず
に
い

た
。
14
日
の
前
震
で
は
大
き
な
被

害
が
な
く
、
店
内
の
食
料
、
飲
料

類
は
益
城
町
救
援
に
運
ん
で
い
た

の
が
多
少
の
慰
め
だ
っ
た
。
下
城

卓
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
平
田
さ

ん
の
救
援
物
資
も
沖
縄
の
道
の
駅

「
ぎ
の
ざ
」
か
ら
の
飲
み
水
な
ど

も
、
近
く
の
総
合
病
院
と
小
学
校

に
集
中
し
て
い
る
避
難
者
に
届
け

た
。　下

城
さ
ん
は
「
観
光
客
を
中
心

に
呼
び
か
け
「
竹
田
」
に
送
っ
て

も
ら
っ
た
救
援
物
資
を
運
ん
だ
。

　そ
れ
ま
で
数
日
間
は
益
城
町
の

避
難
所
支
援
に
奔
走
し
た
が
、
そ

の
日
は
阿
蘇
市
内
の
道
の
駅
「
阿

蘇
」
に
も
救
援
物
資
を
届
け
た
。

　平
田
さ
ん
は
５
月
以
降「
大
津
」

を
は
じ
め
熊
本
、
大
分
県
内
道
の

駅
の
人
気
商
品
を
自
分
の
「
こ
う

ら
」
に
送
っ
て
も
ら
い
販
売
。
同

時
に
、
滋
賀
県
内
４
カ
所
の
道
の

駅
や
Ｊ
Ａ
と
勤
務
先
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
本
社
が
あ
る
東
京･

神
田
の
超
高
層
ビ
ル
で
、
熊
本
地

震
復
興
支
援
市
も
開
催
し
た
。
危

機
感
か
ら
、
道
の
駅
の
連
携
に
よ

っ
て
支
援
の
輪
を
広
げ
活
路
を
開

け
な
い
か
、
と
い
う
期
待
に
か
け

て
い
る
。

に
年
間
約
１
７
０
万
人
も
の
利

用
が
あ
る
道
の
駅
と
し
て
観
光･

道
路
交
通
情
報
の
発
信
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
営
業
再
開
後
も

観
光
客
は
半
減
以
下
で
す
が
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
発
信
強
化
で
ア
ク
セ
ス
が
大
幅

に
増
え
ま
し
た
。
阿
蘇
は
国
際
的

な
観
光
地
な
の
で
、
う
ち
の
案
内

所
は
米
、
仏
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ

常
駐
が
看
板
で
す
が
、
案
内
所
も

ど
う
に
か
続
け
ら
れ
、
外
国
人
観

光
客
に
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

ふ
る
さ
と
再
生
に
尽
力

充
実
の
防
災
拠
点
に

外
国
人
観
光
客
を
案
内

３
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
熊
本
へ
行
き
た
い

　道
の
駅
は
人
々
が
交
流
で
き
る

場
で
あ
り
、
情
報
発
信
基
地
で
あ

り
、
災
害
時
に
は
多
く
の
方
々
が

避
難
で
き
る
拠
点
で
も
あ
り
ま

す
。
阿
蘇
や
湯
布
院
等
私
も
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
所
が
被
災
し
、
と

て
も
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
久
し
ぶ

り
に
道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
た
い
、

ぜ
ひ
ま
た
九
州
へ
行
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
石
川
県
能
美
市

　パ
ン
製

造
業
女
性
・
64
歳
）

☆
熊
本
に
観
光
客
を

　熊
本
が
震
災
に
あ
い
、
悲
し
い

で
す
。
み
ん
な
大
変
で
す
。
道
の

駅
な
ど
が
防
災
拠
点
に
な
る
こ

と
、
歓
迎
し
ま
す
。「
ル
ー
ト
プ

レ
ス
」
も
熊
本
地
震
の
特
集
を
し

て
、
観
光
客
を
増
や
す
よ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
し
て
く
だ
さ
い
。（
熊

本
市

　会
社
員
男
性
・
52
歳
）

☆
ま
さ
に
一
期
一
会

　

｢

一
期
一
会｣

が
私
の
好
き
な

言
葉
で
す
が
、
近
く
の
道
の
駅｢

こ
も
ち｣

で
先
日
出
会
っ
た
年

配
の
ご
婦
人
は
ま
さ
に
、
こ
の
言

葉
通
り
の
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

え
る
方
で
し
た
。
私
の
妻
が
ト
イ

レ
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
落
と
し
て
し

ま
い
、
私
が
探
し
に
行
く
わ
け
に

も
い
か
ず
お
ろ
お
ろ
し
て
い
た
と

き
、｢

私
が
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う

｣

と
見
ず
知
ら
ず
の
私
た
ち
を
助

け
て
く
だ
さ
り
見
つ
け
ら
れ
た
の

で
す
。
お
名
前
も
う
か
が
わ
ず
に

別
れ
て
し
ま
い
失
礼
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。(

群
馬
県
渋
川
市

　公
務
員

男
性
・
44
歳)

☆
嬉
し
い
ふ
れ
あ
い

　昨
年
秋
田
県
内
の
道
の
駅
め
ぐ

り
を
し
た
際
、｢

天
王｣

の
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
秋
田
県
道
の
駅
マ
ッ
プ

に
マ
ー
カ
ー
を
入
れ
な
が
ら
丁
寧

に
ル
ー
ト
案
内
を
し
て
く
だ
さ

り
、
効
率
よ
く
回
る
こ
と
が
で
き

て
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
も
あ
ち
こ
ち
の
道
の
駅

で
、
忘
れ
物
を
送
っ
て
く
れ
た
、

次
に
訪
れ
た
と
き
顔
を
覚
え
て
い

て
く
れ
た
、
特
産
品
の
味
見
を
さ

せ
て
く
れ
た
…
な
ど
い
ろ
い
ろ
ふ

れ
あ
い
の
思
い
出
が
あ
り
、
道
の

駅
め
ぐ
り
は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
各
ペ
ー
ジ
の

駅
長
さ
ん
紹
介
、
役
立
っ
て
い
ま

す
よ
。（
岩
手
県
久
慈
市

　主
婦
・

74
歳)

☆
親
切
案
内
に
感
謝

　Ｇ
Ｗ
の
お
出
か
け
中
、
会
津
、

新
潟
へ
足
を
伸
ば
し
て
帰
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
間
違
っ
て
関
越

ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
群
馬
県
に

入
っ
て
し
ま
い
、あ
わ
て
ま
し
た
。

し
か
し
、
道
の
駅｢

昭
和
村｣

の
駅
長
さ
ん
が
親
切
に
道
を
教
え

て
く
れ
、無
事
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。（
福
島
県
相
馬
市

　主
婦
・
55
歳
）

☆
道
の
駅
で
食
学
習

　道
の
駅
で
新
鮮
な
野
菜
や
食
べ

物
を
買
う
こ
と
が
妻
の
趣
味
で
す

の
で
、
週
末
は
家
族
で
あ
ち
こ
ち

道
の
駅
め
ぐ
り
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

行
く
こ
と
も
な
く
道
の
駅
ば
か
り

で
つ
ま
ら
な
い
、
と
言
っ
て
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
食
べ
物
に

く
わ
し
く
、
食
通
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）。
い
い
社
会
勉
強
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。（
愛
知
県
日
進

市

　公
務
員
男
性
・
47
歳
）

☆
大
勢
の
生
き
が
い

　47
号
の
特
集
『
道
の
駅
が
高
齢

者
の
生
き
が
い
に
』
を
読
み
ま
し

た
。小
さ
な
子
を
持
つ
親
と
し
て
、

口
に
入
れ
る
食
べ
物
に
は
い
つ
も

気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
に

は
安
心
の
で
き
る
新
鮮
な
野
菜
が

た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
買
い
手
だ
け
で
な
く
、
売

り
手
に
も
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

る
と
知
り
、
ま
す
ま
す
道
の
駅
が

大
切
な
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

（
静
岡
県
富
士
市

　
　主
婦
・
28

歳
）

☆
地
域
に
良
い
循
環

　自
分
に
と
っ
て
道
の
駅
は
こ
れ

ま
で
、
長
い
旅
の
途
中
の
寄
り
道

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、『
道
の
駅
が
高
齢
者

の
生
き
が
い
』の
記
事
を
読
ん
で
、

道
の
駅
が
地
域
に
と
っ
て
多
大
な

「
良
い
循
環
」
を
も
た
ら
し
て
い

る
ん
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。「
重

点
道
の
駅
」
38
カ
所
が
選
定
さ
れ

た
そ
う
で
す
が
、
日
本
に
は
様
々

な
形
の
道
の
駅
が
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
も
っ
と

増
や
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。（
京

都
市

　ア
ル
バ
イ
ト
男
性
・
23
歳
）

☆
命
は
１
反
の
田
！

　13
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
の
中
で
農

地
保
全
」
の
記
事
に
、「
自
分
は

1
反
の
田
ん
ぼ
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
」「
自
分
の
命
は
1
反

の
田
ん
ぼ
と
直
結
し
て
い
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
通
り
だ
と
共
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
、
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。「
道
」
と
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
記
事
、
読
み
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
願
い
し

ま
す
。（
千
葉
県
習
志
野
市

　会

社
員
男
性
・
38
歳
）

☆
農
地
を
守
る
意
義

　祖
父
の
作
っ
た
田
ん
ぼ
を
、
そ

の
後
、
親
戚
の
人
が
継
い
で
耕
し

て
い
ま
す
。
私
は
食
べ
歩
き
が
好

き
な
だ
け
で
す
が
、「
命
は
１
反

の
田
ん
ぼ
と
直
結
」
の
記
事
を
読

み
、
私
た
ち
は
農
地
を
何
と
か

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
、
と
わ
か
り
ま
し
た
。（
岐

阜
県
関
市

　学
生
女
性
・
17
歳
）

☆
道
の
駅
の
豆
利
用
？

　今
年
は
『
国
際
マ
メ
年
』
な
の

で
、
各
地
の
道
の
駅
で
豆
を
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
、
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
調
査
し

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
興
味
深
い
で
す
。
私
も
大
豆

を
育
て
、
自
家
用
の
味
噌
も
作
っ

て
い
ま
す
。
道
の
駅
が
豆
を
ど
の

よ
う
な
商
品
に
し
て
い
る
か
、
そ

の
地
方
の
豆
の
品
種
、
特
徴
、
加

工
法
、
レ
シ
ピ
な
ど
を
発
信
し
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
日

本
中
で
、ど
れ
ほ
ど
の
豆
が
生
産
、

消
費
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　皆
さ
ん
、
米
、
豆
は
日
本

人
に
と
っ
て
最
強
の
食
糧
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
三
重
県
松
坂
市

　主
婦
・
67
歳
）

☆
桜
の
街
素
敵
で
す

　は
じ
め
て
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」

を
読
み
ま
し
た
。
家
で
読
ん
で
い

る
新
聞
と
違
い
、
地
域
に
密
着
し

た
記
事
が
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
11
ペ
ー
ジ
の
筑
波
山
周

辺
の
人
た
ち
が
長
年
桜
を
植
え
て

地
域
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
話
、

素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
商
業
施

設
が
変
え
て
い
く
街
も
良
い
の
で

す
が
、
自
然
が
変
え
て
い
く
街
は

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
し
ょ
う

ね
。（
広
島
県
福
山
市

　会
社
員

女
性
・
24
歳
）

☆
犬
と
ネ
コ
を
連
れ

　今
の
時
代
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
。犬
と
ネ
コ
を
連
れ
、車
で
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
が

な
か
っ
た
ら
、
家
で
す
っ
と
過
ご

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
命
あ
る
限

り
、
道
の
駅
め
ぐ
り
や
め
せ
ん
。

（
三
重
県
四
日
市
市

　無
職
女
性
。

64
歳
）

☆
災
害
記
憶
大
切
に

6
ペ
ー
ジ
の
「
碑
の
記
憶
」
を
読

み
、
過
去
の
災
害
に
学
ぶ
事
が
大

事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
、
5

年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
様
子
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
自
然
の
す
さ
ま

じ
い
猛
威
に
驚
き
恐
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。（
宮
崎
市

　

会
社
員
男
性
・
57
歳
）

☆
政
治
家
必
読
で
す

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
で
「
北
星

学
園
余
市
高
校
の
存
続
」
訴
え
を

読
ん
だ
た
く
さ
ん
の
読
者
が
共
感

し
応
援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
の

大
切
な
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
。

自
分
達
が
暮
ら
す
町
の
た
め
に
全

財
産
を
投
げ
打
っ
て
で
も
尽
く
す

と
い
う
「
道
の
駅
文
庫
」
で
取
り

上
げ
た
『
無
私
の
日
本
人
』
も
、

ど
こ
か
の
国
の
政
治
家
に
ぜ
ひ
読

ま
せ
た
い
。（
札
幌
市

　主
婦
・

70
歳
）
　

見
渡
せ
ば

　春カ
ス
ガ日
の
野
辺
に

　霞
カ
ス
ミ

立
ち

　咲
き
匂ニ

ホ

へ
る
は

　桜
花

か
も

　（巻
十
・
一
八
七
二
番
）

　
　ず
っ
と
見
渡
す
と
春
日
野
に
霞
が
一
面
に
立
ち
、
ほ
ん
の
り

　
　と
咲
い
て
い
る
の
は
桜
の
花
だ
ナ
ァ
。

　作
者
不
詳
だ
が
、
一
望
し
て
全
山
・
全
野
が
、
霞
と
桜
花
で
朦も

う

　
　桜
の
花
は
、
い
ま
だ
に
花
の
盛

り
を
過
ぎ
て
い
な
い
。
だ
が
、
花
を

見
る
人
の
心
が
花
に
恋
焦
れ
て
い
る

の
で
、「
今
こ
そ
散
る
絶
好
の
時
だ
」

と
、心
得
て
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　花
見
を
す
る
人
の
心
を
斟し

ん

酌し
ゃ
く
し
て

の
桜
花
を
詠
う
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

春ハ
ル

雨サ
メ

は

　甚イ
タ

く
な
降
り
そ

　桜
花

　い
ま
だ
見
な
く
に

　散
ら
ま

く
惜
し
も

　（巻
十
・
一
八
七
〇
番
）

　
　春
雨
よ
、
激
し
く
降
る
な
！
私
が
桜
の
花
を
み
な
い
で
散
る

　
　の
は
、
惜
し
く
残
念
だ
か
ら
ナ
ァ
。

　花
見
に
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
く
し
て
、〝
春
雨
〟
に
訴
え
る
歌
だ
。

　万
葉
人
の
自
然
へ
の
関
与
は
、
対
象
貫か

ん

入に
ゅ
う
で
あ
る
。
こ
の
想
い

が
、
桜
の
木
を
山
野
か
ら
自
邸
へ
移
植
し
、
時
代
と
共
に
〝
桜
愛

好
家
民
族
〟
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　特
に
為
政
者
の
参さ

ん

与よ

は
見
逃
せ

な
い
。
嵯
峨
帝
が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う
に
移
植
（
弘
仁
三
年
）。
醍
醐
帝
の
花
見
。

秀
吉
の
数
回
に
わ
た
る
花
見
。
江
戸
期
の
歴
代
将
軍
が
、
桜
を
育

成
・
保
護
し
て
〝
桜
の
名
所
づ
く
り
〟
に
努
力
し
た
結
果
、
花
見

が
春
の
風
俗
と
な
っ
た
。
更
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
登
場
だ
。

　桜
前
線
北
上
で
、〝
列
島
を
縦
断
す
る
花
見
〟
の
素
地
は
、
既

に
「
万
葉
集
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
万
葉
研
究
家
）

〝
桜
花
見
〟
風
俗
の
発
祥
は
…

朧ろ
う

と
幻
想
的
な
春
の
遠
景
美
を
詠う

た

う
。

　桜
は
自
然
自
生
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

鴬ウ
グ
ヒ
スの

　木コ

伝ヅ
タ

ふ
梅
の

　う
つ
ろ
へ
ば

　桜
の
花
の

時
か
待
た
け
む

　（巻
十
・
一
八
五
四
番
）

　
　鴬
が
枝
伝
い
し
て
い
た
梅
が
散
る
と
、
桜
の
花
が
「
自
分
の

　
　咲
く
時
だ
」
と
、
出
番
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
と

　
　も
美
し
い
開
花
だ
！

　そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
の
早
晩
と
桜
の
花
の
気き

概が
い

を
詠
う
。

　
　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

桜サ
ク
ラ

花バ
ナ

　時
は
過
ぎ
ね
ど

　見
る
人
の

　恋
の
盛サ

カ

り
を

　今
し
散

る
ら
ん

　（巻
十
・
一
八
五
八
番
）

赤来高原
難波孝憲駅長
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　４
月
14
、
16
日
、
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
潟
県
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
で
道
の
駅

が
防
災
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
避
難
場
所
や
自
衛

隊
等
の
前
線
基
地
と
し
て
防
災
機
能

を
発
揮
し
た
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
熊
本
地
震
で
も
、
道
の
駅
の

駅
長
や
駅
員
さ
ん
ら
が
、
自
ら
被
災

し
な
が
ら
も
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
対
応
に
当
た
ら

れ
、
防
災
拠
点
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
道
の

駅
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　熊

本
地
震
で
は
余
震
が
続
く
中
、
被
災
地
や
周
辺

の
道
の
駅
で
、
余
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
を
恐
れ
て

車
中
泊
さ
れ
る
多
く
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
被
災
地
・
被
災
者
支
援
に
対
し
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　滋
賀
県
に
あ
る
道
の
駅
の
駅
長
は
自
ら
ワ
ゴ
ン
車

を
運
転
し
、
水
や
米
等
の
支
援
物
資
を
被
災
し
た
道

の
駅
に
届
け
、
来
客
が
減
少
し
た
道
の
駅
の
物
産
を

大
量
に
購
入
し
、
自
ら
の
駅
で
販
売
す
る
な
ど
道
の

駅
同
士
の
支
援
が
顕
著
で
し
た
。
九
州
・
沖
縄
「
道

の
駅
」
連
絡
会
に
は
、
全
国
の
道
の
駅
か
ら
災
害
支

援
金
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
に

お
応
え
す
る
た
め
道
の
駅
の
支
援
金
口
座
を
設
け
ま

し
た
。
支
援
金
は
道
の
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
復
興

の
資
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
も
、各
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
道

の
駅
」
連
絡
会
に
支
援
金
や
募
金
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
道
の
駅
を
支
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
被
災
し
た
道

の
駅
の
物
産
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
購

入
が
道
の
駅
や
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
に
つ
な
が

り
ま
す
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
地
方
を
創
生
す
る
道
の
駅
を
、
皆
様

と
共
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

　角
湯
克
典

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。７
月
31
日(

日)

必
着
。発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：ＵＲ都市機構
 http://www.ur-net.go.jp/
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クロスワード人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　似
た
り
寄
っ
た
り

２

　フ
ー
ド
、
ド
リ
ン
ク
は
コ
レ
に
乗
せ
て
運
び
ま
す

３

　あ
ら
、
珍
し
い

４

　止
れ
！

５

　一
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

８

　⇔
不
利

９

　タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

11

　上
に
着
る

13

　み
ん
な
、
集
ま
れ
ー
！

14

　モ
ー

15

　未
成
年
は
吸
っ
ち
ゃ
ダ
メ

16

　要
す
る
に
カ
ン
パ

18

　○
○
○
煎
じ
、
ブ
ー
ム
に
乗
っ
か
っ
ち
ゃ
お
う
！

20

　観
察
日
記
の
主
役

21

　生
き
て
い
れ
ば
公
平
に
取
る
も
の
で
す

23

　「よ
ー
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
、
コ
レ
を
入
れ
る

25

　○
○
○
両
論

26

　花
火
に
た
っ
ぷ
り
使
い
ま
す

28

　○
○
色
は
紫
っ
ぽ
い
青
色
を
し
て
い
ま
す

１　いつも愛読、ありがとうございま
す
５　○○整然
６　ギリシア神話の神は地図となる
７　果汁１００パーセントのドリンク
です
10　タワーのことです
12　ピタッとクローズ
15　○○○本願、人任せ
17　団塊の世代くらいの方かな？
19　がんばれー！
22　親機がないと、使えません
24　お金持ちさん
27　将棋でいう「歩」のような存在
29　５月生まれ？の女の子
30　 東 京 は ２ ０ ２ ０ 年 の コ レ に 向
かって走り続けてる

　ウ
ル
グ
ア
イ
の
前
大
統
領
、
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
が
こ
の
４
月
12

日
に
来
日
し
、
京
都
や
広
島
を
訪
問
す
る
と
共
に
、
東
京
外
国
語
大

学
で
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　そ
の
講
演
も
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
信
条
を
率
直
に
語
る
感
動
的
な
も
の

で
し
た
。

　ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
は
、
世
界
で
最
も
貧
し
い
大
統
領
と
し
て
世

界
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
故
、
貧
し
い
の
か
。
そ
れ
は
大
統
領

と
し
て
の
給
与
の
９
割
を
貧
し
い
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
寄
付

し
、
大
統
領
公
邸
に
は
住
ま
ず
、
自
分
の
小
さ
な
農
場
で
月
に
１
０

０
０
㌦
（
10
万
円
く
ら
い
）
で
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
さ
ん
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
２
年
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」
で
し
た
。
こ
の
会
議
で
、ホ
セ
・

ム
ヒ
カ
大
統
領
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　「私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
本
当
の
危
機
と
は
、
水
不
足
と
か
環

境
の
悪
化
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
真
の
原
因
は
、
わ
た
し
た
ち

が
目
指
し
て
き
た
幸
福
の
中
身
に
あ
り
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
私
た
ち
自
身
の
生
き
方
な
の
で
す
」
と
。

　「現
代
の
人
聞
は
、
市
場
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
、
あ
く
な
き

欲
望
を
追
い
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
本
当
に
幸
せ
な
の

で
し
ょ
う
か
。
も
し
地
球
の
全
て
の
人
聞
が
、
西
洋
で
実
現
さ
れ
た

よ
う
な
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
た
ら
、
い
か
な
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
発
展
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、

幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。
幸
せ
の
根
源
は
、
こ
の
地

上
の
愛
な
の
で
す
」
と
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
大
統
領
は
ス
ピ
ー
チ
を
結
ん

だ
の
で
す
。

　本
書
は
、
そ
の
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
ま
す
。
絵
本
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
書
籍
と
一
緒
に
読

め
ば
一
層
、
ム
ヒ
カ
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
る
で
し
ょ
う
。�

�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

47 号の正解は
「ジュウテンミチノエキ」

絵本「世界で一番
貧しい大統領の
スピーチ」

くさばよしみ・編　中川学・画
汐文社

ホセ・ムヒカの言葉

佐藤美由紀
双葉社

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢＣ
順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念
品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②郵便番号・
住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った
記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075 東京都千代田
区三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。７月 31 日 ( 日 ) 必着。
発送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以外の目
的には使用しません。

　
危
機
の
原
因
は
私
た
ち
の
中
に
あ
る

★
新
た
な
団
地
の
魅
力
を
提
案
す
る

本
『
団
地
を
楽
し
む
教
科
書

　
暮
ら

し
と
。』
を
10
人
に
。

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
新
た
な
視
点
の

住
宅
を
提
案
す
る
東
京
Ｒ
不
動
産
と

共
同
編
集
・
制
作
し
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
書
籍
化
。
グ
リ

ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
地
ラ
イ

フ
7
風
景
を
写
真
中
心
に
描
い
て

い
る
。

提供：（株）クエスト
 

★
プ
ロ
の
味
を
手
軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然
だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・
保
存
料
無
添
加
で
、

鹿
児
島
か
つ
お
節
、
羅
臼
昆
布
、
大

分
椎
茸
な
ど
国
産
素
材
６
種
原
料
か

ら
直
接
抽
出
し
、
ホ
テ
ル
や
病
院
の

料
理
人
も
愛
用
す
る
。

アグリパーク竜王
寺田哲也駅長

　平成 8 年に体験交流型農業公園とし

滋賀県竜王町山之上 6526
国道 477 号　TEL.0748-57-1311

て開園し、昨年道の駅として登録されました。い
ちご、さくらんぼ、ぶどう、梨といった季節ご
との果樹狩りを楽しんで頂ける他、近江牛のバー
ベキューや地元果樹を使ったジェラートが好評で
す。今年「重点道の駅」としても認定されました。

てっくいランド大成
高橋貞光駅長

　奇岩が立ち並び夕日の美しい日本海

北海道せたな町大成区平浜 375
国道 229 号　TEL.01398-4-6561

に面しており、目の前が海水浴場。夏は駐車場で
水着に着替え、駅に備えたコインシャワーを利用
するお客様でにぎわいます。「てっくい」はヒラ
メのこと。海産物の加工品も販売しています。大
成の見所は常駐の観光案内人にご相談ください。

季楽里あさひ
堀江隆夫駅長

　千葉県九十九里浜の北東部、農業・水

千葉県旭市イの 5238
市道旭１級 59号線　TEL.0479-62-0888

産業が盛んな地域に位置し、新鮮な魚をはじめ四
季の野菜・花のお買い物と、バイキングレストラ
ンでの食事が楽しめます。また、畜産も盛んな地
域ですので、春・夏は手ぶらで来訪されても、す
べて地元食材のＢＢＱを味わえます。
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公共施設の面目躍如
　熊
本
地
震
で
は
被
災
地
周
辺
の
道
の
駅
も
少
な
か
ら
ぬ
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
駅
自
体
も

混
乱
し
た
が
、
安
全
で
頼
れ
る
と
こ
ろ
と
、
続
々
集
ま
る
被
災
者
ら
の
姿
に
奮
起
。
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
教
訓
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
が
食
料
や
飲
み
水
、
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
な
ど
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
存
分
に
防
災
機
能
を
発
揮
し

た
。
一
方
で
、
観
光
客
が
激
減
す
る
な
ど
打
撃
は
広
が
っ
て
お
り
、
復
旧
復
興
、
地
域
の
再

活
性
化
は
課
題
が
山
積
。
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
の
奮
闘
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
道

の
駅
同
士
の
支
援
・
連
携
を
お
伝
え
す
る
。

従
業
員
の
自
宅
も
被
災

　九
州
自
動
車
道
熊
本
Ｉ
Ｃ
か
ら

東
へ
13
㌔
ほ
ど
に
あ
る
熊
本
県
大

津
町
の
道
の
駅
「
大
津
」。
4
月

16
日
深
夜
、
震
度
７
の
「
本
震
」

不
通
で
出
勤
で
き
ず
、
数
日
は
店

内
の
片
付
け
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。　町

の
避
難
所
は
近
く
に
開
設
さ

れ
た
も
の
の
、
余
震
を
恐
れ
て
車

中
泊
す
る
避
難
者
が
続
々
と
集
ま

食
事
1000
食
を
提
供

駐
車
場
解
放
、
簡
易
ト
イ
レ
設
置

り
、
１
０
０
台
収
容
の
駐
車
場
は

連
日
満
杯
。
断
水
し
て
い
る
の
に

ト
イ
レ
は
次
々
に
使
わ
れ
て
後
始

末
も
追
い
つ
か
な
い
。
ス
タ
ッ
フ

が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
と
知
っ
た

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
か

ら
18
日
夜
、
簡
易
ト
イ
レ
６
基
が

届
き
、
一
息
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
翌
19
日
昼
、
何
と
か
断
水
が

解
除
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
使

え
る
と
分
か
っ
て
営
業
を
再
開
で

き
た
。
満
足
な
食
事
も
摂
れ
な
い

で
い
る
被
災
者
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
放
。
肉
野
菜
炒
め
を
載
せ
た
温

か
い
ご
飯
に
豚
汁
の
セ
ッ
ト
を
１

た
と
き
は
お
互
い
様
の
社
風
が
根

付
い
て
い
る
の
で
す
。
前
日
も
被

害
が
多
か
っ
た
熊
本
市
内
の
市
場

に
グ
ル
ー
プ
で
炊
き
出
し
を
し
ま

し
た
」
と
い
う
。

豚
汁
２
０
０
人
分

　農
産
物
生
産
者
の
清
田
勝
雄
さ

ん
の
紹
介
で
、
福
岡
市
内
で
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
株
式
会

社
ス
マ
ー
ト
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

佐
藤
貴
志
男
取
締
役
（
44
）
ら
８

社
12
人
か
ら
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
１

３
０
枚
、
飲
料
水
２
㍑
ボ
ト
ル
２

０
０
０
本
、
離
乳
食
、
お
む
つ
な

ど
の
支
援
品
が
配
ら
れ
、
同
日
夕

に
は
豚
汁
２
０
０
人
分
も
ふ
る
ま

わ
れ
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
「
代
表
取
締
役
を

し
て
い
る
妻
が
福
島
出
身
で
、
東

日
本
大
震
災
で
多
く
の
友
人
が
被

災
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
度
は
何

と
か
力
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

大好評だった炊き出し（道の駅 ｢大津 ｣で）

地震発生以降、駐車場は昼夜を問わずほぼ満車（道の駅 ｢大津 ｣で）

支援物資の配布を待つ被災者たち（道の駅 ｢大津 ｣で）

２

で
主
要
施
設
の
物
産
館
は
棚
が
軒

並
み
倒
れ
て
壊
れ
、
瓶
類
な
ど
商

品
が
散
乱
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
一

部
建
物
も
損
壊
し
た
。
停
電
、
断

水
の
う
え
15
人
の
従
業
員
も
半
数

が
自
宅
が
被
災
し
、
周
辺
道
路
の

０
０
０
食
も
無
料
で
炊
き
出
し
し

て
大
喜
び
さ
れ
、
公
共
施
設
と
し

て
の
面
目
を
保
て
た
。

　上
野
賢
一
駅
長
（
56
）
は
「
私

は
一
刻
も
早
く
平
常
営
業
し
震
災

被
害
や
減
収
を
取
り
戻
さ
な
け
れ

ば
と
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

出
店
い
た
だ
い
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
の
責
任
者
か
ら
、『
ま
ず
は
避

難
者
へ
の
炊
き
出
し
を
し
ま
し
ょ

う
』
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ
と
気
づ
い

た
の
で
す
。
野
菜
類
の
出
品
農
家

さ
ん
ら
か
ら
も
『
販
売
で
き
な
い

状
態
な
の
で
、
被
災
者
の
人
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
次
々
に
協
力
申
し
出
が
あ
り
、

皆
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　特
産
の
「
あ
か
牛
」
料
理
が
看

板
の
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
か
よ

か
」
の
松
浦
健
店
長
（
30
）
も
「
数

年
前
に
グ
ル
ー
プ
の
店
が
水
害
で

被
災
し
た
際
、
い
ろ
い
ろ
支
援
を

受
け
て
再
開
で
き
て
以
来
、
困
っ

道の駅「大津」

さくらの郷
山崎友子駅長

　「合戦場のしだれ桜」や国指定天然記

福島県二本松市東新殿平石田 12-2
国道 349 号　TEL.0243-68-4770

念物「杉沢の大杉」など多くの名木、観光資源に
恵まれた駅です。笑顔でのおもてなしをモットー
に、食堂では新鮮地野菜中心の手作りメニューを
味わっていただきます。手打ちうどんや天ざるそ
ば、週末限定の石窯焼きピザは絶品です。

あさひかわ
西川将人駅長

　ご当地グルメや旭川ラーメンなど旭

北海道旭川市神楽４条 6-1-12
国道 237 号　TEL.0166-61-2283

川の食を満喫できるフードコートやパン工房、北
北海道の名産品を揃えたショップがあり、食事や
休憩、お土産の購入、大展示場でのイベントなど
年間80万人が訪れる道の駅です。ＪＲ旭川駅の
南側、北海道の中心部にあり観光にも便利です。

フレッシュあさご
池野雅視駅長

　兵庫県の中心部、但馬地域の玄関口に

兵庫県朝来市岩津 96
国道 312 号　TEL.079-670-4120

あり、国道経由とともに播但連絡道のサービスエ
リアも兼ねている道の駅です。8㍍の天井とガラ
ス張りの店内では、特産の「岩津ねぎ」やその加
工品が人気です。「生野銀山」や雲海で人気の「竹
田城跡」まで15分の便利さです。
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　地
震
が
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
た
九
州
。そ
こ
を
熊
本
地
震
が
襲
っ
た
。

４
月
14
日
の
震
度
７
に
続
き
16
日
も
震
度
７
。
震
度
５
弱
以
上
だ
け
で
５
月

末
ま
で
に
18
回
。
今
も
余
震
が
続
く
異
例
づ
く
め
の
震
災
だ
。
九
州
は
台
風

や
豪
雨
災
害
は
経
験
す
る
が
、
意
表
を
つ
い
た
大
地
震
に
は
備
え
が
十
分
だ

っ
た
は
ず
も
な
い
。「
道
の
駅
」
は
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
食
料
や
水
を
供

給
し
、
施
設
を
開
放
。「
防
災
拠
点
」
と
し
て
復
旧
・
復
興
の
一
翼
を
担
い

公
共
性
・
公
益
性
を
再
認
識
さ
せ
た
。
支
え
た
の
は
日
ご
ろ
の
道
の
駅
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
連
携
の
輪
の
広
が
り
だ
。
熊
本
地
震
を
巡
る
道
の
駅
の

活
動
を
特
集
す
る
。 

（
２
〜
５
面
に
関
連
記
事
）

　災
害
時
に
は
ま
ず
食
料
や
水
の
確
保

が
重
要
。
コ
ン
ビ
ニ
は
全
国
ほ
ぼ
共
通

の
商
品
構
成
で
輸
送
に
問
題
が
生
じ
る

と
供
給
が
止
ま
る
。
道
の
駅
は
生
鮮
食

品
を
含
め
て
地
場
産
品
中
心
だ
か
ら
、

商
品
供
給
が
滞
る
こ
と
は
少
な
い
。
食

堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
の
で
、
炊
き

出
し
も
対
応
で
き
る
。
今
回
も
多
く
の

道
の
駅
に
「
ど
う
せ
売
れ
な
い
か
ら
役

立
て
て
」
と
、
生
産
者
が
野
菜
を
持
っ

て
き
た
。

　道
の
駅
の
公
共
性
・
公
益
性
は
ト
イ

レ
や
休
憩
施
設
、
食
料
の
確
保
や
提
供

の
他
に
も
、
地
域
の
情
報
拠
点
な
の
で

災
害
情
報
や
行
政
の
情
報
が
得
や
す

く
、
全
国
の
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
様
々
な
支
援
が
受
け
や
す
い
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の

動
き
は
機
敏
だ
っ
た
。
道
の
駅
が
防
災

拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
以
来
定
期
的

に
会
合
を
開
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備

え
を
協
議
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
地
震

発
生
直
後
か
ら
関
係
道
の
駅
に
「
何
が

で
き
る
か
。
何
が
必
要
か
」
な
ど
を
緊

急
調
査
し
た
。

　一
日
も
早
い
営
業
再
開
の
た
め
、
道

の
駅
同
士
が
商
品
を
融
通
し
合
い
、
通

販
で
協
力
す
る
な
ど
の
道
筋
を
つ
け

た
。
全
国
か
ら
の
支
援
物
資
を
被
災
者

に
届
け
る
作
業
に
も
協
力
。
そ
れ
が
出

来
た
の
は
、
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
徐
々
に
結
ば
れ
、
連
携
の
輪
が
少
し

広がる連携の輪
熊本地震…その時道の駅は

熊
本
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
熊
本
城
も
石
垣
が
崩
れ
る
な
ど
大
き
く
被
災
。
市
電
が
走
る
光
景
は
一
見
平
和
だ
が
、
よ
く
見
る
と
天

守
閣
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
は
既
に
な
い
（
4
月
22
日
）

特集　熊本地震…その時道の駅は １～５面
国土学トークセッション ８～９面
日本風景街道　 10 ～ 11 面
列島保全への課題 ６面
道の駅診断 12 面
読者の声／パズル／プレゼント 14 ～ 15 面

第48号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

ず
つ
広
が
っ
た
か
ら
だ
。

　避
難
者
の
車
中
泊
が
多
い
の
も
特

徴
。
余
震
が
続
く
中
で
壊
れ
か
け
た
家

に
は
帰
れ
な
い
、
と
い
う
苦
渋
の
選
択

だ
。
道
の
駅
の
駐
車
場
に
は
、
車
中
泊

の
避
難
者
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　熊
本
地
震
か
ら
間
も
な
く
２
カ
月
が

経
つ
今
、
家
を
失
っ
た
住
民
の
関
心
は

仮
設
住
宅
の
建
設
と
入
居
問
題
だ
。
現

地
で
は
何
よ
り
用
地
が
足
り
な
い
。

　同
連
絡
会
は
余
地
の
あ
る
駐
車
場
を

持
つ
道
の
駅
に
「
２
次
避
難
所
に
提
供

で
き
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
、
呼
応
す

る
駅
も
出
て
き
た
。
道
の
駅
が
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
補
完
す
る
地
域
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

担
う
公
的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し

て
い
る
。

防
災
拠
点 

復
旧
・
復
興
の
一
翼
を
担
う

常陸大宮
遠藤修平駅長

　今年３月にオープンしたばかりのピ

茨城県常陸大宮市岩崎 717-1
国道 118 号　TEL.0295-58-5038

カピカ道の駅です。清流久慈川沿いにある広々と
した敷地の一部が親水公園として整備され、展望
室から眺める周辺の里山パノラマ風景には心を癒
され和まされます。特産の「えごま」や洋野菜を
使った料理の地域ブランド化を目指しています。

良寛の里わしま
山田勝駅長

　今も多くの人々に慕われている「良寛

新潟県長岡市島崎 5713-2
国道 116 号　TEL.0258-41-8110

さんの心」を感じることのできる道の駅です。良寛
の遺墨のほか、ロダンや高村光太郎などの作品が展
示されている美術館、江戸時代の民家を移築した地
域交流センターなどがあり、一押しのガンジー牛ソ
フトクリームは行列のできる人気商品です。

なち
寺本眞一駅長

　世界遺産に登録された那智の滝や熊野

和歌山県那智勝浦町浜ノ宮 361-2
国道 42 号　TEL. 0735-52-9201

古道への拠点。朱色と白の社殿風建物が目を引く
駅内の世界遺産情報センターで、熊野那智大社、
那智の火祭りの映像などを紹介しています。那智
湾を一望する温泉施設もあり、物産店には毎朝地
元の新鮮な野菜やお刺身、お寿司が並びます。
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／都道府県／市町村

平成28年度 山地災害防止キャンペーン平成28年度 山地災害防止キャンペーン
期 間

主 催
5月20日（金） 6月30日（木）平 成

28年

協  賛 (一社)日本治山治水協会

■ 山地災害防止写真コンクール最優秀賞作品  宮本  満則 （熊本県熊本市）
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山
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脇
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一
也（
愛
知
県
岩
倉
市
）

16

阿寒丹頂の里
蝦名大也駅長

　阿寒国立公園入口にあり、丹頂観察ができ

北海道釧路市阿寒町上阿寒 23線 38
国道 240 号　TEL.0154-66-2331

る阿寒国際ツルセンターや道の駅エリアには、宿泊、温
泉、キャンプ場などの施設があります。今春3月の道
東自動車道阿寒ＩＣ開通前にオープンした特産品販売所
「阿寒マルシェ」には、阿寒の美味しい肉や野菜をはじ
め釧路の魚介類、お菓子などを取り揃えています。

かわもと
小島進駅長

　〝野菜王国〟とも称される深谷市の新

埼玉県深谷市長在家 1279-2　　
国道 140 号　TEL.048-583-3369

鮮な野菜が数多く出荷され、地元の皆様に愛され
る道の駅でございます。特産の深谷ねぎを使用し
た深谷ねぎメンチや、地元産きのこのつけ汁で食
べる手打ちうどんなど、地元食材を活かした食事
処もございますので、ぜひお越しください。

胎内
吉田和夫駅長

　山小屋風の小さな道の駅ですが、胎内

新潟県胎内市下赤谷 387-1
県道 53 号　TEL.0254-47-2723

高原の水で出したコーヒーと暖かな火のゆれる薪
ストーブ、飯豊連峰の山々や爽やかな風を運ぶ胎
内川の眺望でおくつろぎ下さい。アルパカが人気
の小動物園やバーベキュー広場、天然温泉の温浴
施設はご家族で楽しめます。
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